
『
華

厳

経

』

と

教

育

(
二
)

古

田

榮

作

要

旨「
方
廣
佛
華
嚴
経
」

の

「
入
法
界
品
」
は
善
財
童

子
の
求
道

の
旅
を
描
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
善
智
識
と
出
会
う

こ
と
に
よ

っ
て
彼

の
信
仰

の
深
ま
り
、
即
ち
修
行
者

と
し
て

の
成
熟
を
位

置
づ
け
る
も

の
で
あ
る
。
佛
道
を
窮
め
よ
う

と
発
心
し
た
善
財
童
子
は
、
文
殊
師
利
菩
薩

と
出
会

い
、
そ
の
素
質

と
性
向

の
良
さ
か
ら
、

こ
の

童
子
は
普
賢
行
を
修

め
る
べ
き
人
物
と
さ
れ
、
善
知
識
を
訪
ね
て
普
賢
行
を
達
成
す

る
よ
う
勧
め
ら
れ

る
。
最
初

に
文
殊
師
利
菩
薩
か
ら
功
徳
雲
比
丘
に
教
え
を
受

け
る
よ
う
勧
告
さ
れ
て
彼
を
訪
ね
る
。
功
徳
雲
比
丘
か
ら
善

財
は

「普

門
光
明
観
察

正
念
諸
佛
三
昧
」

に

つ
い
て
の
教
え
を
受
け
、
「
憶
念
諸
佛
」
を
学

び
、
功
徳

雲
比
丘

は
修
行
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
海
雲
比
丘
を
訪
ね
る
よ
う

勧
め
ら
れ
、
海
雲
比
丘
を
訪
ね
、
海
雲

比
丘

に

「普

眼
経
」
を
学

び
、
思
念
す

る
こ
と
で
事
物

の
あ
り

の
ま
ま

の
状
態
を
捉
え
る
こ
と
を
学
び
、
更
な
る
修
行

の
た
め
に
善
住
比
丘
を
訪
ね
る
よ
う
勧

め
ら
れ
る
。
そ

こ
で
善
財

は
善
住
比
丘
を
訪

ね
、

「無

凝
法

門
」
を
教
え
ら
れ
、

一
層

の
修
行

の
た
め
に
良
讐
彌
伽

へ
の
法
門
を
勧
告

さ
れ
る
。
良
馨
彌
伽
を
訪
ね
た
善
財

は
彼
か
ら

「
菩
薩

所
言
不
虚
法
門
」

を
教
え
ら
れ
、

更
に
信
仰
を
深
め
る
た
め
に
解
脱
長
者
を
訪
ね
る
よ
う
勧

め
ら
れ
、
彼
を
訪

ね
、
「
如
來
如
來
無
凝
法
門
」
を
教

え
ら
れ
る

こ
と
に
な

る
。
善

財
の
修

行
は
十
地

の

第

一
段
階

の

「
信
」

に
あ
る
が
、
善
智
識

の
教

え
の
中

で

「
認
識
」

の
深

ま
り
が
あ
り
、
信
仰
が
よ
り
深
化

さ
れ

て
い
く
こ
と
が
明
確

に
な

っ
て
い
く
。
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『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

『
華
嚴

経
』

は
如
來

(富
夢
鋤
-
鋤

σq
讐
鋤
)

の
縁
起
を
明
か
す

「
世
間
浄
眼

品
」

(八
十
華
嚴

で
は

「世
主
妙
嚴

品
」
。
本
稿

で
は
六
十
華
嚴
を
主

と
し

て
用

い
る
)

か
ら

「離

世
間
品

」

(八
十
華
嚴
で
も
同
名
)
ま

で
と
如
去

(鼠
昏
鋤
-
αq
讐
Φ
)

の
縁
起
を
明
か
す

「
入
法
界
品
」

(八
十
華
嚴

で
も
同
名
。
四
十
華
嚴

で
は

「
入
不
思

　
　
　

議
解
脱
境
界
普
賢

行
願
品
」
。
但
し
四
十
華
嚴
は

こ
の

「
入
不
思
議
解
脱
境
界
普

賢
行
願

品
」
だ
け

で
構
成

さ
れ

て

い
る
)

の
二
部

で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
第

一
部

の
総
括
的
部

分
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が

「
離
世
間
品
」

で
あ
る
。

「離

世
間
品
」
は
冒
頭
に　

　
　

爾
時

世
尊
。

在
摩
蜴
提
國
寂
滅
道
場
普
光
法
堂
。
坐
蓮
華
藏
寳
師

子
座
。
成
等
正
覧
。
…
…

と
摩
端
提
國
寂
滅

道
場

の
普
光
法
堂
に
在
る
正
覧
を
得

た
ば
か
り

の
世
尊

と
雲
集
し

た
普
賢
菩
薩

・
普
正
法
菩
薩

・
普
化
菩
薩

・
普

慧
菩
薩

・
普
眼
菩
薩

.
普
光
菩

薩

・
普

観
察
菩
薩

・
普
照
菩
薩

・
普
憧
菩
薩

・
普
覧
菩
薩
な
ど

の
無
数

の
菩
薩
を
登
場

さ
せ
る
。
正
畳
を
得

た
ば
か
り

の
世
尊

は
黙
然
と
し
て
語
ら
ず
、
「爾
時
普

　
ヨ
　

賢
菩
薩
正
受
三
昧

。
其
三
昧
名
佛
華
嚴
。
入
三
昧
己
。
」
と

「
佛
華
嚴
」
三
昧

に
入
り
起

っ
た
普
賢
菩
薩

が

「
爾
時
普
慧
菩
薩
。
知
諸
菩
薩

大
衆
雲
集
。
問
普

賢
菩

　ユ

薩
言
。
佛
子
。
何

等
爲
諸
菩
薩
摩
詞
薩
依
果
。
何
等
爲
奇
特
想
。
何
等
爲
行
。
何
等
爲
善
知
識
。
…
…
」
と
雲
集
し
た
菩
薩

た
ち
を
代
表
し

て
の
普
慧
菩
薩

の
問
に

対
し

て
答

え
る
と

い
う
形

で
進
行
し
て

い
く
。
普
慧
菩
薩

の
問
は
二
百
項
目

に
及
ぶ
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
間

に
普

賢
菩
薩

は
普
慧
菩
薩

の
問

に
対
応
し
て

「
佛
子
。

菩
薩
摩
詞
薩
。
有

十
種
依
果
。
何
等
爲
十
。
所
謂
菩
提
心
依
果
。
究
寛
不
忘
失
故
。
善
知
識
依
果
。
随
順
和
合
故
。
善
根
依
果
。
長
養
諸
善
根
故
。
諸
波
羅
蜜
依
果
。

究
寛
修
行
故
。

一
切
法
依
果
。
永
出
生

死
故
。
諸
願
依
果
。
長
養
菩
提
故
。
諸
行
依
果
。
廣
修
習
故
。
菩
薩
依
果
。

一
生
補
虜
故
。
供
養
佛
依
果
。
信
心
不
壊
故
。

一
切
如
来

依
果
。

正
教
離
顛
倒
故
。
佛

子
。
是
爲
菩
薩
摩

詞
薩
十
種
依
果
。
若
菩
薩
摩
詞
薩
。
住
此
依
果
。
則
得
如
來
無

上
智
依
果
。
佛

子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
有
十

種
奇
特
想
。
何
等

爲
十
。
所
謂
於

一
切
善
根
生
自
善
根
想
。
於

一
切
善
根
生
菩
提
種
子
想
。
於

一
切
衆
生
生
菩
提
器
想
。
於

一
切
願
生
自
願
想
。
於

一
切
法
生
出
生

死
想
。
於

】
切
行

生
自
行
想
。
於

一
切
法
生
佛
法
想
。
於

一
切
語
言
生
語
言
道
想
。
於

一
切
佛
生
慈

父
想
。
於

一
切
如
來

生
無

二
想
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩

詞
薩
十

種
奇
特
想
。
若
菩
薩
摩

詞
薩
。
安
住
此
想
。
則
得
無
上
巧
妙
方
便
輻

↓
切
想
。
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
有
十
種
行
。
何
等
為
十
。
所
謂
令

一
切
衆
生
專
求
正
法
行
。

善
根
淳
熟
行
。
善
學

一
切
戒
行
。
長
養

一
切
善
根
行
。

一
心
不
齪
修

三
昧
行
。
分
別

一
切
諸
智
慧
行
。
修
習

一
切
所
修
行
。
荘
嚴

一
切
世
界
行
。
恭
敬
供
養
善
知
識

行
。
恭
敬
供
養
諸

如
來
行
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩

詞
薩
十
種
行
。
若
菩
薩
摩

詞
薩
。
安
住
此
行
。
則
得
如
來
無
上
大
智
行
。
佛

子
。
菩
薩
摩

詞
薩
。
有
十
種
善
知
識
。

何
等
爲
十
。
所
謂
能
令
安
住
菩
提
心
善
知
識
。
能
令
修

習
善
根
善
知
識
。
能
令
究
寛
諸
波
羅
蜜
善
知
識
。
能
令
分
別
解
説

一
切
法
善
知
識
。
能
令
安
住
成
熟

一
切
衆

生
善
知
識
。
能
令

具
足
辮
才
随
問
能
答
善
知
識
。
能
令
不
著

一
切
生
死
善
知
識
。
能
令
於

一
切
劫
行
菩
薩
行
心
無
厭
倦
善
知
識
。
能
令
安
住
普
賢
行
善
知
識
。
能
令
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(
5
)

深
入

一
切
佛
智
善
知
識
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩

詞
薩
十
種
善
知
識
。

…
…
L
と
各
項
目

に
対
し

て
十
項
目

の
事
項
を
あ
げ
る
と

い
う
形
態

で
回
答
を
示
し
て

い
る
。

そ

の
最
初
に

「
因
縁
に
依

っ
て
諸
行
を
成
ず

る
こ
と
」
と
さ
れ
る
依
果
、
「
勝
想
に
依

り
善
根
を
摂
す

る
」
と
さ
れ
る
奇

特
想

を
取
り
上
げ
た
上
で
、

そ

の

「勝
想

の
解

に
基
づ

い
て
大
行
を
起

こ
す
」
行
を
明
ら

か
に
し
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
れ
ば
如
來

の
無
上

の
大
智
行
を
成
し
得

る
と
し
、

次

い
で
善
知
識
、
す
な
わ
ち
菩
薩
道

を
究

め
る
た
め
の
善
師
も
し
く
は
善
友

に

つ
い
て
言
及
す
る
。
普
賢
菩
薩

の
説
く
善
知
識
と
は

「所

謂
能
令
安
住
菩
提
心
善
知
識
。
能
令
修
習
善
根
善
知
識
。
能
令

究
寛
諸
波
羅
蜜
善
知
識
。
能
令
分
別
解
説

一
切
法
善
知
識
。
能
令
安
住
成
熟

一
切
衆
生
善
知
識
。
能
令
具
足
辮
才
随
問
能
答
善
知
識
。
能

令
不
著

一
切
生
死
善
知
識
。

(
6

)

能
令
於

}
切
劫
行
菩
薩
行
心
無
厭
倦
善
知

識
。
能
令
安
住
普
賢
行
善
知
識
。
能
令
深

入

一
切
佛
智
善

知
識
。
佛
子
。
是
爲
菩
薩
摩

詞
薩
十
種
善
知
識
。
」

(「
離
世
間

品
」
)

で
あ
る
。
第

一
に
能
く
菩
提
心
に
安
住
さ
せ
る
善
知
識
、
次

に
能

く
善
根
を
修

習
さ
せ
る
善
知
識
、
三
番
目

に
能
く
諸

々
の
波
羅
蜜
を
究
寛

さ
せ
る
善
知
識
、

四

つ
目
に
能
く

一
切
法
を
分
別
し
解
説
さ
せ
る
善
知
識
、
五
番
目
に
能

く

一
切
衆
生
を

(菩
提
心
に
)
安
住
し
成
就
さ

せ
る
善
知
識
、
六

つ
目

に
能

く
辮
才
を
具
足

し
、
問

い
に
随

っ
て
能
く
答
え

さ
せ
る
善
知
識
、
七
番
目

に
能
く

一
切

の
生
死

に
執
着
さ
せ
な

い
善
知
識
、
入

つ
目

に
能
く

一
切
劫

に
於

て

(ーー

長
期
間
に
亘

っ

て
)
菩
薩
行
を
行
な

い
、
心
に
厭
倦
を
生

ぜ
さ

せ
な

い
善
知
識
、
九
番
目

に
能

く
普
賢

の
行

に
安
住
さ
せ
る
善
知
識
、
最
後
に
能
く
深
く

「
切
の
佛
智

に
入
ら
せ
る

善
知
識
を
掲
げ
る
。

こ
の
よ
う

に
賢
者

・
指
導
者

た
る
善
知
識

は
、
他
者
を
菩
提
心

(11
さ
と
り
を
得
よ
う

と
す
る
心
)
を
保
持
さ

せ
、
善
根
を
修
習
さ
せ
、
諸

々

の
波
羅
蜜

(悟
り
に
到
る
た
め

の
菩
薩

の
修
行
)
を
徹
底
的
に
体
得
さ
せ
、

一
切
法
を
開
示
し
解
説

さ
せ
、
す

べ
て

の
衆
生
に
さ
と
り

へ
の
道
を
究

め
さ
せ
よ
う

と

発
心
さ
せ
、
優
れ
た
弁
才

で
、
質

問
に
答
え
さ
せ
、
執
着
せ
ず
、
長
期
間

に
亘

っ
て
厭
う

こ
と
な
く
ま
た
倦

む
こ
と
な
く
菩
薩
行
を
行
な
わ
せ
、
普

賢
菩
薩

の
実
践

に
安
住
さ
せ
、

一
切
の
佛
智
に
入
ら

せ
る
指
導
者

と
描
か
れ
て

い
る
。
普
賢
菩
薩

は
二
百
項
目

の
善
慧
菩
薩

の
問

い
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
十
箇
条

の
回
答
を
与
え
て

(
7
)

演
説
を
終
え
る
。

文
殊
師
利
菩
薩
は

「入
法
界
品
」
の
冒
頭
に

爾
時
佛
在
舎
衛
城
祇
樹
給
狐
濁
園
。
大
荘
嚴
重
閣
講
堂
。
興
五
百
菩
薩
摩
詞
薩
倶
。
普
賢
菩
薩
。
文
殊
師
利
菩
薩
。
而
爲
上
首
。
夜
光
橦
菩
薩
。
須
彌
山
瞳

菩
薩

…

:
如
是
等
五
百
菩
薩

此
諸
菩
薩
皆
悉
出
生
普
賢
之
行

:
這

と
普

賢
菩
薩

と
と
も

に
舎
衛
城

の
祇
樹
給
狐
濁
園

の
大
荘
嚴
重
閣
講
堂
に
会
集
し
た
五
百
菩
薩

の
上
首
と
さ
れ
、
菩
薩

た
ち

の
す

べ
て
が
普

賢
行
を
修
行
し
て

い
る

と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。
「
如
來
名
號

品
」

で

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
二
)
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『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

爾
時
世
尊
。
知
諸
菩
薩
心
之
所
念
。
即
如
其
像
現
神
通
力
。
現
神
力
已
。
東
方
過
十
佛
刹
微
塵
数
國
。
有
世
界
名
金
色
。
佛
號
不
動
智
。
有
菩
薩
字
文
殊
師

利

與
+
佛
土
駿

菩
薩

來
詣
佛
所
恭
敬
供
養
頭
面
禮
足
・
即
於
東
友

化
作
蓮
叢

師
子
之
摩

臨

鉄
坐
・
-
池

と
し
て
登
場
す
る

が
、
「
入
法
界
品
」

で
は
偶
碩
を
も

っ
て
祇
沮
林

の
荘
嚴
を
讃
歎
し
、
さ
ら

に
祇

沮
林

に
会
集
し

た

一
切

の
菩
薩

が
如
來

の
三
昧

に
照
ら

さ
れ
て

大
悲

の
法
門
を
得
、
衆
生
を
饒
益
す

る
と
た
め
に
修
行
し
、
十
方
に
遊
行
し
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
赴

い
た
。
あ
る
者

は
天
宮

に
、
あ
る
者

は
梵
宮

に
、
ま
た
あ

る
者

は
人
宮

に
、
あ
る
者
は
閻
羅
王
宮

に
往
き
、
あ
る
者

は
地
獄
や
餓
鬼
畜
生

の
住
居

に
現
れ
た
。
あ
る
者

は
名
號
に
よ

っ
て
、
あ
る
者
は
憶
念

に
よ
り
、
ま
た
あ

る
者

は
音
聲

に
よ
り
、
ま
た
別

の
者

は
圓
漏
な

る
光
明
に
よ

っ
て
、
更
に
は
光
明

の
網

に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
状
況

に
応
じ

て
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し

い
手
段
で
教

化
を
行

っ
た
。
衆
生
を
教
化
す

る
た
め

に
十
方

に
遊
行
し
、
聲
聞

の
姿
を
と

っ
た
り
、
梵
天

の
姿
を
取

っ
た
り
、
苦
行
者

の
姿
を
装

っ
た
り
、
良
讐

の
姿
を
し
た
り
、

商

工
業
者

の
姿

で
、
ま
た
は
正
し

い
生
活
者

の
姿

で
、
伎

人
の
姿

で
、
天
界
を
示
し
た
り
、

一
切
の
技
術
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
す

べ
て
の
城
邑
聚
落
京
都
に
、

こ

と
ば
、
威
儀
、
菩
薩
行
、
巧
術
、
知
識

に
よ
り
世
間

に
燈
を

と
も
す

こ
と
に
よ
り
普
く
衆
生
を
照
ら
し
、
衆
生
を
化
度

し
た
と
描

か
れ
て
お
り

(
こ
の
記
述
は
善
財

童
子
が
求
道

の
旅

の
途
上

で
出
会
う
善
智
識
が
種

々
の
職
業

に
携
わ
り
、

い
ろ

い
ろ
な
地
域

の
も
の
で
あ
り
、

か

つ
そ

の
種
族

・
階
層
も
種

々
で
あ

る
こ
と
と
無
縁

謝

で
は
な

い
)
、
そ

の
上
で

ー

爾
時
文
殊
師
利
童
子
。
從
善
安
住
棲
閣
出
。
與

一
切
同
行
諸
菩
薩
倶
。
金
剛
力
士
常
随
侍
衛
。
本
願
足
天
。
樂
聞
法
地
天
。
…
:
・於
生
死
海
救
濟
衆
生

迦
棲

羅
王
。
正
求
薩
婆
若
阿
脩
羅
王
。
見
佛
歓
喜
無
厭
足
摩
喉
羅
伽
王
。
常
厭
生
死
諸

天
王
。
常
敬
禮
佛
諸
梵

天
王
等
。
倶
詣
佛
所
頭
面
禮
足
。
設
諸
供
養

己
。
僻

(
10
)

遊
南
方
。

と
、
文
殊
師
利
童

子
が
善
安
住
櫻
閣
よ
り
同
行

の
菩
薩
と
共
に
出

て
き
て
、
佛

の
所
に
詣

で
、
供
養
し

た
後
に
南
方

に
向

か

っ
た
。
そ
れ
を
見
た
舎
利
弗
は

爾
時
尊
者
。
舎
利
弗
承
佛
神
力
。
見
文
殊
師
利
童

子
。
以
菩
薩
荘
嚴
而
自
荘
嚴
。
出
祇
疸
林
遊
行
南
方
。
見
己
作
是
念
。
我
今
當
與
文
殊
師
利
菩
薩
倶
行
。

(
11
)

爾
時
尊
者
舎
利
弗
。
與
六
千
比
丘
春
屡
園
遙
。
從
自
房
出
來
詣
佛
所
禮
足
僻
退
。
向
文
殊
師
利
。
此
六
千
比
丘
。
是
舎
利
弗
共
行
弟
子
。
皆
新
出
家
。

と

「
我
今
當
與
文
殊
師
利
菩
薩
倶
行
。
」

と
文
殊
師
利
菩
薩
と

の
同
行

の
意
志
を
明
ら
か
に
す

る
。
聲
聞

の
中

で

「
智
慧

の
舎
利
弗
」

と
構

せ
ら
れ
る
舎
利
弗

が
自

房
を
離
れ
、
文
殊
師
利
菩
薩
と
同
行
す
る

こ
と
は
聲
聞

の
説
く
小
浬
藥
を
捨
て
、

一
乗
道
、
即
ち
大
乗

の
道

へ
と
歩
を
進

め
る

こ
と
を
意
味
す

る
。
更

に

爾
時
尊
者
舎
利
弗
。
観
察
大
衆
。
告
海
智
比
丘
言
。
汝
可
観
察
文
殊
師
利
菩
薩
清
浮
之
身
。
相
好
荘
嚴
。

一
切
天
人
莫
能
思
議
。
光
明
圓
滴
。
令
無
量
衆
生



獲
歓
喜
心
。
放
大
荘
嚴
妙
光
明
網
。
除
滅
衆
生
無
量
苦
悩
。
観
其
春
屡
成
就
善
根
。
観
其
遊
歩
威
儀
痒
序
。
所
遊
行
庭
自
然
平
正
十
方
無
凝
。
観
其
功
徳
所
行

道
路
。
其
傍
悉
有
衆
妙
寳
藏
。
自
然
畿
出
。
観
其
供
養
過
去
諸
佛
善
根
依
果
。
從
衆
林
樹
出
荘
嚴
藏
。
観
彼

一
切
諸
天
大
王
恭
敬
禮
拝
供
養
雲
雨
。
海
智
。
汝

観
文
殊
師
利
。

一
切
如
來
眉
間
毫
相
。
放
無
量
光
。
説
諸
佛
法
。
悉
入
其
頂
。
爾
時
尊
者
舎
利
弗
。
爲
諸
比
丘
。
讃
説
文
殊
師
利
無
量
功
徳
諸
大
荘
嚴
。
彼
諸

比
丘
。
聞
讃
大
荘
嚴
。
彼
諸
比
丘
。
聞
讃
歎
已
皆
歓
喜
。
其
心
清
浮
離
諸
垢
稜
。
身
禮
柔
軟
調
伏
諸
根
。
遠
離
障
凝
現
凝
現
見
諸
佛
。
正
求
菩
提
。
逮
得
菩
薩

清
浮
諸
根
。
具
菩
薩
力
長
養
大
悲
。
入
諸
波
羅
蜜
獲
弘
誓
願
。
悉
見
十
方
諸
如
來
海
。
時
諸
比
丘
。
白
尊
者
舎
利
弗
言
唯
然
大
師
。
願
倶
往
詣
文
殊
師
利
。
爾

(
12
)

時
尊
者
舎
利
弗
。
與
諸
比
丘
往
詣
其
所
。
到
己
謂
文
殊
師
利
。
此
諸
比
丘
。
皆
新
出
家
。
欲
見
仁
者
。

と
同
席
す

る
大
衆

の
代
表

た
る
海
智
比
丘

に
向
か

っ
て

「
文
殊
師
利
菩
薩

の
清
浮
な

る
身

が
、
相
好

に
し

て
荘
嚴
な

る
を
、
天
人
さ
え
も
思
量
し
が
た

い
ほ
ど
そ

の

放

つ
光

明
が
ゆ
き
わ
た
り
、
衆
生
に
歓
喜

の
心
を
起

こ
さ
せ
、
苦
悩
を
除
滅
し
、
春
屡

が
善
根
を
成
就
し
、
そ

の
遊
歩
し
た
処

は
自
然
と
平

ら
に
な
り
、
彼

の
通

っ

た
道

の
傍

に
功
徳

の
依
果
が
満
ち
て

い
る
の
を
観
る

べ
き

で
あ
る
。
…
…
」
と
如
来

に
比
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
文
殊
師
利
菩
薩

の
姿
を
褒
め
称
え
た
上

で
、
自
ら
文
殊

師
利
韮
.薩
を
尋
塾

文
殊

の
求
道
法
を
学

ぶ
た
め
に
比
丘
と
と
も

に
文
殊
に
入
門
し
さ

つ
と
す
る
.

謝

尊
者
舎
利
弗
と
と
も

に
同
行
し
て
き
た
比
丘
た
ち
に
対
し

て
文
殊
師
利
菩
薩
は

ー

爾
時
文
殊
師
利
。
告
諸
比
丘
。
汝
等
當
知
。
若
善
男
子
善
女
人
。
成
就
十
種
大
心
。
則
得
佛
地
。
況
菩
薩

地
。
何
等
爲
十
。
所
謂
獲
廣
大
心
。
長
養

一
切
善

根
。
究
尭
不
退
。
心
無
厭
足
。
見

一
切
佛
。
恭
敬
供
養
。
心
無
厭
足
。
正
求

一
切
佛
法
。
心
無
厭

足
。
遍
行
菩
薩
諸
波
羅
蜜
。
心
無
厭
足
。
具
足

一
切
菩
薩
三

昧
。
心
無
厭

足
。
於

一
切
三
世
流
轄
。
心
無
厭

足
。
嚴
浄
佛
刹
。
充
涌
十
方
。
心
無
厭
足
。
教
化
成
熟

一
切
衆
生
。
心
無
厭
足
。
於

一
切
刹
。

一
切
劫
中
。
行

菩
薩
行
。
心
無
厭
足
。
獲
廣
大
心
。
修
習

一
切
佛
刹
微
塵
等
諸
波
羅
蜜
。
度
脱

一
切
衆
生
。
具
佛

十
力
。
心
無
厭
足
。
若
善
男
子
善
女
人
。
成
就
如
是
十
種
大

法
。
則
能
長
養

]
切
善
根
。
離
生

死
趣

一
切
世
間
性
。
超
出
聲
聞
縁
毘
之
地
。
生
如
來
家
。
具
足
成
就
菩
薩
大
願
。
行
菩
薩
行
住
菩
薩
地
。
成
就
如
來
功
徳
之

力
。
降
伏
衆
魔
制
諸
外
道
。
彼
諸
比
丘
聞
此
法
已
。
皆
得
無
磯
浮
眼
三
昧
。
悉
見
十
方

一
切
如
來
。

及
其
春
屡
無
量
衆
生
。
亦
見
種
種
世
界
形
類
。
衆
寳
宮
殿
。

及
諸
微
塵
。

乃
至
如
來
。
十
眼
境
界
。
皆
悉
観
見
。
彼
諸
如
來
以
種
種
句
身
味
身
。
種
種
辮
才
。

微
妙
音
聲
。
所
説
法
海
。
皆
悉
聞
知
。
彼
世
界
中

一
切
衆
生
。

心
念
諸
根
。
皆
悉
了
知
。
知
彼
衆
生
過
去
未
來

諸
趣
能
受
生
。

又
能
知
彼
過
去
未
來
各
十
劫
事
。
知
彼
如
來
十
種
本
生
。
十
種
成
就
菩
提
自
在
。
十
種
轄
法
輪
。

十
種
神
力
。
十
種
教
誠
。
十
種
説
法
。
十
種
辮
才
。
得
此
三
昧
時
。
具
足
成
就
十
種
實
際
菩
提
之
心
。

=
禺
三
昧
。

一
萬
浄
波
羅
蜜
。
得
大
智
慧

圓
漏
光
明
。

『
華

厳

経

』

と

教

育

(二

)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

菩
薩
十
明
住

菩
提
心
。
爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
。
勧
諸
比
丘
。
修
普
賢
行
住
普
賢
行
。
彼
諸
比
丘
出
生
大
願
海
。
生
大
願
海
已
。
身
心
清
浮
。
得
不
死
通
明
。
得

是
明
已
。
不

離
此
庭

。
出
生

一
切
如
來
法
身
。
充
漏
十
方
。
具
足

一
切
佛
法
。
爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
。
建
立
彼
諸
比
丘
菩
提
心
己
。
與
其
春
屡
漸
遊
南
方
。
至

　ヨ

覧
城
東
。
住

荘
嚴
憧
娑
羅
林
中
大
塔
廟
庭
。

と
十
種

の
大
心
を
成
就
す

る
な
ら

ば
、
菩
薩
地

の
み
な
ら
ず
佛
地
を
得

て
、
能

く

一
切

の
善
根
を
長
養
し

て
生
死

の
趣

と

一
切

の
世
間
性

と
を
離
れ
、
聲
聞
縁
毘

の

地
を
超
出
し
、
如
來

の
家

に
生
ま
れ
菩
薩

の
大
願
を
具
足
成
就
し
菩
薩

の
行
を
行

い
菩
薩

の
地

に
住
し
如
來
功
徳

の
力
を
成
就
す

る
な
ら
ば
衆
魔

を
降
服
し
諸
外
道

を
制
す

る
と
説

い
た
。

こ
の
説
法
を
聞

い
た
比
丘

た
ち
は
皆
無
凝
浮
眼
三
昧
を
得

て
悉
く
十
方

の

一
切
如
來

と
そ
の
春
屡

と
無
量
衆
生

と
を
見
、
ま
た
種

々
の
世
界

の
形
類
と
、
衆
寳

の
宮

殿
と
諸

々
の
微
塵

と
を
見
、
乃
至
如
來

の
十
眼

の
境
界
を
も
皆
悉
く
観
見
し
、
…
…
大
智
慧

の
圓
満
な
る
光

明
と
菩
薩

の
十
明
を
得

て
菩
提

心
に
住

む
こ
と
に
な

っ
た
。
文
殊
師
利
菩
薩
は
同
座
す
る
諸

々
の
比
丘

に
普

賢

の
行

の
修
行
を
勧
告
し
、
さ
ら
に
比
丘
た
ち

に
菩
提
心
を
植
え
付
け
て
、
そ

の
春
屡

と
と
も
に
畳
城

の
東

の
荘
嚴
瞳
娑
羅
林

の
中

の
大
塔
廟

の
虜

に
住
ま
わ
れ
た
。

こ
こ
で

「
十
種

の
大
心
」

と
は

「①
獲
廣
大
心
。
長
養

一
切
善
根
。
究
寛
不
退
。
心
無
厭
足
。
②

見

一
切
佛
。
恭
敬
供
養
。
心
無
厭
足
。
③

正
求

一
切
佛
法
。
心

無
厭
足
。
④
遍
行
菩
薩

諸
波
羅
蜜
。
必
無
厭
足
。
⑤
具
足

一
切
菩
薩
三
昧
。
心
無
厭
足
。
⑥

於

一
切
三
世
流
轄
。
心
無
厭
足
。
⑦
嚴
浄
佛
刹
。
充
漏
十
方
。
心
無
厭

足
。
⑧
教
化
成
熟

一
切
衆
生
。
心
無
厭
足
。
⑨
於

一
切
刹
。

一
切
劫
中
。
行
菩
薩
行
。
心
無
厭
足
。
⑩
登
廣
大
心
。
修
習

一
切
佛
刹
微
塵
等
諸
波
羅
蜜
。
度
脱

一
切

衆
生
。
具
佛
十
力
。
心
無
厭
足
。
」

の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
厭
く

こ
と
な
く
①
廣
大
な
る
心
を
獲

し

一
切

の
善
根
を
長
養

し
、
退
く

こ
と
な
く
、
②

一
切

の
佛

を
見
、
恭
敬
し
供
養

し
、
③

正
し
く

一
切
の
佛
法
を
求
め
、
④

遍
く
菩
薩

の
諸
波
羅
蜜
を
行
じ
、
⑤

一
切

の
菩
薩

の
三
昧
を
具
足
し
、
⑥

一
切
三
世
の
流
轄

に
於
て
、

⑦
佛
刹
を
嚴
浄
し
、
十
方

に
充
漏
さ
せ
、
⑧

一
切
の
衆
生
を
教
化
し
成
就
し
、
⑨

一
切

の
刹
に
於

て

一
切
劫

の
中

に
菩
薩

の
行
を
行

じ
、
⑩
廣

大
な
る
心
を
稜
し
て

一
切

の
佛
刹
微
塵

に
等

し

い
諸
波
羅
蜜
を
修
習
し
、

一
切
の
衆
生
を
度
脱
し
て
佛

の
十
力
を
具
え
し
め
る
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
善
根

の
長
養

と
不
退

の
決
心
、

佛

の
供
養
、
正
求

佛
法
、
菩
薩

の
諸
波
羅
蜜

の
実
践
、
菩
薩

の
三
昧

の
具
足
、
佛
刹

の
嚴
浄
、
衆
生

の
教
化
成
熟
、
時
空
を
限
ら
な

い
菩
薩
行

の
実
践
、
諸
諸
波
羅

蜜

の
修
習

に
よ
る
衆
生

の
度
脱

で
あ
り
、
善

根

の
長
養

と

い
う
道
徳
心

の
洒
養

に
始
ま
り
、
諸
諸
波
羅
蜜

の
修
習

に
よ
る
衆
生

の
度
脱

に
至
る
と

い
う
大
乗

の
立
場

の
・王
張
に
他
な
ら
な

い
が
、
そ

の
こ
と
に
よ

っ
て
比
丘
に
菩
提
心
を
建
立
す
る

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

る
。

時
覧
城
人
。
聞
文
殊
師
利
在
荘
嚴
瞳
婆
羅
林
中
大
塔
廟
威
。
聞
己
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
童

男
童
女
。
皆
悉
往
詣
文
殊
師
利
。
…
…
復
有

五
百
童

子
。
其
名

(40)



日
善
財
童

子
。
善
行
童

子
。
善
戒
童
子
。
善
威
儀
童
子
。
善
精
進
童
子
。
善
心
童
子
。
善
慧
童
子
。
善
毘
童

子
。
善

眼
童

子
。
善
腎
童

子
。
善
光
勝
童

子
。
如

(
14
)

是
等
五
百
童
子
倶
。

頭
面
禮
足
退
坐

一
面
。

文
殊
師
利

を
尋

ね
て
い

っ
た
優
婆
塞

・
優
婆
夷

・
童

男
童
女

の
中

に
善

財
童

子
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
善

財
童
子
は

い
か
な

る
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
の

だ
ろ
う

か
。

(文
殊
師
利
菩
薩
)
観
察
善
財
童
子
。
以
何
因
縁
名

日
善
財
。
此
童

子
者
。
初
受
胎
時
。
於
其
宅
内
有
七
大
寳
藏
。
其
藏
普
出

七
寳
櫻
閣
。
自
然

周
備
。
金
銀

瑠
璃
破
喫

眞
珠
碑
礫

砺
磯
。
從
此
七
寳
生
七
種
芽
。
時
此
童

子
虜
胎
十
月
。
出
生
端
正
肢
禮
具
足
。
其
七
種
寳
芽
。
高

二
尋
廣
七
尋
。

又
其
家
内
自
然
具
有
五

百
寳

器
。
盛
漏
衆
寳
。
金
器
盛
銀
。
銀
器
盛
金
。
金
剛
器
盛
衆
香
。
衆
香

器
盛
寳
衣
。
玉
石
器
盛
上
味
饒
。
摩
尼
器
盛
雑
寳
。
種
種
寳

器
盛
酵
油
蜜
。
及
以
醍

醐
資
生
之
具
。
瑠
璃
器
盛
衆
寳
。
破
潔

器
盛
碑
礫
。

碑
礫
器
盛
破
喫

。
砺
磯
器
盛
赤
珠
。
赤
珠
器
盛
礪
磯
。

火
珠
器
盛
浄
水
珠
。
浮
水
珠
器
盛

火
珠
。
如
是
等

五
百
寳

器
。
自
然
行
列
。
又
雨
衆
寳
。
漏
諸
庫
藏
。
以
此
事
故
。
婆

羅
門
中
善

明
相
師
。
字

日
善
財
。
此
童

子
者
。

已
曾
供
養
過
去
諸
佛
。
深
種
善
根
。
常
樂

霧

近
豊.綴

追

霧

修
笠、薩
導

求
窃

鴛

修
諸
撰

霧

墾

呈

.馨

爾
時
文
殊
師
利
笠.隣

袈

遍

禦

善
既

厘

、之

m

日
。
吾
當
爲
汝
説
微
妙
法
。

ー

と
善
財
童

子
に
ま

つ
わ
る
二

つ
の
瑞
兆
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
善
財
童
子
が
母
親

の
胎
内

に
宿

っ
た
時

に
そ

の
家
宅

に
は
七
大
寳
蔵
が
出
現
し
、
そ

の
蔵
は
七
寳
を
蔵
す
る
模
閣

が
生
ま
れ
、
自
然
に
周
囲

に
七
寳

で
あ

る
金
銀
瑠
璃

破
黎

眞
珠
碑
礫
礪
磯
が
備
わ

っ
て
お
り
、

こ
の
七
寳
か
ら
七
種

の
芽

が
生
じ
た
と

い
う

瑞
兆
。
他

は
月
満
ち
て
童
子
が
誕
生
し
た
際

に
は
、
端
正
な
肢
体
を
具
え
て
お
り
、
そ
の
七
種

の
寳

の
芽
は
高
さ
二
尋
幅
七
尋

の
大
き
さ
に
な
り
、
そ

の
家
宅

に
は
多

く

の
寳

で
満
た
さ
れ
た
五
百
も

の
寳

器
が
自
然

に
具
わ
り
、
金

の
器
に
は
銀

が
、
銀

の
器
に
は
金

が
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド

の
器

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
香
料

が
、
香

料

の

つ
け
ら
れ
た
器

に
は
寳

の
衣
装
が
、
…
…
と
盛
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う

に
五
百
も

の
寳

の
器
が
自
然
に
列
を
な
し
て
お
り
、
数
多

の
寳

が
雨

の
如
く
降
り
注

ぎ
、
諸

々
の
倉
庫
と
蔵
を
満

た
し
て

い
た
と

い
う
も

の
。

こ
の
二

つ
の
瑞
兆

の
故

に
バ
ラ

モ
ン
の
勝
れ
た
明
相
師

(人
相
占

い
師
)

は
善

財
と
名
づ
け

た
。

こ
の
童

子
は
既
に
過
去

の
諸
佛
を
供
養
し
、
深
く
善

根
を
種

(う
)
え
、
常

に
清
浮
を
樂

(
ね
が
)

い
、
善
知
識
に
近
づ
き
、
身

口
意
す

べ
て
が
浄
く
、
菩
薩

の
道
を
修
し
、

一
切
智
を
求

め
、
諸
佛
法
を
修
し
、
心

の
浄
き
こ
と
空

の
ご
と
く
に
し

て
菩
薩

の
行
を
具
え
て
い
た
。
そ
の
時

文
殊
師
利
菩
薩

は
、
象
王

の
廻
る
が
如

く
し
げ
し
げ

と
善
財
を
観
察
し

て
、
彼

に
告
げ
て
曰
く
。
「
吾
當
に
汝
が
た
め
に
微
妙

の
法
を
説
く

べ
し
。
」
と
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

二

つ
の
瑞
兆

は
資
質

(す
な
わ
ち
素
質
)
と
し
て

の
善
財

の
異
質
性
と
修
行

(す
な
わ
ち
教
育

・
学
習
)

の
成
果

と
し

て
の
無
類
性
を
暗
示
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
う
し

た
無
比

の
資
質

と
修
行

の
経
歴

の
故

に
、
文
殊
師
利
は
善
財
童
子
に
向
か

っ
て
微
妙

の
法

の
説
法
を
始
め
る

の
で
あ
る
。
文
殊
師
利

の
微
妙

の
法

の
説
法

は

即
爲
分
別

諸
佛

正
法
。
分
別
諸
佛
次
興
世
法
。
浮
春
屡
法
。
轄
梵
輪
法
。

諸
佛
色
身
。
相
好
清
浮
荘
嚴
之
法
。

一
切
諸
佛
具
法
身
法
。
諸
佛
音
聲
妙
荘
嚴
法
。

(
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)

説

一
切
如
來

平
等

正
法
。

と
諸
佛

の
正
法
を
分
別
し
、
諸
佛

に
次
で
世

に
興
る
法
、
浄
き
春
屡

の
法
、
轄
梵
輪

の
法

(佛
陀

の
説
法
)
、
諸
佛

の
色
身
相
好
清
浄
荘
嚴

の
法
、

一
切
諸
佛

の
法

身
を
具
す

る
法
、

諸
佛

の
音
聲
妙
荘
嚴

の
法
を
分
別
し
、

一
切

の
如
來

の
平
等

の
正
法
を
説
く

の
で
あ
る
。

そ
し

て

(
17
)

爾
時
文
殊
師
利
。
知
善
財
等

一
切
大
衆
聞
説

此
法
。
皆
大
漱
喜
獲
菩
提
心
。
顯
明
過
去
諸
善

根
已
。
不
捨
本
座
。
如
慮
化
度
畳
城
衆
生
已
。
遊
行
南
方
。

文
殊
師
利

の
こ
の
説
法

は
そ

の
座

の

一
同
を
歓
喜
さ
せ
、
彼
ち

の
菩
提
心
を
襲
揮
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
彼
ら
を
教
導
し

た
上
で
南

へ
と
向
か

っ
た
。

善
財
童

子
は
以
下

の
偶
頒

で
菩
提
を
求
め
て
文
殊
師
利

の
教
え
に
随
從
す
る
こ
と
を
決
意
す

る
。

爾
時
善
財
童
子
從
文
殊
師
利
。
聞
佛
如
是
諸
妙
功
徳
。
專
求
菩
提
。
随
從
文
殊
師
利
。
以
偶
碩
日

三
有
爲
城
郭

貧
愛
所
纏
縛

圓
漏
無
上
悲

一
切
法
界
王

忍
鎧
荘
嚴
身

具
足
離
垢
力

著
常
樂
我
浄

安
住
正
見
地

分
別

日
切
業

具
足
浮
法
界

高
慢
爲
園
膀

詔
曲
壊
正
行

清
浮
智
慧
日

浄
法
爲
四
兵

執
持
智
慧
劔

分
別

一
切
有

迷
惑
於
生
死

諸
佛
功
徳
樹

深
知
諸
法
性

大
慈
爲
観
察

諸
趣
爲
却
敵

疑
惑
障
慧
眼

消
端
煩
悩
海

常
縛
正
法
輪

於
魔
瞼
悪
道

世
間
明
浄
燈

清
浮
智
慧
眼

常
雨
正
覧
華

決
定
智
慧
乗

功
徳
華
荘
嚴

染
愛
爲
深
塑

流
轄
諸
邪
道

願
顧
少
観
察

願
化
我
妙
法

濟
我
免
衆
難

願
示
我
正
趣

願
開
解
脱
門

願
示
我
菩
提

示
我
摩
詞
衛

賜
我
第

一
乗

愚
療
闇
覆
蔽

樫
嫉
所
繋
縛

圓
涌
無
上
慈

具
足
菩
提
願

住
法
須
彌
頂

遠
離
諸
悪
道

遠
離
諸
顛
倒

世
間
明
浄
日

諸
願
輪
成
漏

安
住
梵
行
座

三
毒
常
熾
然

趣
向
餓
鬼
難

慧
光
安
衆
生

積
集
功
徳
藏

妙
定
天
女
侍

悉
令
善
趣
浄

無
畏
知
正
道

三
世
諸
如
來

大
悲
不
可
書

三
昧
女
朝
侍

悪
魔
爲
君
主

生
老
病
死
逼

一
切
無
不
曜

饒
益

一
切
衆

降
伏
阿
脩
羅

開
我
解
脱
門

了
達
諸
正
趣

如
法
而
來
去

浄
妙
徳
荘
嚴

微
妙
法
音
樂

童
蒙
依
止
住

愚
擬
轄
趣
輪

月
王
願
照
我

大
師
願
度
我

帝
繹
観
察
我

超
出
諸
世
難

示
現
我
菩
提

願
令
我
悉
見

安
我
菩
提
乗

示
我
法
王
道
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無
壷
四
撮
藏

深
入
諸
輝
定

一
切
悉
殊
妙

慈
悲
甚
彌
廣

智
慧
照
十
方

安
住
如
風
輪

四
振
光
圓
漏

善
財
童
子
の
偶
碩
は
、

功
徳
荘
嚴
智

教
化
群
生
類

大
悲
観
衆
生

安
樂
諸
群
生

荘
嚴
諸
法
界

普
持

一
切
刹

饒
益
群
生
類

光
明
照

一
切

具
足
方
便
乗

究
尭
勝
妙
行

法
界
等
浄
眼

漏
足
衆
生
願

令
衆
住
定
地

総
持
清
浮
光

願
速
示
勝
道

安
我
勝
法
乗

安
我
實
智
乗

安
我
無
上
乗

安
我
勝
妙
乗

安
我
殊
勝
乗

示
我
明
浄
日

施
恵
圓
漏
光

諸
願
圓
涌
輪

安
住
金
剛
慧

除
滅
衆
苦
陰

心
浮
如
虚
空

安
住
如
大
地

開
襲
浄
慧
眼

栴
檀
戒
塗
身

永
絶
生
死
輪

究
寛

一
切
智

諸
業
煩
悩
輪

除
滅
邪
見
愛

具
足
大
悲
力

荘
嚴
妙
智
王

忍
辱
大
荘
嚴

具
足
持
智
力

除
滅
諸
障
凝

降
伏

一
切
魔

饒
益

一
切
衆

智
慧
益
衆
生

冠
以
無
上
冠

願
速
示
正
道

安
我
妙
法
乗

安
我
賢
聖
乗

安
我
正
法
乗

安
我
勝
法
乗

安
我
最
勝
乗

　
あ
　

法
王
慈
顧
我

前
半

は
修

行

の
行
き
届

か
ぬ
善
財
童
子

の
自
己

の
迷
没
し
て
出
離
す

る
こ
と

の
出
来
な

い
こ
と
を
嘆
き
、
後
半
は
文
殊
師
利

の
九
種

の
徳

(悲
智

・
慈
慧

・
法
化

・
願
漏

・
救
苦

・
自
在

・
力
用

・
普

浄

・
浄
明

の
徳
)
を
稻
え
凡
夫

の
苦
を
離

れ
し
め
ん
こ
と
を
望
む
も

の
で
あ

る
。

こ
の
偶

頒
は
さ
と
り

へ
の
道
を
進
も
う

と
考
え
る
善
財
童
子
と
道
を
究

め
た
文
殊
師
利

と
を
対
比
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
文
殊
師
利

の
徳
を
構
え
る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
を
承
け

て

爾
時
文
殊
師
利
。
如
象
王
廻
。
観
善
財
童

子
。
作
如
是
言
。
善
哉
善
哉
。
善

男
子
。
乃
能
登
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
求
善
知
識
親
近
善
知
識
。
問
菩
薩

行
求
菩
薩
道
。
善
男
子
。
是
爲
菩
薩
第

一
之
藏
。
具

一
切
智
。
所
謂
求
善
知
識
。
親
近
恭
敬
而
供
養

之
。
是
故
善
男
子
磨
求
善
知
識
親
近
恭
敬
。

一
心
供
養

而

無
厭
足
。
問
菩
薩
行
。

云
何
修
習
菩
薩
道
。

云
何
漏
足
菩
薩
行
。
云
何
清
浮
菩
薩
行
。
云
何
究
寛
菩
薩
行
。
云
何
出
生
菩
薩
行
。
云
何
正
念
菩
薩
道
。
云
何
縁

(
19
)

於
菩
薩
境
界
道
。
云
何
増
廣
菩
薩
道
。
云
何
菩
薩
具
普
賢
行
。

と
描
か
れ
て
い
る
。
正
畳
を
求
め
て
菩
提
心
を
襲
し
、
善
知
識
を
求
め
、
善
知
識
に
親
近
し
、
菩
薩
の
行
を
問

い
、
菩
薩
の
道
を
求
め
よ
と
文
殊
師
利
は
善
財
童
子

に
諭
す
。
こ
の
文
殊
の
言
は
善
財
童
子
に
求
道

の
旅

へ
と
誘
な
う

の
で
あ
る
。

爾
時
文
殊
師
利
。
爲
善
財
童
子
以
偶
頒
日

善
哉
功
徳
藏

能
來
詣
我
所

稜
廣
大
悲
心

專
求
無
上
道

先
襲
諸
大
願

除
滅
衆
生
苦

究
寛
菩
薩
行

成
就
無
上
道

若
有
諸
菩
薩

不
厭
生
死
苦

具
足
普
賢
行

一
切
莫
能
壊

功
徳
光
勝
來

清
浮
功
徳
海

正
求
普
賢
行

饒
益

一
切
衆

無
量
無
有
邊

世
界
諸
佛
所

聞
説
浮
法
雲

受
持
不
忘
失

悉
於
十
方
界

普
見
無
量
佛

成
涌
諸
願
海

具
足
菩
薩
行

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)
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厳
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と
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)

究
寛
方
便
海

安
住
如
來
地

随
順
諸
佛
教

逮
得

一
切
智

一
切
世
界
中

法
王
積
劫
行

具
足
普
賢
道

究
寛
佛
菩
提

(
20
)

】
切
刹

劫
海

修
習
菩
薩
行

漏
足
諸
大
願

成
就
普

賢
乗

無
量
諸
衆
生

聞
彼
名
號
者

修
習
普
賢
願

得
成
無
上
道

爾
時

文
殊

師
利
。
説
此
偶
已
。
告
善
財
言
。
善

男
子
。
於
此
南
方
。
有

一
國
士
。
名

日
可
樂
。
其
國
有
山
。
名

日
和
合
。
於
彼
山
中
。
有

一
比
丘
。
名
功
徳

雲
。
汝
詣
彼

問
。
云
何
菩
薩
學
菩
薩
行
。
修
菩
薩
道
。
乃
至

云
何
具
普
賢
行
。
善

男
子
。
彼
比
丘
者
。
善
能

顯
説
菩
薩
所
行
。
時
善

財
童

子
。
從
文
殊
師
利
。

(
21
)

聞
法
歓
喜
。
頭
面
禮
足
。
遙
無
歎
匝
。
謄
仰
悲
懸
。
泣
涕
僻
退
。

文
殊
師
利
は

「悉
於
十
方
界

普
見
無
量
佛

成
漏
諸
願
海

具
足
菩
薩
行

究
尭
方
便
海

安
住
如
來
地

随
順
諸
佛
教

逮
得

一
切
智

一
切
世
界
中

法

王
積
劫
行

具
足
普
賢
道

究
尭
佛
菩
提

一
切
刹
劫
海

修
習
菩
薩
行

漏
足
諸
大
願

成
就
普
賢
乗

無
量
諸
衆
生

聞
彼
名
號
者

修
習
普
賢
願

得
成
無

上
道
」
と
普
賢
の
行
、
多
く
法
を
辮
ず
る
行
、
多
く
の
法
を
聞
く
行
、
多
く
の
佛
を
見
る
行
、
教
え
に
順
じ
て
修
行
す
る
行
、

一
切
時
の
行
、

一
切
虜
の
行
、
大
益

を
成
ず
る
行
を
行
ず
る
こ
と
を
求
め
た
上
で
、
南
方
の
可
樂
国
の
和
合
山
中
に
住
す
る
功
徳
雲
な
る
比
丘
を
詣
ね
て

「云
何
菩
薩
學
菩
薩
行
。
修
菩
薩
道
。
乃
至
云

何
具
並
.
賢
行

」

と
間

つ
さ

つ
勧

め
、
豊
口財
童
子

の
旅

が
始
ま
る
.

⑳

漸
漸
南
行

。
向
可
樂
國
。
登
和
合
山
。
於
彼
山
中
。
十
方
周
遍

一
心
観
察
。
求
覚
太
師
爲
在
何
所
。
如
是
尋
求
。
乃
至
七

日
。
爾
時
善
財
見
彼
比
丘
。
乃
在

ー

山
頂
静
思
経
行
。
見
己
馳
詣
。

頭
面
禮

足
。
右
遙
而
住
。
自

言
大
聖
。
我
己
獲
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩

云
何
學
菩
薩
行
。
修
菩
薩
道
。
我
聞

(
22
)

大
師
善
能
宣

暢
。
唯
願
垂
慈
。
具
足
演
説
。

善
財
童
子
は
ま
ず
可
樂
国

に
向

か

い
和
合
山
に
登
り
、
山
中
に
住
す
る
功
徳
雲
な
る
比
丘
を
尋

ね
る
こ
と
七
日
、

よ
う
や
く

山
頂

に
静
思

経
行
す
る
功
徳
雲
と

い

う
名

の
比
丘
を
見
出
し
、
駆
け
寄

っ
て

「我
已
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩
云
何
學
菩
薩
行
。
修
菩
薩
道
。
我
聞
大
師
善
能
宣
暢
。
唯
願
垂
慈
。
具

足
演
説
。
」

と
白
す
。

こ
の
要
請

に
応
え
て
、
功
徳
雲
比
丘
は
、

問
菩
薩
行
。
善
男
子
。
如
是
事
者
。
難
中
之
難
。
所
謂
能
問
菩
薩
所
行
。
修
菩
薩
道
。
入
菩
薩
境
界
。
出
生
清
浮
菩
薩
之
道
。
求
於
菩
薩
清
浮
廣
心
。
具
足

(
23
)

諸
願
。
随
順
世
間
所
磨
化
者
。
於
生
死
中
求
解
脱
門
。
有
爲
無
爲
心
不
染
著
。

と
菩
薩
行
を
問
う

こ
と
を
難
中

の
難

で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
上

で
、
菩
薩

の
所
行
を
問
う

こ
と
に
始

ま
り

「修
菩
薩
道
。
入
菩
薩
境
界
。
出
生
清
浮
菩
薩
之
道
。
求

於
菩
薩
清
浮
廣
心
。
具
足
諸
願
。
随
順
世
間
所
慮
化
者
。
於
生
死
中
求
解
脱
門
。
有
爲
無
爲

心
不

染
著
。
」
に
至

る
こ
と
が
菩
薩
行
を
問
う

こ
と
で
あ
る
と
捉
え
、



更
に

善
男
子
。
我
於
解
脱
力
。
逮
得
清
浄
方
便
慧
眼
。
普

照
観
察

一
切
世
界
。
境
界
無
磯
。
除

一
切
障
。

一
切
佛
化
陀
羅
尼
力
。
或
見
東
方

一
佛
二
佛
。

…
…
種

(
24
)

種
形
色
。
種
種
自
在
遊
戯
神
通
。

種
種
春
屡
荘
嚴
放
大
光
網
。
種
種
清
浮
荘
嚴
佛
刹
。
随
受
化
者
。
示
現
自
在
菩
提
法
門
。
見
諸
如
來
。
於
大
衆
中

而
師
子
吼
。

と
解
脱

の
力
に
よ
り
清
浄
な
る
方
便

の
慧
眼
を
獲
得
し

て
世
界
を
観
察
す
る

の
に
何
ら

の
障
害
も
な
く
な
り
、
無
数

の
佛
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
佛
は

い
ろ

い
ろ
な

方
角

で
多
種
多
様
な
色
や
姿

で
現
わ
れ
、
様

々
な
神
変
を
現
じ
、
多
彩
な
光
網
を
放
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
清
ら
か
に
飾
ら
れ
た
佛
刹

に
お

い
て
衆
生

の
願

い
に
応
じ
て

佛

の
世
界
を
顕
現
さ
せ
て
お
ら
れ
る
。
諸

々
の
如
來

は
大
衆

の
中
で
獅
子
吼
し
て
説
法
さ
れ
て
い
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
る
。
功
徳
雲

比
丘
が
解
脱

力
を
得
る

こ
と
で

「
清
浮
方
便
慧

眼
」
を
普

照
観
察

一
切
世
界
が
可
能

に
な
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ

の
上

で

我
唯
知
此
普

門
光
明
観
察

正
念
諸
佛
三
昧
。
壼
能
了
知
菩
薩

圓
涌
清
浮
智
行
。
諸
大
菩
薩
得

圓
満
普

照
念
佛
三
昧
門
。
悉
能

観
見

一
切
諸
見

一
切
諸
佛
及
其

(
25
)

春
屡
。
嚴
浄
佛
刹
。
得

一
切
衆
生
遠
離
顛
倒
念
佛
三
昧
門
。
随

一
切
衆
生
所
旛
悉
令
清
浮
。
…
…

私
は
た
だ
こ
の
普

門
光
明
観
察

正
念
諸
佛
三
昧
を
知

っ
て

い
る
だ
け

で
あ
り
、
菩
薩

の
圓
漏
な
る
清
浮

の
智
行
を
了
知

で
き
た
の
で
は
な

い
。
諸

々
の
大
菩
薩
は

圓
漏

に
し
て
普
く
照
ら
す
念
佛
三
昧
門
を
得

て
悉
く
能
く

一
切
の
諸
佛
と
そ

の
春
屡
と
嚴
浄
な
る
佛
刹

と
を
観
見
し
、

一
切
衆
生

の
顛
倒
を
遠
離
す

る
念
佛

三
昧
門

を
得

て

一
切
の
衆
生

の
、
所
磨

に
随

っ
て
悉
く
正
常
な
ら
し
め
る
。
…
…
と
大
菩
薩

が
念
佛

(
つ
ま
り
は
ひ
た
す
ら
佛
を
想

念
す

る

こ
と
。

い
わ
ゆ

る

「
構
名

念

佛
」

で
は
な

い
)
三
昧

に
よ

っ
て
成

し
遂
げ
ら
れ
て

い
る

こ
と
を
明
示
す

る
。
普
き
光
明
に
よ
り
諸
佛
を
観
察
し
正
念
す
る
三
昧

だ
け
を
知

っ
て
い
る
功
徳
雲
比
丘

は
佛
を
観
、

正
念
す

る
三
昧

ひ
い
て
は
佛
を
念
ず
る

こ
と
の
重
要
性
を
説
く

の
で
あ

る
。
善
財
童

子
は
こ
こ
で
佛
と
定
を
学
び
得

た
の
で
あ
り
初
住

で
あ
る
初
獲
心

住

の
位

に
入

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
に

つ
い
で

爾
時
功
徳
雲
比
丘
告
善
財
言
。
善
男
子
。
南
方
有
國
。
名
日
海
門
。
彼
有
比
丘
。
名

日
海
雲
。
汝
慮
詣
彼
問
菩
薩
行
。
善
男
子
。
彼
比
丘
者
。
能

分
別
説
善

根
。
具
因
善
根
。
大
地
善
根
。
大
力
善
。
能
讃
歎
菩
提
因
縁
。
廣
摩

詞
桁
。
増
廣

波
羅
蜜

力
。
顯
現

一
切
菩
薩
行
海
。
善
能

清
浮
圓
漏
大
願
。
能

令
出
生
清
浮

(
26
)

普

門
。
荘
嚴
法
門
生
大
悲
力
。
時
善
財
童

子
。
從
功
徳
雲
比
丘
。
聞
法
歓
喜
。
頭
面
禮
足
遙
無
数
匝
。
春
仰
顧
懸
僻
退
南
行
。

南
方

の
海
門
と

い
う
名

の
國
に
海
雲

と

い
う

名

の
比
丘
が
居
ら
れ
る
の
で
、
彼

に
菩
薩

の
行
を
尋

ね
な
さ

い
。
そ

の
比
丘
は
分
別
し
て
善
根
を
説

き
、
具
因

の
善

根

・
大
地

の
善
根

・
大
力

の
善

を
説
き
、
能
く
菩
提

の
因
縁
を
讃
歎
し
、
摩

詞
桁
を
廣

め
、
波
羅
蜜
力
を
増
廣
し
、

一
切

の
菩
薩

の
行
海
を
顯
現
し
、
善

く
大
願
を

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)
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『華
厳
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)

清
浮
圓
漏
な
ら
し

め
、
能
く
清
浮
な

る
普

門

の
荘
嚴
法
門
を
出
生

せ
し
め
、
大
悲

の
力
を
生
じ
さ
せ
る
で
あ

ろ
う

と

の
功
徳
雲
比
丘

の
言
葉

に
誘
な
わ
れ
、
海
雲

比

丘
を
訪
ね
る
。
功
徳
雲
比
丘

の
言
葉

に
あ
る
具
因

の
善
根

は
地
前

の
善

で
あ
り
、
菩
薩

の
五
十
二
位

の
う

ち
、
十
信

・
十
住

・
十
行

・
十
回
向

の
四
十
位
を
指
し
、

大
地

の
善
根
は
地

上

の
善

で
あ
り
、
菩
薩

の
五
十
二
位

の
う
ち
、
初
地
以
上

の
位
を
指
し
、
大
力

の
善
根
は
佛
地

の
善

で
あ
り
、
情

・
智

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
障
害

(煩
悩
障

・
所
知
障
)

か
ら
解
放
さ
れ
た
階
位

で
、
佛

の
位
を
指
す
と
さ
れ
る
。

こ

の
三

つ
の
善
根
を
分
別
し

て
説
く

こ
と
で
、
大
乗

の
法
を
広

め
、
悟

り

へ
の
道

を
広
く
し
、

一
切

の
菩
薩

の
行
海
を
顯
現
し
、
善
く
大
願
を
清
浮
圓
漏
な
ら
し
め
、
能
く
清
浮
な
る
普
門

の
荘
嚴
法
門
を
出
生

せ
し
め
、
大
悲

の
力
を
生
じ
さ
せ
る

で
あ
ろ
う

と
説
く
。

こ
の
功
徳
雲
比
丘

の
言
葉

は
、
多

く

の
人

々
の
苦
し
み
を
救
お
う

と
す
る
佛

の
慈
悲
心
を
生
む
と
す
る

の
で
あ
る
。

爾
時
善
財
童

子
。

一
心
正
念
善
知
識
教
。
智
慧
光
明
菩
薩
法
門
。
菩
薩
三
昧
。
観
察

一
切
菩
薩
諸
方
便
海
。

圓
涌
功
徳
。
心
常
樂
見

一
切
菩
薩
。
念

一
切
佛

次
第
興
世
清

浮
功
徳
。
漸
趣
南
方
海
門
國
土
。
詣
海
雲
比
丘
。
頭
面
禮
足
。
右
遙
畢
退
住

一
面
。
白
言
大
聖
。
我
己
先
稜
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
欲
度

一

切
智
慧
大
海
。

而
未
知
菩
薩
云
何
離
生

死
性
。
得
不
退
轄
生
如
來
家
。
度
生
死
海
逮
得
如
來

一
切
智
海
。
捨
凡
夫
地
得
如
來
地
。
断
生
死
流
入
菩
薩
流
。
滅
諸

趣
鶏

諸
螺

降
伏
衆
質

佛
功
傭

饗

驚

長
大
悲
梅

閉
諸
悪
道
開
天
人
跨

諸
解
脱
門

出
三
界
城
到
一
切
姦

捨
錘

切
玩
好
章

笠

鮒

誓
願
撮
取
衆

生
。

ー

善
財
童

子
は

一
心
に
善
知
識

の
教

(す
な
わ
ち
功
徳
雲
比
丘

の
教
示
)
で
あ

る
智
慧
光

明
の
菩
薩

の
法
門
と
菩
薩

三
昧
と
を

正
念
し
、

一
切
菩
薩

の
諸

々
の
方
便

海
と
圓
漏
な
る
功
徳

と
を
観
察
し
て
心
常

に

一
切
の
菩
薩
を
見
ん
こ
と
を
願

い
、

一
切
佛

の
次
第

に
世
に
興
る
清
浮
な
る
功
徳
を
念
じ
、
漸
く
南
方

の
海
門
國
土
に

向

い
、
海
雲
比
丘
を
尋

ね
、
頭
面
禮
足
し

て
、

『大
聖
よ
、
私
は
既
に
菩
提
心
を
襲
し
、

一
切
智
慧

の
大
海
を
渡
ら
ん
と
し

た
が
、
菩
薩

が
ど

の
よ
う

に
し
て
生

死

の
性
を
離

れ
、
不

退
韓
を
得

て
如
來

の
家

に
生
ま
れ
、
生
死

の
海
を
度
り
如
來

の

一
切
智
海
を
逮
得

し
、
凡
夫
地
を
捨
て
て
如
來
地
を
得
、
生
死

の
流
を
断
ち
、
菩

薩

の
流

に
入
り
、

諸
趣

の
輪
を
滅
し
諸
願
輪

を
漏
じ
、
衆
魔
を
降
伏
し
て
佛
の
功
徳
を
具
し
、
愛
欲

の
海
を
蜴
し

て
、
大
悲

の
海
を
長
じ
、
諸

々
の
悪
道
を
閉
じ
、

天
人

の
路
、
諸

々
の
解
脱
門
を
開
き
、
三
界

の
城
を
出
て
、

一
切
智

の
城
に
到
り
、

一
切

の
玩
好

の
具
を
捨
離
し

て
弘
誓

の
願
を
爽
し
て
衆
生
を
撮
取
す

る
を
未
だ

知
ら
ず
』

と
白
す

。
善
財
童
子
は
菩
薩

の
道

を
究
め
よ
う

と
襲
心
し

一
切
智
慧

の
大
海
を
渡
ろ
う

と
願

っ
た
が
、
未
だ
菩
薩

が
生
死

の
性
を
ど

の
よ
う

に
し

て
離

れ

る
か
を
知
ら
ず
、

不
退
轄
を
如
來

の
家

に
生

ま
れ
、
生
死

の
海
を
渡
り
…
…
弘
誓

の
願
を
襲
し
衆
生

を
振
取
す

る
ま

で
に
は
到

っ
て
い
な

い
と
告
白
し
た

の
で
あ
る
。

爾
時
海
雲

比
丘
。
告
善
財
言
。
善

男
子
。
汝
已
登
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
耶
。
答
言
唯
然
。
善
男
子
。
若
不
深
植
善
根
。
則
不
能
登
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩



提
心
。
得
普

門
善
根
。
普
照
光
明
法
門
。
長
養

正
道
。
三
昧
慧
光
。
出
生
種
種
功
徳
海
藏
。
長
白
浄
法
。
未
曾
退
失
。
親
近
善
知
識
。
恭
敬
供
養

。
不
惜
身
命
。

無
所
藏
積
。
離
諸
高
慢
。
心
安
不
動
猶
如
大
地
。
大
慈
慈
念

一
切
群
生
。
遠
離

一
切
諸
生
死
門
。
好
樂
佛
境
界
者
。
能
號
菩
提
心
。
大
悲
心
救
護

一
切
衆
生
故
。

(
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大
慈
心
安
樂

一
切
衆
生
故
。
…
…

海
雲
比
丘

は
善

財
童
子

に

『
あ
な
た
は
本
当

に
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
を
登
し
た

の
か
』
と
問

い
、
善
財
童

子
が

『
唯
然
』

と
答
え
る
と

『深
く
善
根
を
植
え

な
け
れ
ば
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
を
襲
す

る
こ
と
は
な

い
。
普

門
の
善
根
と
普
照
光

明
の
法
門
と
を
得
て
、

正
道
を
長
養
し
、
三
昧

の
慧
光
は
種
種
功
徳

の
海
藏

を
出
生
し
、
白
浄

の
法
を
長
じ

て
、
未
だ
曾

て
退
失
せ
ず
、
善
知
識

に
親
近
し
て
、
恭
敬
し
供
養

し
、
身
命
を
惜
し
ま
ず
、
藏
積
す
る
所
無
く
、
諸

々
の
高
慢
を
離

れ
、
心
安
く
し

て
動

か
ざ
る
こ
と
猶
大
地
の
如
く
、
大
慈
を
も

っ
て

一
切

の
群
生
を
敗
心
念
し
、

一
切

の
諸

々
の
生
死

の
門
を
遠
離
し
、
好

ん
で
佛

の
境
界
を
樂
わ
ん

者

は
能
く
菩
提
心
を
獲
さ
ん
。
大
悲

の
心
、

一
切

の
衆
生
を
救
護
す

る
が
故
に
。
大
慈

の
心
、

一
切
の
衆
生
を
安
樂

に
す

る
が
故

に
。
…
…
』
す
な
わ
ち
海
雲
比
丘

の

『
汝
己
襲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
耶
。
』

と
の
念
押

し
に
対
し

て
善

財
童

子

の
返
答

が

『
唯
然
』

で
あ

る
こ
と
を

ふ
ま
え

て

の

『
若
不

深
植
善
根
。
則
不
能
登

阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。
』
す

る
の
で
あ
り
、

姻

我
住
此
海
門
國
。
十
有
二
年
。
境
界
大
海
。
観
察
大
海
。
思
惟
大
海
。
無
量
無
邊
思
惟
大
海
。
甚
深
難
得
源
底
思

惟
大
海
。
漸
漸
深
廣
思
惟
大

海
。
無
量
妙

ー

寳
而
荘
嚴
之
。
思
惟
大
海
無
量
水
聚
。
思
惟
大
海
水
色
種
種
不
可
思
議
。
思
惟
大
海
大
身
衆
生
之
所
依
止
。
思
惟
大
海
水
性
所
居
。
思
惟
大
海
大
雲
彌
覆
。
思

(
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惟
大
海
未
曾
増
減
。

…
…
即
見
海
底
水
輪
之
際
。
妙
寳
蓮
華
自
然
湧
出
。

私

は
十
二
年
間
、
海
門
國

に
住
ん
で
大
海
を
観
察
し
、
思
惟
し
、
そ

の
無
量
無
邊
な
る
を
思
惟
し
、
そ
れ
が
甚

だ
深
く
て
源
底
を
極

め

つ
く
す

こ
と
が
出
来
難
く
、

そ

の
深
廣
な
る

こ
と
を
思
惟
し
、
そ
れ
が
無
量

の
妙
寳

に
よ

っ
て
飾
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
慮
り
、
そ
れ

が
無
量

の
水
を
集

め
て

い
る
こ
と
を
考
え
、
そ

の
色

は
種

々

で
あ
り
不
可
思
議

で
あ
る

こ
と
を
考
え
、
そ
れ

が
衆
生

の
依
止
す

る
所

で
あ
る
こ
と
を
思
惟
し
、
そ
れ

が
水
性

の
所
居
で
あ

る
こ
と
を
思
惟
し
、
そ
れ
が
大
雲
彌
覆

し
て

い
る

こ
と
を
考
え
、
そ
れ
が
未

だ
曾

て
増
減
し
な

い
こ
と
を
思
惟
し

て
き
た
。
…
…
即
ち
海
底
水
輪

の
際
を
見
る
に
、
妙
寳
蓮
華
は
自
然
に
湧
出

し
て
き

た
。

こ
の

一
節

は
嵩
山

の
少
林
寺

で

「
面
壁
九
年
」

の
中
国
禅

の
初
祖

た
る
菩
提
達
磨

(田
WO
匹
げ
幽血
ゴ
鋤
『
b
日
鋤
)
を
想

い
起

こ
さ
せ
る
。
大
海
を
観
察

・
思
惟

し
、
…
…
そ

の
依
果
と
し
て

「
即
見
海
底
水
輪
之
際
。
妙
寳
蓮
華
自
然
湧
出
。
」
を
体
得
し

た
の
で
あ
る
。
十
二
年

に
及

ぶ
観
察

・
思
惟

:
…
:
が

「妙
賓
蓮
華
自
然
湧
出
」
を

感
じ
取
ら

せ
た

の
で
あ
る
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

見
彼
華
上

。
有

一
如
來
。
結
珈
朕
坐
。
…
…
時
彼
如
來
即
申
右
手
。
而
摩
我
頂
。
説
普
眼
経
。
唯
是
如
來
境
界
。
出
生

一
切
菩
薩
浮
行
。
普
照

一
切
法

界
。

撮
取
圓
滴

一
切
法
界
。
普

照

一
切
嚴
浄
佛
刹
。
降
伏

一
切
衆
魔
外
道
。
悉
令

一
切
衆
生
歓
喜
。
普
照

一
切
衆
生
所
行
。
随
其
所
慮
無
不
顯
現
。
普

照

一
切
衆
生

(30
)

根
輪
。
善

男
子
。
我
從
佛
聞
此
普
眼
経
。
皆
悉
受
持
。
讃
諦
通
利
。

正
念
思
惟
。
…
…

彼

の
華

の
上

に

一
如
來

が
居

ら
れ
て
結
珈
鉄
坐
し
た
ま
え
る
の
を

み
た
。
彼

の
如
來
は
右
手
を
差
伸

べ
て
私

の
頭
頂
を
摩

で
て
普

眼
経
を
お
説
き
に
な
ら
れ
た
。

そ
れ
は
如
來

だ
け

の
境
界
を
示
す
も

の
で
、

一
切

の
菩
薩

の
浄
行
を
生
み
出
し
、
普
く

一
切
の
法
界
を
照
ら
し
、
圓
漏
な
る

一
切

の
法
界
を
撮
取
し
、
普
く

一
切

の

嚴
浄
な
る
佛
刹
を
照
ら
し
、

一
切
の
衆
魔
外
道
を
降
伏
し
、
悉
く

一
切

の
衆
生
を
歓
喜
さ
せ
、
普

く

]
切

の
衆
生

の
所
行
を

照
ら
し
、
そ
の
所
磨

に
随

っ
て
顯
現
し

な

い
も

の
は
な
く
、
普
く

一
切

の
衆
生

の
根
輪
を
照
ら
す
。
善
男
子
よ
。
私

は
佛
に
從

っ
て
こ
の
普
眼
経
を
聞
き
、
そ
れ
を
皆
悉
く
受
持
し
讃
諦
し
通
利
し
正
念

に

思
唯
し
た
。
…
…

(31
)

我
唯
知

此

一
法
門
。
宣
能
壼
知
菩
薩
諸
行
。

海
雲
比
丘
は
普

眼
経
の
説
く
法
門
を
知

っ
て

い
る
の
み
で
あ
り
、
菩
薩

の
諸
行
を
知
り
尽
し

て
い
る
の
で
は
な

い
と
し
た
上

で
、

(
32
>

善
男
子
。
汝
詣
南
方
。

六
十
由
旬
。
有

一
國
土
名

日
海
岸
。
彼
有
比
丘
名

日
善
住
。
慮
往

問
彼
。
云
何
菩
薩
修
清
浄
行
。

と
善
財
童
子
に
南

方
六
十
由
旬

の
海
岸
国

に
住
む
善
住
と

い
う
名

の
比
丘
を
詣

で
て

「
云
何

ん
が
菩
薩

の
清
浮
行
を
修
す

る
か
」
と
問
う

べ
き
で
あ
る
と
告
げ

る
。

善
財
童
子
は

こ
こ
で
法

と
慧
と
を
学
び
、
第
二

の
治
地
住
に
到

る
。
功
徳
雲
比
丘

と
海
雲
比
丘
と
を
訪
問
す

る
記
述
を
通
し

て
、
「
入
法
界
品
」

の
叙
述
法

は
、
善

知
識
の
推
挙
す

る
新

し

い
善

知
識
を
探
訪
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ

の
際

に
教
え
を
受
け
た
古

い
善

知
識

の
教
示
を
内
省

・
吟
味
し
な
が
ら
歩
を
進
め
る
。
新
た
な
善

知
識
に
菩
薩
行

を
学

び
方
、
菩
薩
道
を
修

め
方
を
尋
ね
る
。
新

た
に
出
会

っ
た
善
知
識
は
自
ら

の
見
解
を
示
す

が
、
最
終
的

に

「
我
唯
知
此
:
…
.」
と
し

て
、
よ
り

深

い
見
識
を
得

る
た
め
に
他

の
善
知
識
を
紹
介
す

る
形
を
と

っ
て

い
る
。

海
雲
比
丘

の
言

に
従

っ
て
善
財
童
子
は

「
正
念
善
知
識
教
。
正
念
普

眼
経
。
思
惟
彼
佛
自
在
神
力
。
受
持
彼
佛
句
味
法
雲
。
修
習
正
法
入
深
法
海
。
蓋
法
源
底
振

(33
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取
勝
法
。
除
滅
療

唾
了
法
寳

洲
至
海
岸
國
。
」
と
海
雲
比
丘

の
教
え
を
、
普

眼
経
を

正
念
し
、
佛

の
自
在
神
力
を
思
惟
し
、
佛

の
句

味

の
法
雲
を
受
持
し
、
正
法
を

修
習
し
、
深
法

の
海
に
入
り
、
法

の
源
底
を
壷

し
て
、
勝
法

を
撮
取
し
、
療
喧
を
除
滅
し
て
、
法
寳

の
洲
を
了

っ
て
海
岸
國

に
た
ど
り
着

い
た
。

見
彼
比
丘
経
行
虚
空
。

阿
僧
祇
天
春
屡

園
逡
。
時
諸
天
衆
。
爲
供
養
善
住
比
丘
故
。
於
虚
空
中
散
諸
天
華
。
作
衆
妓
樂
出
微
妙
音
。
阿
僧
祇
寳
瞳

荘
嚴
虚
空
。

{48)



時
諸
龍
王
。
爲
供
養
故
。
興
不
可
思
議
沈
水
香
雲
。
遍
漏
虚
空
。
緊
那
羅
王
。
爲
供
養
故
作
諸
妓
樂
出
微
妙
音
聲
。
充
漏
虚
空
。
諸
海
神
王
。
爲
供
養
故
囎
和

雅
音
。
阿
脩
羅
王
。
爲
供
養
故
。
興
不
可
思
議
寳
雲
。
荘
嚴
虚
空
。
放
不
可
思
議
光
明
。
普
照

一
切
。
以
不
可
思
議
珍
玩
之
具
。
荘
嚴
虚
空
。
不
可
思
議
緊
那

(
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羅
王
。
充
漏
虚
空
。
離
殺
害
心
。
恭
敬
供
養
善
住
比
丘
。
…
…

善
財
童
子
は
善
住
比
丘
が
空
中
を
数
多
の
天
人
に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
た
。
諸
々
の
天
人
は
、
善
住
比
丘
を
供
養
す
る
た
め

に
空
中
に
天
の
華
を
散
り
ば
め
、
衆

の
妓
樂
を
さ
せ
、
そ
の
奏
で
る
音
は
妙
な
る
も
の
で
あ
り
、
無
数
の
の
寳
瞳
が
虚
空
を
荘
嚴
し
、
時
に
は
諸
々
の
龍
王
も
供
養

の
た
め
に
不
可
思
議
な
沈
水
香
の
雲
を
興
し
て
虚
空
を
遍
く
漏
た
し
、
緊
那
羅
王
は
供
養
の
た
め
に
微
妙
な
音
楽
を
奏
で
、
数
多

の
海
神
王
は
供
養
の
た
め
に
和
雅

な
る
音
を
囎
し
、
阿
脩
羅
王
は
不
可
思
議
な
寳
雲
を
起
こ
し
て
虚
空
を
飾
り
、
不
可
思
議
な
光
明
を
放

っ
て
普
く

}
切
を
照
ら
し
た
。
不
可
思
議
な
珍
玩
な
る
具
に

よ
っ
て
虚
空
を
荘
嚴
し
た
。
不
可
思
議
な
の
は
緊
那
羅
王
さ
え
も
が
、
虚
空
を
充
満
し
、
殺
害
心
を
離
れ
て
善
住
比
丘
を
供
養
し
た
の
で
あ
る
。
-
:
:

爾
時
善
財
童
子
。
見
虚
空
中
如
是
供
養
。
合
掌
敬
禮
善
住
比
丘
。
白
言
大
聖
。
我
已
先
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩
云
何
正
向
佛
法
專
求
佛

法
。
恭
敬
佛
法
修
諸
佛
法
。
長
養
佛
法
積
集
佛
法
。
黒
修
佛
法
浄
諸
佛
法
。
遍
浄
佛
法
至
諸
佛
法
。
我
聞
大
聖
善
能
教
授
諸
菩
薩
法
。
云
何
菩
薩
修
習
佛
法
。

常
見
諸
佛
未
曾
遠
離
。
常
見
菩
薩
同
其
善
根
。
不
離
佛
法
智
慧
漏
足
。
不
捨
大
願
。
於

一
切
衆
生
究
尭
其
事
。
於

一
切
劫
修
菩
薩
行
心
無
疲
倦
。
不
捨
佛
刹
。

普
能
荘
嚴

一
切
世
界
。
悉
能
知
見
諸
佛
自
在
。
不
離
有
爲
修
菩
薩
行
。
悉
了
如
幻
入

一
切
趣
。
現
受
生
死
而
無
起
滅
。
常
聞
正
法
未
曾
遠
離
。
悉
能
受
持
諸
佛

(35
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法
雲
。
不
離
慧
光
普
照
三
世
。

そ

の
時
善
財
童
子

は
こ
の
よ
う

に
空
中

で
供
養

さ
れ
て
お
ら
れ
る
善

住
比
丘

に
合
掌
敬
禮
し
て

『
大
聖

よ
。
私
は
佛

の
道
を
究
め
よ
う
と
獲

心
し
ま
し

た
が
、
未

だ
ど
の
よ
う

に
佛
法

に
正
し
く
向

か

い
、
佛
法
を
専
ら
求

め
、
佛
法
を
恭
敬
し
諸

々
の
佛
法
を
修

め
、
佛
法
を
長
養
し
、
佛
法
を
積
集
し
、
佛
法
を
蕪
修
し
、
諸

々

の
佛
法
を
浄

め
、
遍
く
佛
法
を
浄
め
諸

々
の
佛
法

に
至
る
か
を
知
ら
な

い
。
あ
な
た
は
よ
く
諸

々
の
菩
薩

の
法
を
教
授
な
さ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
菩
薩
は
ど
の

よ
う

に
佛
法
を
修
習
し
、
常

に
佛
を
見
、
決
し
て

(佛
か
ら
)
遠
離
さ
れ
ず
、
常

に
菩
薩
を
見
て
そ

の
善
根
を
同
じ
く
し
、
佛
法
か
ら
離
れ
ず

智
慧
を
涌
足
し
、

一

切

の
衆
生

が
そ

の
こ
と
を
究
め
よ
う

と
す

る
こ
と
、

}
切
劫

に
お

い
て

(ど
ん
な
に
短

い
時
間

で
も
)
菩
薩

の
行
を
修
め
心

に
倦
な

い
と
い
う

大
願
を
捨

て
ず
、
佛

の
世
界
を
捨

て
ず
、
よ
く

一
切
世
界
を
荘
嚴
し
て
、
悉
く
能
く
諸

々
の
佛

の
自
在
を
知
見
し
、
有
爲
を
離

れ
ず
菩
薩

の
行
を
修
め
、
悉
く
如
幻
な
る
を

了
り

て

一
切

趣

に
入
り
、
生
死
を
現
じ

て
起
滅
な
く
、
常

に
正
法
を
聞
き
、
未

だ
曾

っ
て
遠
離
せ
ず
、
悉
く
諸
佛

の
法
雲
を
受
持
し
て
、
慧
光
を
離
れ
ず
普

く
三
世
を
照
ら
し
て

『
華

厳

経
』

と

教

育

(
二
)
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『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

お
ら
れ
る
か

(を
お
教
え
下
さ

い
)
。
』
と
尋

ね
た
。

こ
こ
で
問
わ
れ

て

い
る
、
佛
法

へ
の
正
向
、
專
求
、
恭
敬
、
修
、
長
養
、
積
集
、
黒
修
、
遍
浄
、
至
を
修
習
の
内
実
と
し
て
位
置
づ
け

て

い
る
。

こ
の
正
向
、
專

求
…
…
は

ヘ
ル
バ

ル
ト
教
育
学

に
お
け
る

「
専
心
」

(<
o
『鼠
o
貯
昌
oq
)

と

「
致
思
」

(じd
o
ω
ご
ロ
ロ
ロ
ひq
)

の
概
念
を
彷
彿
さ

せ
る
。
篠
原
助
市

の
説
く

と
こ
ろ

で
は
、

専
心

と
は
精
神
が

一
定

の
封
象
に
沈
潜
す

る
状
態

で
、
興
味
の
多
方

は
多
様
な
専
心
か
ら
起
る
。
次
ぎ

に
致
思

は
個
別
的

に
意
識

に
存
す

る
表
象
を
結
合
す

る
作

用
、
言

ひ
か

へ
れ
ば
専
心

に
よ

つ
て
得
た
表
象
を
反
省
し
統

一
す

る
作
用
で
あ
る
。

こ
の
二
者

は
精
神

の
呼
吸
作

用
と
も
稻
す

べ
く
、
多
方

は
専
心

に
。

統

一
は
致
思

に
基
づ
き
、
専
心
あ

つ
て
致
思
な
く
ば
人
格
は

「
放
散
」

と
な
り
、
致
思
が
弱
く

て
、
且
凡

て
を
包
括
し
な

い
と
き
は

「
一
方
的
」

と
な
る
。

「
精
神
は
常

に
運
動
す

る
。
し
か
し

こ
の
運
動
は
息
切
れ
の
し
た
疾
走

で
あ

つ
て
は
な
ら
ぬ
。
活
動
と
静
止
と
が
交
代
し
な
け
れ

ば
な
ら

ぬ
」

(ブ

レ
ー

メ

ン
の
講
演

「
道
徳

と
宗
教

に
就

い
て
」

一
入
○
○
年
)
。
即
ち
精
神
は
常

に
動
き

つ

・
も
、
其

の
速
な
状
態

と
、
殆
ん
ど
動
か
な

い
状
態

と
が
区
別

せ
ら
れ
る
。

か
く
て

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
専
心

と
致
思

に
各

々
動
的
と
静
的
と
を
配
し
て
教
育
的
教
授

の
順
序
を
次
ぎ

の
如
く
定

め
た
。

一

静
止
的
専
心

個

々
の
封
象
を

明
瞭

に
認
知
す

る
11
明
瞭

鋤

二

進
行
的
専
心

一
の
専
心
か
ら
他

の
専
心
に
移

る
。

こ
の
場
合
、
想
像

と
聯
想
が
作
用
す
る
ー
聯
合

ー

三

静

止
的
致
思

聯
的
致
思

聯
合

せ
ら
れ
た
表
象
相
互

の
關
係
を
考

へ
、
、
各

々
に
適
當
な
位
置
を
與

へ
、

正
し

い
秩
序

に
於
て
統

一
す

る
11
系
統

四

進
行
的
致
思

系
統

に
よ

つ
て
得
ら
れ
た
も

の
を
磨
用
す
る
11
方
法

以
上

の
四
段
階

が
教
材

の
最
も
小
な

る
区

分
に
ま

で
適
用
せ
ら
れ
、
從

つ
て
如
何
な
る
教
材

に
於
て
も
専
心

と
致
思

と
が
同

一
の
権
利
を
保
有
す

る
こ
と
は

教
授
上
守
ら
る

べ
き

一
つ
の
原
則

で
あ

つ
て
、

こ
の
原
則

に
合
し

た
も

の
を
教
授

の

「純
潔
」
、、ω
き

σ
①
鱒

①
壽
.、
と
呼
ぶ
。
次
ぎ

に

「純
潔
」

と
な

っ
た
教
材

が
夫
れ
自
身

再
び
高
次
の
専
心

の
封
象
と
な
り
、
再

び
高

次
の
致
思

に
よ

つ
て
結
合
せ
ら
れ
、
か
く
て
順
次
に
上
昇
し

つ

・
、
結
局
、

一
切
を
包
括
す

る
最
高

の
致
思

(最
高

の
系
統
)

に
達
す

る
の
は
教
授

の
理
想

で
あ
り
、

こ

・
に
教

授

の

「
調
節
」
.、〉
「
岱
吋
三
9。
岱
8

."
は
成

る
。
夫
れ

は
固

よ
り
容
易

に
實

現
せ
ら

る
べ
く
も
な

い
理
想
で
あ

る
が
、
大
凡
教
授

に
際
し

て
は
、
よ
り
包
括
的
な
専
心
と
致
思

に
よ
り
、

一
歩

一
歩
之

に
近

づ
く
や
う

に
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
ね
ば
な

(36
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ら
ぬ
。

と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
認
識
過
程
を

明
示
す
る
た
め
に
、
専
心
と
致
想

の
概
念
を
用

い
る

の
で
あ
り
、
専
心
と
は
、
精
神
が

一
つ
の
対
象

に
集
中
す



(
37
)

る
作

用
で
あ
り
、
他
方
致
思

と
は
、
専
心
に
よ

っ
て
獲
得
し
た
諸
表
象
を
統

一
・
体
系
化
す

る
作
用

と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
対
象
で

あ
る
佛
法

に
正
し
く
向
か

い
合

い
、
そ
れ
を
専
ら
求

め
、
そ
れ
を
恭
敬
し
、
修

め
、
長
養
し
、
そ
れ
を
積

み
重

ね
、
折
り
に
触
れ

て
身

に
行

い
、
遍
く
浄
め
、
そ

の

言
行

が
佛
法

に
か
な
う

も

の
に
至

る
こ
と
を
佛
法

の
修
習
と

み
な
し

て

い
る

の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
対
象
と
向

か

い
合

い
、
専
ら
求
め
、
そ
れ
を
優
れ
た
も

の
と
し

て
敬

い
、
学
習
し
、
佛
道
修
行
を
長
く
助
け

る
も

の
と
捉
え
、
諸

々
の
佛
法
を
積

み
集

め
、
香

の
匂

い
が
衣
服

に
染
込
む
よ
う

に
習
慣

に
よ

っ
て
佛
法

の
教
え
が
身

に

つ
き
、
佛
法
に
よ

っ
て
遍
く
言
行
を
浄
め
、
言
行

が
佛
法

に
適
合
す

る
よ
う

に
ま
で
至
る
と
見
倣
し

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、
そ
う
し
た
行
動
指
針
と
し
て
佛
法
を

捉
え
よ
う

と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
捉
え

た
後
、
菩
薩

が
如
何
に
し

て
佛
法
を
修
習
し
、
佛
を
見
、
佛
か
ら
遠
離
さ
れ
な

い
で
お
ら
れ

る
か
を
、
ま
た
菩
薩

の
境

地
に
達
し

て

い
な

い
者
は
常

に
菩
薩
を
見
、
菩
薩
と
善
を
為
そ
う

と
す

る
心
構
え
を
持
ち
、

一
切
劫

に
お
い
て
菩
薩

の
行
を
修

め
よ
う

と
す
る
心
持
ち
に
疲
倦
を
生

じ
な

い
と

い
う
大
願
を
捨
て
ず
、
佛

の
世
界
を
捨
て
な

い
で
、

一
切
世
界
を
荘
嚴
し
て
、
悉
く
能

く
諸

々
の
佛

の
自
在
を
知
見
し
、
有
爲
を
離
れ
ず
菩
薩

の
行
を
修

め
、

一
切
世
界
が
、
悉
く
如
幻
な
る
を
了
り

て

一
切
趣

に
入
り
、
生
死
を
現
じ

て
起
滅
な
く
、
常

に
正
法
を
聞

き
、
未

だ
曾

っ
て
遠
離

せ
ず
、
悉
く
諸
佛

の
法
雲
を

受
持
し

て
、
慧
光
を
離
れ
ず
普
く
三
世
を
照
ら
し
て
お
ら
れ
る
か

(を

お
教
え
下
さ

い
)
L

と
質
問
す
る

の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
正
し
く
認
識
し
、
そ

の
認
識
に

基
づ

い
て
行
動
す
る
と

の
過
程
を
よ
り
詳
細

に
捉
え
よ
う
と
し

て
い
る

の
で
あ
り
、
宗
教
的
実
践
と
は

い
え
、

認
識

と
行
動

の

一
致
を
目
指
す
も

の
で
あ
る

こ
と
は

言
う

ま
で
も
な

い
。

こ
の
質
問

に
対
し
て

(
38
)

爾
時
善
住
比
丘
。
告
善
財
言
。
善
哉
善
哉
。
善
男
子
。
乃
能
襲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
能
問
佛
法

一
切
智
法
及
無
師
法
。

善
住
比
丘
の
返
答
は

『す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
善
男
子
よ
。
あ
な
た
は
能
く
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
襲
し
て
佛
の
法
と

一
切
智
と
無
師
の
法
を
問
わ
れ

た
。
』
と
善
財
童
子
の
質
問
を

「能
問
佛
法

一
切
智
法
及
無
師
法
。
」
と
佛
法
と

一
切
智
法
及
び
無
師
法
に
捉
え
直
し
た
上
で
、

善
男
子
。
我
已
成
就
菩
薩
無
凝
法
門
。
我
己
修
習
分
別
了
。
逮
得
無
凝
明
浄
慧
光
。
得
慧
光
己
。
観
察

一
切
衆
生
心
行
無
所
障
凝
。
観

一
切
衆
生
死
此
生
彼

無
所
障
凝
。
於
宿
命
智
無
障
凝
。
於
未
來
智
無
所
障
凝
。
於
現
在
世
知

一
切
衆
生
無
所
障
凝
。
於

一
切
衆
生
語
言
法
中
無
所
障
凝
。
若

一
切
衆
生
來
問
難
者
悉

能
慮
答
無
所
障
凝
。
知

一
切
衆
生
根
無
所
障
凝
。
教
化
衆
生
無
所
障
凝
。
分
別
了
知

一
切
刹
那
羅
婆
摩
喉
垢
路
無
所
障
凝
。
於
三
世
海
無
所
障
凝
。
己
身
充
涌

(
39
)

十
方
佛
刹
無
所
障
凝
。
何
以
故
。
依
無
所
有
無
作
神
通
力
故
。

私
は
既

に
菩
薩

の
無
凝

の
法
門
を
成
就
し
て

い
る
。

わ
た
し

は
既

に
修
習
し
分
別
し
明
了
に
無
凝

の
明
浄
慧
光
を
逮
得
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
無
凝

の
法
門
に

『
華

厳

経
』

と

教
育

(二

)

(51)



『華
厳
経
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と
教
育

(二
)

没
頭
し
、
そ
れ
を
探
求
し
、
分
析
し
、
熟
慮
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
れ
を
現
前

に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
無
凝

の
明
浄
慧
光

に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ

る
。
無
凝

の
明
浄

慧
光

の
故

に

一
切
衆
生

の
心
行
を
観
察
す
る

の
に
障
凝
な
く
、

一
切
衆
生

の
こ
の
世
で

の
死
を
観
ず

る
に
障
凝
す

る
所
な
く
宿
命

の
智
に
於
て
障

凝
な
く
、
未
来
智

に
於

て
障
凝
す
る
所
な
く
現
在
世
に
於

て

一
切
衆
生
を
知
る

こ
と
に
障
凝
す
る
所
な
く
、

一
切
衆
生

の
語
言
法

の
中

に
障
凝
す
る
所
な
く
、
も
し

一
切
衆
生

が
來
り

て
難
解

な
問
題
を
訪
ね
て
も
そ
れ
に
応
答
す
る
の
に
障
凝
す

る
所
な
く
、

一
切
衆
生

の
行
為

の
善
悪

の
決
め
手

と
な

る
心

の
根
源
を
知
る
に
も
障

凝
す
る
所
な
く
、

衆
生
を
教
化
す
る
に
も
障
凝
す
る
所
な

い
。

分
別
し
て

一
切

の
刹
那
羅

の
摩
喉
垢
路
を
了
知
す
る
に
も
障
凝
す

る
所
な
く
、
三
世

の
海

に
障
凝
す

る
所
な
く
、
自
分

の
身

は
十
方

の
佛
刹

に
充
漏
し

て
、
障
凝
す

る
所
は
無

い
。

と

い
う

の
は
私
が
無
作
為

の
神
通
力
を
も

っ
て

い
る
か
ら
で
あ

る
。
無
磯

の
明
浄
慧

光

に
達
す

る
こ
と

で
衆
生

の
心
行

・
衆
生

の
を
観
じ
と
る
こ
と

・
宿
命

の
智

・
未
来
智

・
現
在
世

で
の
衆
生
を
知

る
こ
と

・
衆
生

の
言

・
衆
生

の
難
問

へ
の
応
答

・

衆
生

の
行
為

の
拠

り
所

・
衆
生

の
教
化

・
三
世
の
大
海
を
知
る

こ
と
に
何
ら

の
障
壁
も
な
く
自
分
自
身
を
佛

の
世
界

に
充
満
さ
せ
る
こ
と
に
も
何
ら

の
障
壁
も
な

い

よ
う

に
す

る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
私
に
は
神
通
力

が
備
わ

っ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
神
通
力
を
も

つ
こ
と

で
明
浄
慧
光
を
得

る
こ
と

を
明
示
」

謝

善
男
子
。

我
得
此
神
通
力
故
。
於
虚
空
中
行
住
坐
臥
。
遊
騰
十
方
。
於

一
念
中
。
遍
至
東
方

一
佛
世
界
百
佛
世
界
。
千
佛
百
千
佛
無
量
佛
世
界
。
乃
至
不
可

ー

説
不
可
説
諸
佛
世
界
。
閻
浮
提
微
塵
等
世
界
。
乃
至
不
可
説
不
可
説
佛
刹
微
塵
等
世
界
。
悉
得
観
見
彼
世
界
中

一
切
諸
佛
及
其
春
屡
。
以

一
切
華
香
末
香
塗
香
。

寳
量
瞳
幡
。
雑
繰
絡
蓋
。
衆
妙
寳
網
。

一
切
形
像
。
供
養

彼
如
來
慮
供
等

正
畳
。
彼
諸
如
來
所
可
開
現
。
宣

明
讃
歎
。
悉
聞
受
持
。
分
別
通
達
。
彼
佛
所
有
過

去
浄
刹
。
我

悉
憶
念
。
南
西
北
方
四
維
上
下
亦
復
如
是
。

若
有
衆
生
得
見
我
者
。
皆
悉
畢
定
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
。
如
我
所
見
。

一
切
衆
生
若
大
若
小
。
若

　ぜ

好
若
醜
若
苦

若
樂
。
爲
化
度
故
。
随
其
所
磨
現
同
彼
身
。
若
有
衆
生
來
至
我
所
。
悉
令
安
住
於
此
正
法
。

善
男
子
よ
。
そ
う

し
た
神
通
力
を
も

っ
て
い
る
た
め
に
私
は
虚
空

に
行
住
坐
臥
し
、
十
方
を
遊
騰
し
、

ほ
ん
の

一
念
す
る
だ
け

で
東
方
世
界

の
諸
佛
世
界
:
…
.に

達
し
、

そ
の
世
界

の
諸
佛

お
よ

び
そ

の
春
屡

を
観
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
種

々
の
香
な
ど
で
飾
ら
れ

た
形
像
を
彼

の
如
來

・
磨
供

・
等
正
毘

に
供
養
し
、
諸

々
の
如

來

の
開
現

・
宣
明

・
讃
歎
す

べ
き
所
は
悉
く
聞

い
て
受
持

・
分
別

・
通
達
し
て

い
る
。
興
味
深

い
こ
と
に
神
通
力
に
よ

っ
て
善
住
比
丘

が
達
成
し
え
た
こ
と
の
最
初

の
例
と
し
て

「
於
虚
空
中
行
住
坐
臥
」
を
掲
げ

て

い
る
こ
と

で
あ
る
。
私
た
ち
に
と

っ
て
は
か
の
オ
ウ

ム
真
理
教

の
修
行

の

一
例

と
し

て

「
空
中
浮
揚
」
を
思

い
起

こ
さ
せ
る
も

の

(
オ
ゥ

ム
真
理
教

が

「
信
者
」
を

「
マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
」
す
る
た
め
に
薬
物
を
使
用
し
水
中

ク
ン
バ
カ
を
用

い
、
無
呼
吸
と
過
呼
吸

の
徹



(
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底
し
た
繰
り
返
し
を
信
者

に
行

わ
せ
た
こ
と
は
夙
に
有
名
で
あ
る
)

で
も
あ
る
が
、
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
成
し
遂
げ
る

「
神
通
力
」

の
表
現
と
し
て
人
間

の
限
界

の
超
越
を
観
念

の
上

で
達
成
す

る

の
か
現
実
世
界
に
求
め
る
か
の
差
異

が
色
強
く
現
れ
た
も

の
と
指
摘
で
き
よ
う
。
神
通
力
は
念
ず
る

こ
と
で
東
方

の

一
佛
世
界
か

ら
不
可
説
不
可
説
諸
佛
世
界

・
閻
浮
提
微
塵
等
世
界

・
不
可
説
不
可
説
佛
刹
微
塵
等
世
界
に
遍
く
及

び
、

一
切
華
香
末
香

・
塗
香

・
寳
茎

・
憧

・
幡

・
雑
綜
絡
蓋

・

衆
妙
實
網

・
一
切
形
像

に
よ

っ
て
如
來

・
磨
供
等

の
正
畳
を
得
た
も

の
を
供
養
す

る
。
彼

の
如
來

が
開
現

・
宣
明

・
讃
歎
す

べ
き
所
を
私
は
悉
く
聞

い
て
受
持

.
分

別

・
通
達
し
て

い
る
。

私
は
如
來

の
す

べ
て
受
持

・
分
別

・
通
達

し
て

い
る

の
で
あ
り
、
彼

の
佛

の
過
去
の
浄
刹
を
わ

た
し
は
悉
く
憶
念
し

て
い
る
。
私
は
佛

の
世

界
を
、
佛

の
説

か
れ
る

こ
と
を
す

べ
て
受
持

・
分
別

・
通
達
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
佛

の
過
去

の
浄
刹
を
も
す

べ
て
憶
念
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
私
を
見

る
こ
と
の

で
き
た
衆
生
は
阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提
を
畢
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
衆
生

で
私

の
所

に
や

っ
て
く
る
者

が
あ
れ
ば
、
悉
く

こ
の
正
法

に
安
住
す

る
で
あ

ろ
う
。
私
に
接

し
た
人
は
菩
提
心
を
窮
め
る

こ
と
が
で
き
、

私
を
訪
ね
て
く

る
者

は
誰

で
も
正
法

に
安
住
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
私
は
佛

の
爲
変
と
し

て
現
出
し

て

い
る
の
で
あ

る
。

私
を
見
れ
ば
菩
提
心

が
発

せ
ら
れ
、
窮

め
ら
れ
、
正
法

に
安
住
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
断
言
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

善
男
子
。
我
唯
知
此

一
無
凝
法
門
。
云
何
能
説
菩
薩
修
大
悲
戒
。
諸
波
羅
蜜
戒
。
乗
大
乗
戒
。
不
捨
菩
薩
道
戒
。
滅
障
凝
戒
。
菩
薩
藏
戒
。
不
捨
菩
提
心
戒
。

謝

一
切
佛
法
深
心
戒
。

念

一
切
智
不
忘

失
戒
。
如
虚
空
戒
。

一
切
世
間
無
所
依
戒
。
不
可
壊
戒
。
無
讐
諭
戒
。
不
濁
戒
。
不
雑
戒
。
離
疑
戒
。
清

浮
戒
。
離
塵
戒
。

ー

離
垢
浮
戒
。
善
男
子
。
菩
薩
有
如
是
等
無
量
功
徳
。
我
堂
能

知
如
實
解
説
。
善
男
子
。
於
此
南
方
。
有

一
國
土
名

日
自
在
。
城
名
呪
藥
。
彼
有
良
讐
名

日
彌
伽
。
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汝
詣
彼
問
。

云
何
菩
薩
向
菩
薩
行
。
時
善
財
童

子
。
禮
善
住
比
丘
足
。
乃
至

僻
退
南
行
。

私

(11
善
住
比
丘
)
は
無
凝

の
法
門
を
知

っ
て

い
る
だ
け

で
あ
り
、

ど
う
し
て
能
く
菩
薩

の
大
悲
を
修
す

る
戒
律
、
諸

々
の
波
羅
蜜

の
戒
律
、
大
乗

に
乗
る

(11

大
乗
佛
教
を
信
ず

る
た
め

の
)
戒
律
、
菩
薩

の
道
を
捨

て
な

い
と

い
う
戒
律
、
障
磯
を
滅
す

る
戒
律
、
菩
薩
蔵

の
戒
律
、
菩
提
心
を
捨
て
な

い
戒
律
、

一
切
佛
法

の

深
心

の
戒
律
、

一
切
智
を
念
じ
て
亡
失
し
な

い
戒
律
、
虚
空

の
よ
う
な
戒
律
、

一
切
世
間

の
よ
る
べ
の
な

い
戒
律
、
壊
す

こ
と

の
で
き
な

い
戒
律
、
讐
喩

る
こ
と

の

で
き
な

い
戒
律
、
不
濁

の
戒
律
、
不
雑

の
戒
律
、
疑
念
を
離

れ
る
と

い
う
戒
律
、
清
浄

の
戒
律
、
塵
芥
か
ら
離
れ
る
と

い
う
戒
律
、
離
垢

の
戒
律
を
説
く

こ
と
が
で

き
よ
う

か
。
あ
な
た
。
菩
薩
に
は

こ
の
よ
う

な
無
量

の
功
徳

が
あ
る
が
、
私
は
ど
う
し

て
そ
れ
を
如
實

に
解
説
す
る

こ
と
を
知

っ
て
い
よ
う

か
。
善

男
子
よ
、

こ
の

南
方
に

一
国
土
が
あ
り
、
そ

の
名
を
自
在
と

い
い
、
そ
こ
の
城
を
呪
薬

と

い
う
。

そ

の
城
内

に
彌
伽
と

い
う
名

の
良
医

が
い
る
。
あ
な
た
、
彼
を
訪
ね

て

『
ど
う

し

て
菩
薩

は
菩
薩

の
行

に
向
か
う

の
か
』
と
尋

ね
な
さ

い
。
大
乗
戒
を
聞
く
た
め
に
彌
伽

へ
の
訪
問
を
勧
め
る
。
善
財
童
子
は
僧

と
戒
と
を
学

び
、
第

三

の
修
行
住
に

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

到
達
し
、
善
住
比
丘

の
所
を
辞
し
て
南

へ
向

か

っ
た
。

爾
時
善
財
童
子
。

一
心
正
念
法
光
法
門
。
具
足
法

力
正
念
諸
佛
。
不
断
三
寳
歎
離
欲
性
。
念
善
知
識
。
普
照
三
世
。
念
諸
大
願
。
究
寛

一
切
法
界
衆
生
。
於

一
切
有
爲
心
無
所
著
。
観
察

一
切
諸
法
無
常
。
悉
能
嚴
浄

一
切
佛
刹
。
心
無
解
怠
。
於

一
切
佛
及
其
春
。
心
無
所
著
。
漸
至
彼
國
。
入
呪
藥
城
。
求
良
讐
彌
伽
。

今
在
何
所
。
爾
時
童
子
。

見
彼
良
讐
。
虚
正
法
堂
。
論
師
子
座
。
與

一
萬
大
衆
前
後
園
遙
爲
説
輪
字
荘
嚴
経
。
時
善
財
童
子
。
詣
讐
彌
伽
。

頭
面
禮
足
。
右
邊

　タ

畢
。
退
住

一
面
。

そ

の
間
中
、
彼

は

一
心
に
法
光
法
門
を
正
念

し
て
、
法
力
を
具
足
し
、
諸
佛
を
正
念

し
て
、
三
寳
を
断
ず

る

こ
と
な
く
、
離
欲
の
性
を
讃
歎
し
て
、
善
知
識
を
念

じ
て
普
く
三
世
を
照
ら
し
、
諸

々
の
大
願

を
念
じ

て

一
切
法
界

の
衆
生
を
究
め

つ
く
し
、

一
切

の
有
為

に
於

い
て
心

に
所
著
な
く
、

一
切
異
常
な
る
こ
と
を
観
察

し
、

悉
く
能
く

一
切
の
佛
刹
を
厳
浄
し
、
心
に
解
怠
な
く
、

一
切
の
佛
、
お
よ

び
そ
の
春
属

に
於

い
て
心

に
執
着
な
く
、
よ
う
や
く
自
在
国

に
到
り
、
良
医
彌
伽
を
求
め

て

『今
ど

こ
に
お
ら
れ
る
の
で
す

か
』
と
尋

ね
た
。
そ

の
時
彼

の
良
医

は
正
法
を
説
く
堂

に
お
ら
れ
て
説
法

の
獅
子
座
に
座
し
、
壱
萬

の
大
衆

に
取
り
囲
ま
れ

て
輪

字
荘
厳
経
を
説

い
て
お
ら
れ
た
.

闘

合
掌
白
言
。
大
聖
。
我
已
先
登
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩
云
何
向
菩
薩
行
。
云
何
學
菩
薩
行
。
云
何
於
生
死
中
。
常
能
不
失
菩
提
之
心
。
云

ー

何
得
平
等
心
。
而
無
所
趣
。
云
何
逮
得
堅
固
正
直
之
心
。

一
切
世
間
無
能
壊
者
。

云
何
生
大
悲
力
。
而
無
憂
悩
。
云
何
謹
浄
普
門
陀
羅
尼
力
。
云
何
生
智
慧
光
。

於

一
切
法
除
滅
療
闇
。
云
何
謹
諸
辮
力
。
分
別
諸
法
眞
實
之
藏
。
云
何
得
正
念
。
受
持

一
切
清
浮
法
輪
。
未
曾
忘
失
。
云
何
得
浄
趣
力
。
於

一
切
趣
普
照
諸
法
。
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云
何
得
智
慧
力
。
於

一
切
法
得
決
定
智
了
眞
實
義
。

善
財
童
子
は
良
医
彌
伽
に
合
掌

し
て
白
し
た
。

『大
聖
よ
、
私
は
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
登
し
ま
し

た
が
、
未

だ
菩
薩

は
ど
う
し

て
菩
薩

の
行

に
向

か

い
、

菩
薩

の
行
を
学

び
、
生
死
の
中

に
常

に
能

く
菩
提

の
心
を
失
わ
な

い
か
、
平
等

の
心
を
も

っ
て
所
趣
も
な
く
、
堅
固
な
正
直
な
心
を
逮
得
し
て

一
切
世
間
を
能

く
壊

す

こ
と
も
な
く
、
大
悲

の
力
を
生
じ
て
憂
悩
も
な
く
、
浄
普
門

の
陀
羅
尼
力
を
証
明
し
、
智
慧

の
光
を
生
じ
て

一
切

の
法
に
於

い
て
療
闇
を
除
滅
し
、
諸

々
の
辮
力

を
生
じ

て
諸
法

の
眞
實

の
蔵
を
分
別
し
、
正
念

の
力
を
得
て

一
切
清
浄
の
法
輪
を
受
持

し
て
未
だ
曾

っ
て
忘
失
し
な

い
で
お
ら
れ
る
の
か
、
浄
趣

の
力
を
得

て

一
切

趣
に
於

い
て
普
く
諸
法
を
照
ら
し
、
智
慧

の
力
を
得

て

一
切
法

に
於

い
て
決
定
智
を
得
、
眞
實

の
義
を
了
ろ
う

と
し

て
お
ら
れ
る

の
か
』
と
。
善
財
童
子

の
登
問
は

「
云
何
學
菩
薩
行

・
於
生
死
中
、
云
何
得
平
等
心
、
云
何
生
大
悲
力
、
云
何
生
智
慧

光
、
云
何
謹
諸
辮
力
、
云
何
得
浄
趣
、
云
何
得
智
慧
力
」
と
そ

の
内
実
を
深
化



さ
せ
て

い
る
。

爾
時
良
讐
。
謂
善
財
言
。
善
男
子
。
汝
已
先
襲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
耶
。
答
言
唯
然
。
爾
時
良
讐

下
師
子
座
。
五
膿
投
地
敬
禮
善
財
。
禮
己
。
散
妙
金

華
。

…
…
敬
重
讃
歎
。
作
如
是
言
。
善
哉
善
哉
。
善
男
子
。
乃
能
登
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
善
男
子
。
若
有
能
襲
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
者
。
則
爲
守

護

一
切
佛
性
。
嚴
浄

一
切
諸
佛
刹
性
。
化
衆
生
性
。
爲

一
切
衆
生
説
如
法
性
。
順

一
切
業
性
。
成
漏

一
切
菩
薩
行
性
。
不
断

一
切
諸
大
願
性
。
解
離
欲
性
。
智

(
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慧

明
浄
普
照
三
世

一
切
法
性
。
建
解
脱
性
。

こ
れ

に
対
し
て
良
医
彌
伽

は

『
善
男
子
よ
、
ほ
ん
と
う

に
あ
な

た
は
阿
褥
多

羅
三
貌

三
菩
提
心
を
登

せ
ら
れ

た
の
で
す
か
』

と
問

い
直
し
、
善

財

が

『
そ
う

で

す
』
と
答
え
る
と
、
師
子
座

か
ら
下
り
て
、
五
体
投
地
を
さ
れ
、
善
財
に
敬
礼

し
て
、
衆
妙

の
供

具
で
供
養

し
、
敬
重
讃
歎
し
て
、

『す
ば
ら
し

い
こ
と

で
す
、
善

男
子
よ
。
あ
な
た
は
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
を
稜
せ
ら
れ
た
。
善
男
子
よ
。
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
獲

し
た
人
は
、
即
ち

一
切
の
佛
を
守
護
す

る
性
、

一
切

諸
佛

の
刹
を
嚴
浄
す
る
性
、
衆
生
を
教
化
す

る
性
、

一
切
衆
生
に
如
法

を
説
く
法
、

一
切

の
業

に
順
ず

る
性
、

一
切
の
菩
薩

の
行
を
成
満
す
る
性
、

一
切

の
諸

々
の

大
願

の
実
現
を
断
念
し
な

い
性
、
離
欲
を
解

る
性
、
智
慧

は
明
浄

に
し
て
普
く
三
世

一
切

の
法
を
照
ら
す
性
、
解
脱
を
建

て
る
性
と
な
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う

に
菩

提
心
を
襲
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
そ

の
人

の
本
性

が
佛
を
守
護
し
、
諸
佛

の
刹

(11
佛
國
土
)
を
嚴
浄
し
、
衆
生
を
教
化
し
、
衆
生
に
妙
法
を
説
き
、
業

に
逆
ら
わ
ず
、

菩
薩

の
行
を
満
た
し
、
佛
道
を
究
め
た

い
と

い
う
大
願

の
成
就
を
断
念
せ
ず
、
離
欲
を
解
り
、
明
浄
な
智
慧

に
よ

っ
て

一
切
の
法
を
反
映
し
、
解
脱
を
可
能

に
す

る

も

の
と
な
る
と
捉
え
、
人
格

が
菩
薩

の
本
性

に
化
す

る

こ
と
を
明
示
す

る
。
號
心
が
人
格

の
変
容
を
齎
す

と
す

る

の
で
あ
る
。

當
知
菩
薩
能
爲

一
切
衆
生
。
作

甚
難
事
。
難
値
難
見
。
爲

一
切
衆
生
而
作

父
母
。
荘
嚴
衆
生
。
振
取

一
切
諸
天
世
人
。
除
滅
衆
生
無
量
苦
難
。
守
護
衆
生
遠

離
憂
悩
。
菩
薩
爲
大
風
輪
。
安
持

衆
生
。
不
令
墜
落
三
悪
道
故
。
菩
薩
爲
大
地
。
生
長

一
切
諸
善
根
故
。
菩
薩
爲
大
海
。
具
足
無
壼
功
徳
藏
故
。
菩
薩
爲
日
。

明
浄
慧
光
。
普
照
世
間
。
滅
擬
闇
故
。
菩
薩
爲
須
彌
山
王
。
功
徳
善
根
最
高

大
故
。
菩
薩
爲
月
。
令

一
切
衆
生
悉
清
涼
故
。
菩
薩
爲
大
將
。
悉
能
降
伏

一
切
魔

故
。
菩
薩
爲
善
丈
夫
。
於
法
城
中
爲

君
王
故
。
菩
薩
爲
火
。
能
焼

衆
生
諸
貧
愛
故
。
菩
薩
爲
雲
。
雨
甘
露
法
故
。
菩
薩
爲
正
見
。
悉
能

長
養
諸
妙
根
故
。
菩
薩

(
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爲
方
。
顯
法
海
故
。
菩
薩
爲
橋
。
令
諸
衆
生
度

生
死
海
故
。

當

に
知

る
べ
し
。
菩
薩

は
能
く

一
切
衆
生

の
た
め
に
甚

だ
難
き
こ
と
を
為
し
、
値

い
難
く
見
難
し
。

一
切
衆
生

の
た
め
に
父
母
と
な
り

て
衆
生
を
荘
厳
し
、

一
切

の
諸
天
と
世
人
と
を
摂
取
し
、
衆
生

の
無
量

の
苦
難
を
除
滅
し
、
衆
生
を
守
護
し
て
憂
悩
を
遠
離
さ

せ
る
。
菩
薩

は
大
風
輪
な
り
。
衆
生
を
安
持
し

て
三
悪
道

に
墜

『華
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落
さ
せ
な

い
が
故

に
。
菩
薩
は
大
地
で
あ

る
。

一
切
を
生
長
す

る
が
故

に
。
菩
薩

は
大
海
な
り
。
無
尽

の
功
徳
蔵
を
具
足
す

る
故
に
。
菩
薩

は
日
で
あ
る
。
明
浄

の

慧
光

は
普

く
世
間
を
照
ら
し

て
擬
闇
を
滅
す
る
が
故

に
。
菩
薩

は
須
彌
山
王
な
り
。
功
徳
善
根
最
も
高
大
な
る
が
故

に
。
菩
薩
は
月
な
り
。

一
切
の
衆
生
を
し
て
悉

く
清
涼
な
ら
し
め

る
が
故

に
。
菩
薩

は
大
将
な
り
。
悉
く
能

く

一
切

の
魔
を
降
伏
さ

せ
る
が
故

に
。
菩
薩

は
善
丈
夫
な
り
。
法
城

の
中

に
於

い
て
君
王
と
な
る
が
故

に
。
菩
薩
は
火
な
り
。
能
く
衆
生

の
諸

々
の
貧
愛
を
焼
く
が
故

に
。
菩
薩
は
雲
な
り
。

甘
露

の
法
を
降
ら

せ
る
が
故

に
。
菩
薩
は
正
見
な
り
。
悉
く
能

く
妙
根
を
長

養
す

る
が
故

に
。
菩
薩

は
方
な
り
。
法
海
を
顕
わ
す

が
故

に
。
菩
薩

は
橋
な
り
。
諸

々
の
生
死

の
海
を
度

ち
せ
る
が
故

に
。
』

と
最
大
限

の
美

辞
麗
句

で
菩
薩

を
讃

嘆
し

爾
時
良
讐
。
稻
揚
讃
歎
善

財
童
子
及
諸
菩
薩
。
己
即
從

口
中
放
大
光
雲
。
普

照
三
千
大
千
世
界
。
…
…
告
善
財
言
。
善
男
子
。
我
已
成
就
所
言
不
虚
法
門
。

分
別
了
知
三
千
大
千
世
界
諸

天
語
言
。
諸
龍
夜

叉
劇
闊
婆
阿
脩
羅
迦
模
羅
緊
那
羅
摩

喉
羅
伽
人
非
人
等

一
切
語
言
。
如
此
三
千
大
千
世
界
。
十
方
無
量
無
邊
不

(
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可
説
不
可
説
三
千
大
千
世
界
。
亦
復
如
是
。

爾

の
時
に
良
讐

は
、
善
財
童

子
及
び
諸

々
の
菩
薩
を
稻
揚
し
讃
歎
し
己
り
て
、
即
ち

口
中
よ
り
大
光

の
雲
を
放
ち
、
普
く
三
千
大
世
界
を
照
ら

せ
り
。

…
…
善
財

謝

に
告
げ
て
言
わ
れ

た
、
『
善
男
子
よ
。
私
は
既

に
所
言
不
虚

の
法
門
を
成
就

し
て
三
千
大
千
世
界

の
諸
天

の
語
言
、
諸

々
の
龍

・
夜
叉

・
乾
闊
婆

・
阿
修
羅

・
迦
櫻

ー

羅

・
緊
那
羅

・
摩
喉
羅
伽

・
人

・
非
人
等

の

一
切
語
言
を
分
別
し
了
知
し
た
。

こ
の
三
千
大
千
世
界

の
如
く
、
十
方
無
量
無
辺

の
不
可
説
不
可
説

の
三
千
大
千
世
界

も
亦
同
様

で
あ

る
。

善
男
子
よ
。
私
は
唯
だ
こ
の
菩
薩

の
所
言
不
虚

の
法
門
を
知

る
だ
け

で
あ
る
。
ど
う

し
て
能
く
諸

々
の
菩
薩

の
行
を
説
く

こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
彼

の
諸

々
の
菩

薩

は
、
随
順
し

て
深
く
衆
生

の

一
切
相
海

に
入
り
、
随
順
し
て
深
く
衆
生

の

一
切
施

設
海

に
入
り
、
随
順
し
て
深
く
諸

々
の
名
号
海

に
入
り
、
随
順
し
て
深
く
諸

々

の
語
言
海
に
入
り
、
随
順
し
て
深
く
諸
句

の
相
続
海

に
入
り
、
随
順
し

て
深
く
諸

々
の
解
脱
句

の
次
第
海

に
入
り
、
随
順
し

て
深
く
諸

々
の
解
脱
句

の
相
続
次
第

海

に
入
り
、
随
順
し

て
深
く
如
来
海

に
入
り
、
随
順
し

て
深
く
分
別
諸
句
海

に
入
り
、
随
順
し

て
深
く

一
切
衆
生

の
諸

々
の
語
言
海
に
入
り
、
随
順
し
て
深
く

一
切
衆

生

の
諸

々
の
語
言
海
に
入
り
、

一
切
の
円
満
荘
厳
微
妙

の
音
声
を
逮
得
し
て
諸

々
の
文
字
輪
を
出
生
し
分
別
し
た
。
菩
薩
所
言
不
虚
法
門
に
よ
り

「
出
生
分
別
諸
文

字
輪
」
と
あ
ら
ゆ
る

こ
と
ば
を
分
別

・
了
知
す

る
。

良
讐
彌
伽
か
ら
教
え
ら
れ
た
善
財
童
子
は
第

四

の
生
貴
住
を
得
る

の
で
あ
る
。



善

男
子
。
於
此
南
方
。
有

一
國
土
名
日
佳
林
。
彼
有
長
者
名

日
解
脱
。
汝
詣
彼
問
。
云
何
菩
薩
。
向
菩
薩
道
修
菩
薩
道
。
成
菩
薩
道
思
菩
薩
道
。
時
善
財
童

(
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子
。
於
良
讐
所
聞
此
法
門
。
登
深
浄
信
心
。
恭
敬
於
法
。
決
定
知
見
。
因
善
知
識
。
得
薩
婆
若
。

頭
面
禮
足
。
乃
至
僻
退
南
行
。

善
男
子
よ
。

こ
の
南
方
佳
林
と

い
う
国
が
あ
り
、
そ

こ
に
解
脱

と
い
う
名

の
長
者

が
お
ら
れ
る
。
あ
な
た
は
そ

こ
に
行

っ
て

「
ど

の
よ
う

に
し
て
菩
薩
は
菩
薩

の

道

に
向
か

い
、
菩
薩

の
道
を
修
め
、
菩
薩

の
道
を
成
し
、
菩
薩

の
道
を
思
う

の
か
」
尋

ね
な

さ

い
と
』
。

こ
の
時

に
善
財
童
子

は
良
医
彌
伽

の
所

で

こ
の
法
門
を
聞

き
、
深
浄

の
信
心
を
発
し

て
恭
敬
し
、
法

に
お

い
て
知
見
を
決
定
し
、
善
知
識

に
よ

っ
て

一
切
智
を
得

て
、
頭
面
に
足
を
礼

し
て
辞
退
し
て
南

に
向

か

っ
た
。

爾
時
善
財
童

子
。
正
念
菩
薩
所
言
不
虚
法
門
。

入
菩
薩
語
言
海
。
念

一
切
衆
生
微
細
方
便
海
。
思
惟
菩
薩
諸
垢
浮
法
。
出
生
菩
薩
善
根
光
明
。
浮
修
菩
薩
教

化
衆
生
巧
方
便
門
。
明
浄
菩
薩
撮
衆
生
智
。
堅
固
菩
薩
正
直
心
力
。
長
養
菩
薩

深
心
之
力
。
浮
修
菩
薩
種
種
欲
力
。
信
菩
薩
心
。
遠
離
諸
悪
。
願
心
堅
固
。
以

大
荘
嚴
而
自
荘
嚴
。
心
無
疲
倦
。
勇
猛
精
進
心
。
不
退
蒋
。
具
不
可
壊
浄
信
心
力
。
金
剛
那
羅
延
。
所
不
能
壊
。
囁
取

一
切
善
知
識
教
。
無
凝

境
界
皆
悉
清
浮
。

無
垢
境
界
妙
心
現
前
。
逮
得
普
眼
方
便
光

明
陀
羅
尼
地
。
了
法
界
地
心
常
現
前

。
知
平
等
地
非
地
。
荘
嚴
清
浮
。
不
著
我
所
無

二
境
界
。
逮
得

清
浮
無
凝
智
慧
。

了
知
法
地
無
所
障
磯

知
諸
方
地
而
不
撮

分
別
了
知

】
切
業
地
.
嚴
浄
顯
現
諸
佛
大
地
.
得
智
慧
輪
分
別
三
堆

逮
得
並
.樂
光
明
三
味

遍
照
暑

順

謝

至

一
切
諸
境
界
地
。
如
來
智
慧
普
照
境
界
。
興
起

一
切
智
慧
波
浪
身
。
常
不
離
佛
法
勢
力
。
爲
諸
如
來
之
所
護
持
。
其
心
悉
與

一
切
佛
等
。
随

順
智
慧
普

照

一

ー

切
。
其
身
充
漏

一
切
刹
網
。
成
就
大
願
。
己
身
容
受

一
切
法

界
。
如
是
念
已
。
漸
漸
遊
行
。
経
十
二
年
至
佳
林
國
。
周
遍
推
求
解
脱
長
者
。
見

己
禮
足
。
於

】

面
住
。
作
如
是
念
。
我
得
善
利
。
見
善
知
識
。
善
知
識
者
出

興
世
難
。
至
其
所
難
。
得
値
遇
難
。
得
見
知
難
。
得
親
近
難
。
得
共
住
難
。
得
其

意
難
。
得
随
順

(
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難
。
念
已
。
白
言
大
聖
。

佳
林

へ
の
途
上
、
善
財

は
菩
薩

の
所
言
不
虚

の
法
門
を
正
し
く
念
じ
、
菩
薩

の
語
言
界
に
入
り
、

一
切
衆
生

の
微
細

の
方
便
海
を
念
じ
、
菩
薩
の
諸

々
の
垢
浄
の

法
を
思
惟
し
、
菩
薩

の
善
根
光
明
を
出
生
し
、
菩
薩

の
衆
生
を
教
化
す
る
巧
方
便
を
浄
修
し
、
菩
薩

の
衆
生

に
摂
す
る
智
を
明
浄

に
し
て
、
菩
薩
の
正
直
心

の
力
を

堅
固

に
し
、
菩
薩

の
深
心

の
力
を
長
養
し
、
菩
薩

の
種
種
欲

の
力
を
浄
修
し
、
菩
薩

の
心
に
諸
悪
を
遠
離
す
る

こ
と
を
信
じ
、
願
心
堅
固
に
し

て
大

荘
厳
を
以
て
自

ら
を
荘
厳
し
、
心
に
疲
倦
無
く
、
勇
猛
精
進
し
て
心
退
転
せ
ず
、
壊
す

こ
と

の
で
き
な

い
浄
き
信
心

の
力
を
具
え
て
、
金
剛
那
羅
延
も
壊

る
こ
と
が

で
き
な

い
よ
う

に
な
り
、

一
切

の
善
知
識

の
教
え
を
摂
取
し

て
、
無
磯

の
境
界
は
皆
悉
く
清
浄

と
な
り
、
無
垢

の
境
界
は
妙
心

に
現
前
し
た
。
普
眼

の
方
便
光
明
陀

羅
尼
地
を
逮
得

し
て
、
法
界
地

に
了
し
、
心
常

に
現
前

し
て
、
平
等
地
と
非
地
と
を
知
り
、
荘
厳
清
浄
に
し

て
我
所

に
執
着

せ
ず
、
無
二

の
境
界

に
、
清
浄
無
磯
の
智
慧
を
逮
得
し

『華
厳
経
』
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て
、
法
地
を
了
知

し
て
障
凝
す

る
所
な
く
、
諸

々
の
方
地
を
知

っ
て
退
転
し
な

い
。

一
切

の
業
地
を
分
別

し
了
知
し
て
、
諸
佛

の
大
地
を
厳
浮
し
て
、
顕
現
し
て
、

智
慧
輪
を
得

て
三
世
を
分
別
し
て
、
普
楽
光
明
三
昧
を
逮
得
し
て
、
遍
く
身
心
を
照
ら
し
、

一
切
諸

々
の
境
界
地

に
順
至
し
て
、
如
来

の
智
慧
は
普
く
境
界
を
照
ら

し
、

一
切
智
慧

の
波
浪
を
興
起
し
て
、
身
常

に
佛
法

の
勢
力
を
離
れ
ず
、
諸

々
の
如
来

の
護
持

さ
れ

る
所

と
な

っ
て
、
そ

の
心
は
悉
く

一
切
の
佛
と
等
し
く
、
随
順

智
慧

は
普
く

一
切
を
照
ら
し
、
そ

の
身

は

一
切

の
刹
網

に
充
満
し
て
、
大
願
を
成
就
し
、
己
が
身

に

一
切

の
法
界
を
容
受
し
た
。

こ
の
よ
う

に
念
じ
終
わ

っ
た
時
、

漸
漸
に
遊
行
し
、
十
二
年
を
経
て
佳
林
国

に
至
り
、
あ
た
り
を
見
回
し

て
解
脱
長
者

を
見

つ
け
出

し
た
。

『
私
は
幸
運

に
も
善
知
識

に
出
会
う

こ
と
が

で
き
た
。
善

知
識
は
世
間

に
現
れ
る
こ
と
も
稀

で
あ
り
、
そ

の
も
と
に
行
く

こ
と
も
難
し
く
、
知
遇
を
得
る

こ
と
も
難
し
く
、
見
知
り
に
な
る

こ
と
も
難
し
く
、
親
近
す
る

こ
と

も
難

し
く
、
共
に
住

む
こ
と
も
難
し
く
、
そ

の
人

の
意
志
を
知
る

こ
と
も
難
し
く
、
随
順
を
得

る
こ
と
も
難
し

い
』
と
念
じ

て
い
た
。
念
じ
終
わ

っ
て
か
ら
白
し
た
。

我
已
先
爽

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
欲
値

一
切
佛
。
欲
見

一
切
佛
。
…
…
白
言
。
我
聞
大
聖
善
教
菩
薩
方
便

正
道
。
普
照

一
切
顯
現
妙
法
。
示
導
津
濟
開

正
法
門
。
除
滅
顛
倒
抜
疑
惑
刺
。
心
離
迷
垢
照
除
重
闇
。
離
諸
煩
悩
永
清
涼
。
棄
捨
詔
曲
超
出
生
死
。
離
不
善
根
長
養
善
根
。
遠
離
諸
趣
無
所
染
著
。
滅

一
切

障
求
蒙

荒

到
法
義

慧

安
住
大
葵

養

整

、薩
行
修
諸
三
味

慈

安
住
随
順
需

撰

紘

景

諸
々

照
嬰

切
諸
群
生
魔

唯
願
毒

謝

爲
我
分
別
。
云
何
菩
薩
。
向
菩
薩
道
修
菩
薩
道
。
既
修
習
己
。
令
速
清
浮
菩
薩

之
行
。
具
成
菩
薩
圓
漏
浄
行
。

ー

『
(大
聖
よ
、
)
私
は
既

に
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
登
し

て
、

一
切

の
佛

に
回
り
逢

い
た

い
と
願

い
、

一
切

の
佛
を
見
奉
り
た

い
と
願

い
、
…
…
白
す
。

『
私

は
大
聖

が
善
く
菩
薩

の
方
便

正
道
を
教
え

て
、
普

く

一
切
を
照
ら
し
、
妙
法
を
顕
現
し
て
、
津
済
を
示
導
し
、

正
法

の
門
を
開

い
て
、
顛
倒
を
除
滅
し
、
疑
惑

の
刺

を
抜
き
、
心

の
迷

い
の
垢
を
離
れ

て
、
暗

い
闇
を
照
除
し

て
諸

々
の
煩
悩
を
離
れ

て
、
永
く
清
涼
を
得
さ
せ
、
詔
曲
を
棄
捨
し

て
生
死
を
超
出
し
、
不
善
根
を
離
れ

て
善
根
を
長
養
し
、
諸
趣
を
遠
離
し
て
染
著
す

る
所
な
く
、

一
切

の
障
を
滅
し
、

一
切
智
を
求
め
て
、
法
王
城

に
到
り
、

そ
の
心
を
大
慈
大
悲

に
安
住
さ

せ
、
菩
薩

の
行
を
教
え

て
、
諸

々
の
三
昧
を
修
さ
せ
、
そ

の
心
は
随
順

の
法
門
に
安
住
し
て
、
広
大

の
心
を
獲
し
、
諸
力
を
具
足
し
て

一
切
諸

々
の
群
生

の
心
を
照
明
さ
れ
る

と
。
唯
願

わ
く
は
大
聖
、
私

の
た
め
に
分
別
し

て
下
さ

い
。

ど
の
よ
う

に
し
て
菩
薩
は
菩
薩

の
道

に
向

か
い
、
菩
薩

の
行
を
修
し
、
既
に
修
習
し
終
わ
り

て
、
速
や

か
に
菩
薩

の
行
を
清
浄

に
し
、
具
さ

に
菩
薩

の
円
満
な
る
浄
行
を
成
す
か
を
。
』
と
質
問
を

「
云
何
菩
薩
。
向
菩
薩
道
修
菩
薩
道
。
既
修
習
己
。
令
速
清

浮
菩
薩

之

行
。
具
成
菩
薩
圓
漏
浄
行
。
」
と
変
化
さ

せ
て

い
る
。

時
解
脱
長
者
。
以
過
去
善
根
力
佛
威
神
力
文
殊
師
利
憶
念
力
故
。
入
菩
薩
三
昧
門
。
其
三
昧
門
。
名
撮

一
切
佛
刹
無
量
旋
陀
羅
尼
。
入
已
。
得
清
浄
身

。
於



(
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其
身
内
。
…
…

爾
時
解
脱
長
者
ゆ
從
三
昧
起
。
告
善
財
言
。
善

男
子
。
我
己
成
就
如
來
無
凝
荘
嚴
法
門
。
得
此
法

門
已
。
観
見
東
方
閻
浮
檀
光
世
界
。
星
宿
王
如
來
慮
供
等

正
毘
。
明
浄
藏
菩
薩
等

一
切
大
衆
。

又
見
南
方
諸
力
世
界
。
普
香
如
來
慮
供
等
正
覧
。
心
王
菩
薩
等

一
切
大
衆
。

…
…
善
男
子
。
我
若
欲
見
安
樂
世
界
無
量
壽

佛
。
随
意
即
見
。
妙
樂

世
界
阿
閾
如
來
。
善
住
世
界
師
子
如
來
。
…
…
如
是
等

一
切
諸
佛
。
随
意
即
見
。
彼
諸
如
來
不
來
至
此
。
我
不
往
彼
。
知

一
切
佛
無
所

從
來
。
我
無
所
至
。
知

一
切
佛
及
與
我
心
皆
悉
如
夢
。
知

一
切
佛
悉
如
電
光
。

了
知
己
心
如
水
中
像
。
知

一
切
佛
皆
悉
如
幻
。
己
心
亦
爾
。
知

一
切
佛
音
聲
如

響
。
己
心
亦
爾
。
如
是
知
。
如
是
解
。
如
是
入
。
善
男
子
。
當
知
菩
薩
皆
由
己
心
。
得
諸
佛
法
修
菩
薩
行
。
浮

一
切
刹
教
化
衆
生
。
出
諸
大
願

一
切
智
城
。
遊

戯
神
通
不
思
議
門
。
諸
佛
菩
提

一
切
自
在
無
凝
境
界
。
皆
由
己
心
。
具
甚
深
智
了

一
切
法
。
是
故
善

男
子
。
以
諸
善
根
増
長
己
心
雨
甘
露
法
潤
澤
其
心
。
於
境

界
中
令
心
清
浮
。
勤
修
精
進
令
心
堅
固
。
專
念
正
法
令
心
不
齪
。
智
慧

明
浄
遠
離
心
垢
。
明
浄
慧
光
照
察
其

心
。
生
自
在
心
襲
廣
大
心
。
與
諸
佛
等
。
如
來
十

(
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力
以
照
其
心
。

そ

の
時
解
脱
長
者

は
、
過
去

の
善
根
力

と
、
佛

の
威
神
力
と
文
殊
師
利

の
憶
念
力
に
よ

っ
て
、
摂

一
切
佛
刹
無
量
旋
陀
羅
尼
と

い
う
名

の
菩
薩

の
三
昧
門
入

っ
た
。

…
…
三
昧
か
ら
立
ち
上

が

っ
て
解
脱
長
者

は
、
善
財
に
告
げ
て
言

っ
た
。
『
善
男
子
よ
、
私
は
既

に
如
來

の
無
凝
荘
厳

の
法
門
を
成
就

し
た
。

こ
の
法
門
を
得

終
わ

っ
て
、
東
方

の
閻
浮
檀
光
世
界

に
、
星
宿
王
如
来
応
供
等
正
覚
と
、

明
浄
蔵
菩
薩
等

の

一
切
の
大
衆

と
を
見
ま
し
た
。
又
南
方

の
諸
世
界
に
普
香
如
来

応
供
等
正
覚

と
、
心
王
菩
薩
等

の

一
切

の
大
衆
と
を
見
ま
し
た
。
…
…
善
男
子
よ
、
私
は
若
し
安
楽
世
界
の
無
量
壽
佛
を
見
よ
う

と
願
う
な
ら
ば
、
自
分

の
意
志

に
随

っ
て
妙
楽

世
界

の
阿
悶
如
来
、
善
住
世
界
師
子
如
來
…
…

こ
れ
ら

の

一
切

の
佛
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
…
…
彼

の
諸

々
の
如
來

は
こ
こ
に
來
ら
れ
も
せ
ず
わ

た
し
も
そ

こ
に
は
往
き
も
し
ま

せ
ん
。

一
切

の
佛
は
來
ら
れ
る
所
も
な
く
、
私
も
佛

の
居
ら
れ
る
と

こ
ろ
ま

で
行
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
切
の
佛
と
私

の
心

と

は
夢

の
如
く

で
あ
り
、
電
光

の
如
く
で
あ

る
こ
と
を
し
り
、
自
分

の
心
は
水
中

の
像

の
如
き
で
あ
る
と
了
知
し
、

一
切

の
佛

は
幻

の
如
き
で
あ

る
と
知

る
。
自
分

の

心
も
亦
同

じ
で
あ
る
。

一
切

の
佛

の
声

は
響
き

の
如
き
も

の
で
あ

る
と
知
る
。
自
分

の
心
も
同
じ
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
知
り
、
理
解
し
、

こ
の
よ
う

な
心
境
に
達

ず

る
こ
と
は
、
善

男
子
よ
、
当

に
知
る
べ
き

で
あ
る
。
菩
薩
は
皆
己

の
心
に
よ

っ
て
、
諸
佛
の
法
を
得
、
菩
薩

の
行
を
修
し
、

一
切
刹
を
浄

め
、
衆
生

を
教
化

し
、

諸

々
の
大
願
を
出
し
、

一
切
の
智
城
、
遊
戯

の
神
通

・
不
可
思
議
門
、
諸
佛
菩
薩

の

一
切

の
自
在
無
凝

の
境
界
は
皆
己
が
心

に
よ
り
、
甚
深

の
智
を
具

し
、

一
切
の

法
を
了
る
。

こ
の
た
め
に
、
善
男
子
よ
、
諸

々
の
善
根
を
も

っ
て
己

が
ゆ
え

に
己

の
心
を
増
長
し
、
甘
露

の
法
を
雨

ふ
ら
し
そ

の
心
を
潤
沢

に
し
、
境

界

の
中

に
お

(59)

 

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
二

)



『
華

厳

経

』

と
教

育

(二

)

い
て
心
を
清
浄
に
し

て
し
ま

い
、
精
進
を
勤
修
し
て
心
を
堅
固

に
さ
せ
、
専
ら
正
法
を
念
じ
て
心
を
不
乱
な
ら
し
め
、
智
慧
明
浄
に
し
て
心
垢
を
遠
離
し
、
明
浄

の

慧
光
を
も

っ
て
そ

の
心
を
観
察
し
、
自
在

の
心
を
生
じ
、
広
大

の
心
を
稜
し

て
、
諸
佛

と
等
し
く
、
如
来

の
十
力
に
よ

っ
て
そ

の
心
を
照
ら
す

べ
き
で
あ
る
と
。

善

男
子
。
我
唯
修
此
如
來
無
凝
法
門
。
云
何
能
説
菩
薩
諸
行
。
無
障
磯
智
。
無
凝
浮
行
。
安
住
観
察
現
在
諸
佛
三
昧
。
得
無

捏
葉
三
昧
。
具
足
三
世
平
等

正

法
。
善
知
平
等
三
昧
境
界
之
地
。
具
足
浮
身
。
住
諸
佛
住
。
不
壊
境
界
。

一
切
諸
方
法
門
境
界
。
智
門
圓
涌
。
智
慧
観
察
。
普

照

一
切
於
己
身
中
悉
現

一
切
世

界
成
壊
。
而
於
己
身

及
諸
世
界
不
生

二
想
。
究
寛
衆
行
功
徳
具
足
。
善

男
子
。
於
此
南
方
。
有

一
國
土
名
日
荘
嚴
閻
浮
提
頂
。
彼
有
比
丘
名

日
海
瞳

。
汝
詣
彼

問
。

云
何
菩
薩

。
向
菩
薩
道
修
菩
薩
行
。
時
善
財
童
子
。
頭
面
敬
禮
解
脱
長
者
足
。
右
遙
畢
。
讃
歎
無
量
阿
僧
砥
功
徳
。
春
仰
観
察
。
心
無
厭
足
。
悲
泣
流
涙
。

專
念
善
知
識
。
順
善
知
識
。
観
善
知
識
。
由
善
知
識
得

一
切
智
。
於
善
知
識
遠
離
詔
曲
。
於
善

知
識
襲
慈
母
心
。
遠
離

一
切
無
益
法
故
。

於
善
知
識
襲
慈
父
心
。

〔
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能
生

一
切
諸
善
法
故
。
僻
退
南
行
。

善
男
子
よ
、
私
は
唯

こ
の
如
来

の
無
凝
法
門
を
知

っ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

ど
う
し

て
能

く
菩
薩

の
諸
行
と
、
無
障

凝
の
智
と
、
無
凝

の
浄
行

と
を
説
く
こ
と
が

で
き
よ
う

か
。
現
在
を
観
察
す
る
諸
佛

の
三
昧
に
安
住
し
て
、
無
浬
繋

の
三
昧
を
得
、
三
世
平
等

の
正
法
を
具
足
し
て
、
善
く
平
等
三
昧

の
境
界
地
を
知
り
、
浄
身

を
具
足
し
て
、
諸

佛

の
住
ま
わ
れ
る
不
壊

の
境
界
に
住
み
、

一
切
諸
方

の
法
門

の
境
界
は
、
智
門
円
満

に
し
て
、
智
慧
観
察
し
て
、
普
く

一
切
を
照
ら
し
、
己

が
身

の
中
に
お

い
て
悉

く

一
切
世
界

の
成
壊
を
現
じ
、
己

が
身

と
諸

々
の
世
界
に
お

い
て
二
想
を
生

ぜ
ず
、
衆

の
行
を
き
わ
め
て
功
徳
具
足
し
う

る
。
善
男
子
よ
、

こ
の

南
に
荘
厳
閻
浮
提

頂
と

い
う
国
が
あ
る
。
そ

こ
に
海
憧

と

い
う
比
丘
が
お
ら
れ
る
。

お
ま
え
さ
ん
、
そ

こ

へ
行

っ
て
彼

に
問

い
な
さ

い
。

「
ど

の
よ
う

に
菩
薩

は
菩

薩

の
道

に
向
か

い
、
菩
薩

の
行
を
修
す

る
の
か
」
』
と
。

こ
う
し

て
善
財
童
子
は
方
便
住

に
達
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。
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畦

は
じ
め
に
本
稿

で
は

「
六
十
華
嚴
」

と
呼
ば
れ
る
佛
陀
蹟
陀
羅

繹

(晋
経
も
し
く
は
旧
課
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も

あ
る
。
以

下
@

と
略
記
)

の
も

の
を
中

心

に
考
察
す

る
。

「八

十
華
嚴
」

と
呼
ば
れ

る
實
叉
難
陀
課

の
も

の

(唐
経
も
し
く
は
新

繹
と
も
呼
ば
れ
る
。

則
天
武
后

の
序
文

が
添
え

ら
れ
て
あ

る
。
以
下
⑤

と
略
記
)
と

「
入
法

界
品
」

の
別
繹

で

あ
る

「四
十
華
嚴
」

(貞
元
経
も
し
く
は
単

に
普
賢
行
願
品
と
も

称
さ
れ
る
も

の
。
以

下
◎

と
略
記
)

が
あ

る
。

そ

の
ほ
か
に
梶

山
雄

一
氏
ら

の
梵
語

か
ら

「
入
法
界
品
」

の
日

本
語
訳

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(以
下
@

と
略
記
)
も
な
さ
れ
て

い
る
し
、
韓
国

の
高

銀
と

い
う
作
家

・
詩

人
は
入

法
界
品
を
素
材

と
し

た
小
説

『
華
嚴
経
』

(=
≦
鍵

ヨ
ひq
団
8

σq
)

も
刊
行
さ

れ
て

い
る
し
、
昨
年

(二
〇
〇
三
年
十
月

に
は
海
音

寺
潮
五
郎

の

『人
生
遍
路

華
厳

経
』
も
復
刊

さ
れ

て

い
る
し
、
東
大
寺

の
森
本
公
誠
師

は

『
さ
と
り

へ
の
遍



歴
』
を
も

と
に

『善
財
童

子

求
道

の
道
』

を
刊
行

さ
れ
て

い
る
。

ほ
か
に
解
説
書

と
し
て
は
木
村
清
孝
氏

の

『華
厳
経
を
読
む
』

お
よ
び
鎌

田
茂
雄
氏

の

『華
厳

の
思
想
』
や

『仏
教

の
思
想
』

(全
十
二
巻
)

の
中

に
鎌
田
茂
雄

・
上
山
春
平
著

『無
限

の
世
界
観

〈華
厳
〉
』
な
ど
が
あ

る
。

(1
)

川
田
熊
太
郎

「佛
陀
華
嚴
ー

華
嚴
経
の
太
郎
監
修
太
郎
監
修
考
察
i

」

二
二
頁
ー
二
四
頁

(川
田
熊
太
郎
監
修

・
中
村
元
編

『華
嚴
思
想
』
所
収
)

(2
)

③
で
は
大
正
大
藏
経
巻
九

六
三

一
頁
中
段

⑤
で
は

「爾
時
世
尊
。
在
摩
蜴
提
國
阿
蘭
若
法
菩
提
場
中
普
光
明
殿
。
坐
蓮
華
藏
寳
師
子
座
。
妙
悟
皆
涌
。
」

(大
正
大
藏

経
巻
十

二
七
九
頁
上
段
)
と
あ
り
、
「寂
滅
道
場
」
が

「菩
提
場
」
と
な

っ
て
い
る
。

(
3
)

@
で
は
大
正
大
藏
経
巻
九

六
三

一
頁
下
段

⑤
で
は

「
爾
時
普
賢
菩
薩
摩
詞
薩
入
廣
大
三
昧
。
名
佛
華
荘
嚴
。
入
此
三
昧
時
。
十
方
所
有
。

]
切
世
界
。
六
種
十
八
相

動
。
出
大
音
聲
。
靡
不
皆
聞
。
然
後
從
其
三
昧
而
起
。
」

(大
正
大
藏
経
巻
十

二
七
九
頁
中
段
)
と
あ
り
、
「
正
受
三
昧
」
が

「
廣
大
三
味
」
と
な

っ
て
い
る
。

(
4
)

③
で
は
大
正
大
藏
経
巻
九

六
三

一
頁
下
段
～

⑤
で
は
二
七
九
頁
中
段
～

(
5
)

@

で
は
大
正
大
藏
経
巻
九

六
三
二
頁
下
段
～

⑤
で
は

「
爾
時
普
賢
菩
薩
。
知
衆
已
集
。
問
普
賢
菩
薩
言
。
何
爲
菩
薩
摩
詞
薩
依
。
何
等
爲
奇
特
想
。
・…
-
」
(大
正

大
藏
経
巻
十

二
八
〇
頁
中
段
～
)
。
「有
十
種
依
果
」
が
⑤
で
は

「
何
等
爲
菩
薩
摩
詞
薩
依
。
何
等
爲
奇
特
想
。
・:
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。

(6
)

@
で
は
大
正
大
藏
経
巻
九

六
三
三
頁
上
段

「菩
薩
摩
詞
薩
。
有
十
種
善
知
識
。
何
等
爲
十
。
所
謂
令
住
菩
提
心
善
知
識
。
令
生
善
根
善
知
識
。
令
行
諸
波
羅
蜜
善
知
識
。

令
解
説

一
切
法
善
知
識
。
令
成
熟

一
切
衆
生
善
知
識
。
令
得
決
定
辮
才
善
知
識
。
令
不
著

】
切
世
間
善
知
識
。
令
於

】
切
劫
。
修
行
無
厭
倦
善
知
識
。
令
安
住
普
賢
行
善
知

識
。
令
入

一
切
佛
智
所
入
善
知
識
。
」
(大
正
大
藏
経
巻
十

二
八
〇
頁
下
段
)

(
7
)

③

で
は

「
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
有
十
種
戒
。
何
等
爲
十
。
所
謂
不
壊
菩
提
心
戒
。
離
聲
聞
縁
畳
地
戒
。
饒
益
観
察
衆
生
戒
。
令

一
切
衆
生
住
佛
法
戒
。

一
切
菩
薩
學
戒

D

戒
。

一
切
無
所
有
戒
。

一
切
善
根
廻
向
菩
提
戒
。
不
著

一
切
如
來
身
戒
。
」
(大
正
大
藏
経
巻
九

六
三
二
頁
下
段
)
と
入

つ
し
か
戒
を
挙
げ
て
い
な

い
が
、
し
か
し
、
⑤
で

笛

は

「
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
有
十
種
戒
。
何
等
爲
十
。
所
謂
不
捨
菩
提
心
戒
。
遠
離
二
乗
地
戒
。
観
察
利
益

一
切
衆
生
戒
。
令

一
切
衆
生
住
佛
法
戒
。
修

一
切
菩
薩
所
學
戒
。

於

一
切
法
。
無
所
得
戒
。
以

一
切
善
根
。
廻
向
菩
提
戒
。
不
著

一
切
如
來
身
戒
。
思
惟

一
切
法
。
離
取
著
戒
。
諸
根
律
儀
戒
。
是
爲
十
。
」

(⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

二
八

一

頁
上
段
)
と
十
種
の
戒
を
掲
げ
て
い
る
。

(8
)

@
で
は
大
正
大
藏
経
巻
九

六
七
六
頁
上
段

⑤

で
は

「爾
時
世
尊
。
在
室
羅
筏
國
逝
多
林
給
孤
猫
園
大
荘
嚴
重
閣
。
與
菩
薩
摩
詞
薩
。
五
百
人
倶
。
普
賢
菩
薩
。
文
殊

師
利
菩
薩
。
而
爲
上
首
。
其
名
日
光
焔
憧
菩
薩
。
須
彌
橦
菩
薩
。
…
…
此
諸
菩
薩
。
皆
悉
成
就
普
賢
行
願
。
」

(大
正
大
正
大
藏
経
巻
十

三

一
九
頁
上
段
～
)

◎

で
は

「
一
時
佛
在
室
羅
筏
城
。
逝
多
林
。
給
孤
濁
園
。
大
荘
嚴
重
閣
。
與
菩
薩
摩
詞
薩
五
千
人
倶
。
普
賢
菩
薩
摩
詞
薩
。
文
殊
師
利
菩
薩
摩
詞
薩
。
而
爲
上
首
。
其
名
日
智
慧
勝

智
菩
薩
。
普
賢
勝
智
菩
薩
。
…
…
如
是
等
上
首
菩
薩
摩
詞
薩
。

一
切
皆
從
普
賢
菩
薩
。
行
願
所
生
。
所
行
無
凝
。
普
遍

一
切
諸
佛
刹
故
。
」
(◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
六

一

頁
上
段
～
)

④

で
は

「あ
る
と
き
、
(釈
迦
牟
尼
)
世
尊
は
シ

ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ

(舎
衛
城
)
に
滞
在
し
て
お
ら
れ
、
ジ
ェ
ー
タ

(太
子
)
の
林
で
あ
り
、
ア
ナ
ー
タ

ピ
ン
ダ
ダ
長
者

の
園

(祇
樹
給
孤
独
園
)
に
あ
る

マ
ハ
ー
ヴ

ュ
ー

ハ
と
い
う
楼
閣

(大
荘
嚴
重
閣
講
堂
)
に
、
サ

マ
ン
タ
バ
ド
ラ

(普
賢
)
菩
薩
と
マ
ン
ジ

ュ
シ

ュ
リ
ー

(文
殊
師
利
)
菩
薩
と
を
初
め
と
す
る
五
千
人
の
菩
薩

た
ち
と

一
緒
で
あ

っ
た
。
(そ
れ
ら
の
菩
薩
と
は
)
即
ち
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ノ
ー
タ
ラ

・
ジ

ュ
ニ
ャ
ー

ニ
ン

(智
慧
勝

智
)
菩
薩
摩
詞
薩
、
サ
ッ
ト
ヴ
オ
ー

ッ
タ
ラ

・
ジ

ュ
ニ
ャ
ー

ニ
ン

(衆
生
を
超
え
た
智
あ
る
者
、
普
賢
勝
智
)
、
…
…

(釈
迦
牟
尼
世
尊
と
と
も
に
い
る
)
上
述

の
者
た

ち
を
初
め
と
す
る
五
千
人
の
菩
薩
た
ち
は
み
な
、
普
く
優
れ
た

(普
賢
〉
菩
薩
行
と

(そ
の
)
誓
願
に
熟
達
し
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
仏
国
土
に
遍
満
す
る
た
め
に
、
そ
の
行

動
範
囲

(境
界
)
は
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

(@

の
一
九
頁
ー
)
と
あ
り
、
表
現
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

(9
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

四

一
八
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

五
八
頁
上
段

(10
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
六
頁
下
段

⑤
で
は

「爾
時
文
殊
師
利
童
子
。
從
善
住
棲
閣
出
。
與
無
量
同
行
菩
薩
。
及
常
随
侍
衛
諸
金
剛
神
。
普
爲
衆
生
。
供
養
諸
佛
諸

身
衆
神
。
久
襲
堅
誓
願
常
随
從
諸
足
行
神
。
樂
聞
妙
法
主
地
神
。
常
修
大
悲
主
水
神
。
…
…
恒
願
抜
濟

一
切
衆
生
出
諸
有
海
迦
櫻
羅
王
。
願
得
成
就
諸
如
來
身
高
出
世
間
阿

脩
羅
王
。
見
佛
歓
喜
曲
躬
恭
敬
摩
喉
羅
伽
王
。
常
厭
生
死
恒
樂
見
佛
書
体
天
王
。
尊
重
於
佛
讃
歎
供
養
諸
大
梵
王
。
文
殊
師
利
。
與
如
是
等
功
徳
荘
嚴
諸
菩
薩
衆
。
出
自
住

塵
。
佛
來
詣
所
。
右
遙
世
尊
。
経
無
量
匝
。
以
諸
供
具
種
種
供
養
。
供
養
畢
己
。
僻
退
南
行
。
往
於
人
間
。
」
(⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
〇
頁
中
段
～
)

◎

で
は

「爾

時
文
殊
師
利
童
子
。
從
善
住
棲
閣
出
。
與
無
量
同
行
大
菩
薩
衆
。
及
常
随
侍
衛
諸
金
剛
神
。
普
爲
世
間
。
現
大
威
力
身
衆
神
。

久
登
堅
誓
供
養
諸
佛
足
行
神
。
念
昔
大
願

樂
聞
正
法
相
績
不
断
主
地
神
。
深
浄
大
悲
荘
嚴
法
界
普
潤
衆
生
主
水
神
。
…
…
恒
願
抜
濟

一
切
衆
生
度
生
死
海
迦
模
羅
王
。
願
諸
衆
生
普
得
成
就
超
諸
世
間
如
來
力
身
阿
脩

羅
王
。
曲
躬
恭
敬
樂
見
諸
佛
種
種
功
徳
摩
喉
羅
伽
王
。
深
厭
生
死
常
樂
謄
仰
諸
佛
相
好
諸
大
天
王
。
尊
重
於
佛
恭
敬
供
養
稻
揚
讃
歎
諸
大
梵
王
。
文
殊
師
利
。
與
如
是
等
種

種
色
像
威
徳
荘
嚴
大
菩
薩
衆
。
及
諸
世
主
。
前
後
園
続
。
從
自
住
庭
來
詣
佛
所
。
右
遙
如
來
。
経
無
量
匝
。
以
諸
供
具
種
種
供
養
。
供
養
畢
已
。
頂
禮
僻
退
。
右
逡
而
。
往

於
南
方
。
」

(◎

大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
五
頁
中
段
～
)

@
で
は

「
そ
こ
で
、
プ
ラ
テ
ィ
シ
ュ
タ
ー
ナ

(善
安
住
)
と
い
う
楼
閣
に
い
た
マ
ン
ジ

ュ
シ
ュ
リ
ー

(文
殊
師

利
)
法
王
子
は
、
同
じ
よ
う
な
経
歴

の
菩
薩
た
ち
を
伴

っ
て
、
さ
ら
に
は
常
に

(守
護
し
て
)
離
れ
な

い
金
剛
力
士
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
た
め
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と

に
専
念
し
て
あ
ら
ゆ
る
仏
に
仕
え
た
い
と
の
誓
願
の
心
を
も

つ
身
衆
神
た
ち
、
往
昔
の
誓
願
か
ら
離
れ
な

い
足
行
神
た
ち
、
法

の
聴
聞
を
求
め
る
主
地
神
た
ち
、
大
悲

の
心

を
実
践
す
る
泉
、
湖
、
小
湖
、
池
、
井
戸
の
主
水
神
た
ち
、
…
…
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
輪
廻
の
生
存
の
海
か
ら
救
い
と
る
こ
と
を
誓
願
し
実
践
す
る
ガ
ル
ダ
の
王
た
ち
、
あ
ら

ゆ
る
世
間
の
上

に
そ
び
え
た
つ
た
め
に
如
来

の
身
体
と
力
を
成
就
し
よ
う
と
の
誓
願

が
生
じ
て
い
る
ア
ス
ラ
の
王
た
ち
、
如
来
に
ま
み
え
る
喜
び
を
得
て
身
体
を
屈
し
て

勿

(礼
拝
す
る
)

マ
ホ
ー
ラ
ガ
の
王
た
ち
、
心
は
輪
廻
を
恐
れ
て
、
顔
は

(諸
仏
を
)
仰
ぎ
見
る
神

々
の
王
た
ち
、
深
い
尊
敬

の
念
を

い
だ
い
て
身
体
を
屈
し
て

(礼
拝
す
る
)

佑

梵
天
た
ち
を
伴

っ
て
、
ま
た
彼
ら
に
よ
っ
て
深
い
尊
敬

の
念
で
も

っ
て
讃
嘆
さ
れ
ほ
め
讃
え
ら
れ
て
、
文
殊
師
利
菩
薩
は
、
こ
の
よ
う
な
菩
薩

の
威
力
の
荘
厳
さ
を
完
備
し

て
、
自
分
の
精
舎
を
出
で
て
、
世
尊

の
周
り
を
幾
百
回
も
右
遙
し
、
多
様
な
供
養
を
し
た
後
に
世
尊

の
下
を
去
り
、
南
方

へ
向
か
い
諸

々
の
地
方
の
遊
行
に
出
発
し
た
。

(◎
八
入
頁
～
)
出
典
に
よ
り
若
干

の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
◎
の

「
同
じ
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
」
菩
薩
た
ち
の
表
現
は
漢
訳
の
も

の
に
は
現
れ
て
い
な

い
表
現
で
あ
る
。

(11
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
六
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
一二
〇
頁
下
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
+

六
七
五
頁
下
段

⑥
八
九
頁

③

・
⑤
で
は
同
行
す
る
比
丘

の
数
が
六
千
、
◎

・
@
で
は
⊥ハ
十
と
な

っ
て
い
る
。

(12
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
八
七
頁
上
段

⑤
で
は

「爾
時
尊
者
舎
利
弗
。
在
行
道
中
。
観
諸
比
丘
。
告
海
覧
言
。
…
…
」
(⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三

一
頁
上
段
～
)

◎
で
も

「
爾
時
尊
者
舎
利
弗
。
將
諸
比
丘
。
随
路
而
行
。
観
諸
比
丘
。
告
海
覧
言
。
…
…
」

(◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
五
頁
下
段
～
)
と
語
る
対
象
が
晋
経
で
は

「海

智
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑤

・
◎
で
は

「
海
毘
」
と
な

っ
て
い
る
し
、
@

で
は
サ
ー
ガ
ラ
ブ
デ
ィ

(海
智
)
と
さ
れ
て
い
る

(⑥
九
〇
頁
)
。

(13
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
七
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三

一
頁
中
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
六
頁
中
段

◎
九
二
頁
～

⑤
で
は

「
爾
時
文
殊
師
。

告
諸
比
丘
言
。
比
丘
。
若
善
男
子
善
女
人
。
成
就
十
種
趣
大
乗
法
。
則
能
速
入
如
來
之
地
。
況
菩
薩
地
。
何
等
爲
十
。
所
謂
積
集

一
切
善
根
心
無
疲
厭
。
見

一
切
佛
承
事
供

養
心
無
疲
厭
。
求

一
切
佛
法
心
無
疲
厭
。
行

一
切
波
羅
蜜
心
無
疲
厭
。
成
就

一
切
菩
薩
三
昧
心
無
疲
厭
。
次
第
入

一
切
三
世
心
無
疲
厭
。
普
嚴
浄
十
方
佛
刹
心
無
疲
厭
。
教

化
調
伏

一
切
衆
生
心
無
疲
厭
。
於

一
切
刹

一
切
劫
中
成
就
菩
薩
行
心
無
疲
厭
。
爲
成
熟

一
衆
生
故
修
行

一
切
佛
刹
微
塵
数
波
羅
蜜
成
就
如
來

一
力
如
是
次
第
爲
成
熟

一
切
衆

生
界
成
就
如
來

一
切
力
心
無
疲
厭
。
比
丘
若
善
男
子
善
女
人
。
成
就
深
信
。
登
此
十
種
無
疲
厭
心
。
則
能
長
養

一
切
善
根
。
捨
離

一
切
諸
生
死
趣
。
超
過

一
切
世
間
種
姓
。



不
堕
聲
聞
辟
支
佛
地
。
生

一
切
如
來
家
。
具

一
切
菩
薩
願
。
學
習

一
切
如
來
功
徳
。
修
行

一
切
菩
薩
諸
行
。
得
如
來
力
。
擢
伏
衆
魔
及
諸
外
道
。
亦
能
除
滅

一
切
煩
悩
。
入

菩
薩
地
。
近
如
來
地
。
時
諸
比
丘
。
聞
此
法
已
。
則
得
三
昧
。
名
無
凝
眼
見

一
切
佛
境
界
。
得
此
三
昧
故
。
悉
見
十
方
無
量
無
邊

一
切
世
界
諸
佛
如
來
。
及
其
所
有
道
場
衆

會
[。
亦
悉
見
彼
十
方
世
界

一
切
諸
趣
所
有
衆
生
。
亦
悉
見
彼

一
切
世
界
種
種
差
別
。
亦
悉
見
彼

一
切
世
界
所
有
微
塵
。
亦
悉
見
彼
諸
世
界
中

一
切
衆
生
所
住
宮
殿
。
以
種
種

寳
而
爲
荘
嚴
。
及
亦
聞
彼
諸
佛
如
來
種
種
言
音
演
説
諸
法
僻
訓
繹
。
悉
皆
解
了
。
亦
能
観
察
彼
世
界
中

一
切
衆
生
諸
根
心
欲
。
亦
能
憶
念
彼
世
界
中

一
切
衆
生
前
後
十
生
。

亦
能
憶
念
彼
世
界
中
過
去
未
來
各
十
劫
事
。
亦
能
憶
念
彼
諸
如
來
十
本
生
事
。
十
成
正
覧
。
十
轄
法
輪
。
十
種
神
通
。
十
種
説
法
。
十
種
教
誠
。
十
種
辮
才
。
又
即
成
就
十

千
菩
提
心
。
十
千
三
昧
。
十
千
波
羅
蜜
。
悉
皆
清
浮
。
得
大
智
慧
圓
漏
光
明
。
得
菩
薩
十
神
通
。
柔
軟
微
妙
。
住
菩
薩
心
。
堅
固
不
動
。
爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
。
勧
諸
比
丘
。

住
普
賢
行
。
住
普
賢
行
已
入
大
願
海
。
入
大
願
海
已
成
就
大
願
海
。
以
成
就
大
願
海
故
心
清
浮
。
心
清
浮
故
身
清
浮
。
身
清
浮
故
身
輕
利
故
。
身
清
浮
輕
利
故
得
大
神
通
無

有
退
轄
。
得
此
神
通
故
不
離
文
殊
師
利
足
下
。
普
於
十
方

一
切
佛
所
。
悉
現
其
身
。
具
足
成
就

一
切
佛
法
。
L

◎
で
は

「爾
時
文
殊
師
。
告
諸
比
丘
言
。
若
善
男
子
善
女

人
。
成
就
十
種
趣
大
乗
法
。
無
疲
厭
心
。
則
能
速
疾
深
入
如
來
究
寛
之
地
。
況
菩
薩
地
。
何
等
爲
十
。
所
謂
諸
如
來
。
以
廣
大
心
。
親
近
供
養
。
心
無
疲
厭
。
積
集
成
就
。

一
切
善
根
。
究
寛
不
退
。
心
無
疲
厭
。
勤
求

一
切
諸
佛
正
法
。
心
無
疲
厭
。
勤
行

一
切
菩
薩
殊
勝
諸
波
羅
蜜
。
心
無
疲
厭
。
普
遍
修
習

一
切
菩
薩
甚
深
三
昧
。
心
無
疲
厭
。

次
第
趣
入
三
世
流
轄

一
切
諸
法
。
心
無
疲
厭
。
荘
嚴
十
方

一
切
刹
海
。
悉
令
清
浮
。
心
無
疲
厭
。
教
化
調
伏

一
切
衆
生
。
皆
令
成
熟
。
心
無
疲
厭
。
於

一
切
刹
。
行
菩
薩
行
。

経

一
切
劫
。
心
無
厭
。
爲
欲
成
熟

一
衆
生
故
。
修

一
切
刹
極
微
塵
数
波
羅
蜜
門
。
成
就
圓
滴
如
來

一
力
。
如
是
次
第
。
爲

一
切
衆
生
。
成
就
如
來

一
切
智
力
。
心
無
疲
厭
。

比
丘
當
知
。
若
善
男
子
善
女
人
。
成
就
深
信
。
獲
此
十
種
無
疲
厭
心
。
則
能
長
養

一
切
善
根
。
捨
離

一
切
生
死
流
縛
。
悉
能
超
出

一
切
世
間
。
不
堕
聲
聞
辟
支
佛
地
。
成
就

如
來
。

一
切
種
姓
。
漏
足
菩
薩
清
浮
大
願
。
積
集

一
切
如
來
功
徳
。
修
行

一
切
菩
薩
諸
行
。
獲
得
如
來
力
無
所
畏
。
擢
伏
衆
魔
及
諸
外
道
。
除
滅

一
切
煩
悩
習
β恐

入
菩
薩

紛

地
。
近
如
來
地
。
時
諸
比
丘
聞
此
法
已
。
即
時
同
謹
廣
大
三
昧
。
名
見

一
切
佛
境
界
無
凝
眼
。
得
此
三
昧
威
神
力
故
。
悉
見
十
方

一
切
世
界
諸
佛
如
來
。
及
其
所
有
道
場
衆

ω

會
。
亦
悉
見
彼

一
切
世
界
所
有
衆
生
種
種
趣
各
各
差
別
。
亦
悉
見
彼

一
切
世
界
同
異
染
浄
各
各
差
別
。
亦
悉
見
彼

一
切
世
界
所
有
極
微
塵
相
差
別
。
亦
悉
見
彼
世
界
中

一
切

衆
生
所
住
宮
殿
。
種
種
荘
嚴
。
種
種
成
就
。
及
所
受
用
。
種
種
資
具
。
各
各
差
別
。
及
聞
彼
佛
。
諸
音
聲
海
。
演
説
諸
法
。
種
種
名
句
。
文
詞
訓
繹
。
性
相
秘
密
。
悉
能
解

了
。
亦
能
観
察
彼
世
界
中

一
切
衆
生
心
行
根
欲
各
各
差
別
。
亦
能
憶
念
彼
世
界
中

一
切
衆
生
過
去
未
來
各
十
生
事
。
亦
憶
念
彼
世
界
中
過
去
未
來
各
十
劫
事
。
亦
能
憶
念
彼

如
來
十
本
生
事
。
十
成
正
覧
。
+
轄
法
輪
。
十
種
神
通
。
十
種
記
心
。
十
種
教
誠
。
+
種
説
法
。
+
種
辮
才
。
又
由
得
此
三
昧
力
故
。
即
時
獲
得
十
千
眞
實
菩
提
之
心
。
成

就
十
千
甚
深
三
昧
。
具
足
十
千
諸
波
羅
蜜
。
圓
漏
十
千
智
慧
光
明
。
獲
起
十
光
明
。
獲
起
十
千
自
在
神
力
。
以
得
如
是
菩
薩
三
昧
種
種
威
神
無
凝
勢
カ
所
荘
嚴
故
。
令
其
身

心
。
柔
軟
微
妙
。
増
長
信
樂
。
住
菩
提
心
。
堅
固
不
動
。
爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
。
具
足
安
住
眞
實
吉
祥
微
妙
功
徳
普
賢
行
。
勧
諸
比
丘
。
令
其
安
住
勝
普
賢
行
。
住
勝
行
已
。

入
於
於
甚
深
廣
大
願
海
。
入
願
海
已
。
普
遍
成
就
甚
深
大
願
。
以
得
成
就
大
願
海
故
。
得
心
清
浮
。
心
清
浮
故
得
身
清
浮
。
身
清
浮
故
得
身
輕
利
。
身
輕
利
故
利
故
則
得
廣

大
不
退
神
通
。
以
得
如
是
大
神
通
故
。
不
離
文
殊
師
利
足
下
。
普
於
十
方

一
切
世
界
諸
如
來
所
。
悉
現
其
身
。
具
足
成
就

一
切
佛
法
。
」

④

で
は

「
文
殊
師
利
法
王
子
は

彼
ら
に
こ
う
告
げ
た
。
『
比
丘
た
ち
よ
、
以
下
の
十
種
の
倦
怠
な
き
心

(十
種
大
心
)
の
発
起
を
体
得
し
て
、
大
乗

(の
教
え
)
に
向
か

っ
て
出
発
し
た
も

の
は
、
男
女
を

問
わ
ず
、
如
来
の
位
に
踏
み
込
む
の
で
あ
る
。
ま
し
て
菩
薩

の
位
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

そ
の
十
種
と
は
何
か
。
そ
れ
は
即
ち
、
①
あ
ら
ゆ
る
如
来
に
ま
み
え
奉
仕
し
供
養
し
お
仕
え
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
②
あ
ら
ゆ
る
善
根
の
集
積
か
ら

退
転
す
る
こ
と
の
な

い
倦
怠
な
き

心
の
発
起
、
③
あ
ら
ゆ
る
法
の
探
求
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
④
あ
ら
ゆ
る
菩
薩

の
波
羅
蜜
の
実
践
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の

発
起
、
⑤
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
の
三
昧
の
完
成
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑥
あ
ら
ゆ
る
世

(三
世
)
に
次
か
ら
次
に
間
断
な
く
入
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

⑦
十
方
の
あ
ら
ゆ
る
仏
国
土
の
海
に
遍
満
し
浄
化
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑧
あ
ら
ゆ
る
衆
生
界
を
成
熟
さ
せ
教
化
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の

発
起
、
⑨
あ
ら
ゆ
る
国
土
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
劫
に
亘

っ
て
菩
薩
行
を
完
成
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑩
あ
ら
ゆ
る
仏
国
土
の
微
塵
の
数
に
等
し
い
波
羅

蜜
の
実
践
に
よ

っ
て

一
人
の
衆
生
を
順
次
教
化
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
界
を
教
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

一
如
来

の
力
を
成
就
す
る
こ
と
に
お
い
て
倦
怠
な
き
心

の
発
起
を

(修
得
す
る
こ
と
)

で
あ
る
。

比
丘
た
ち
よ
、
浄
信
深
く
こ
れ
ら
の
十
種
の
倦
怠
な
き
心
の
発
起
を
体
得
す
る
な
ら
ば
、
男
女
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
善
根
に
近
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
輪
廻
転
生
の
海
か
ら

退
き
、
あ
ら
ゆ
る
世
俗
の
系
譜
を
超
越
し
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
声
聞
や
独
覚
位
を
踏
み
越
え
る
。
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
如
来
の
家
系
の
系
譜
に
生
ま
れ
、
菩
薩
の
誓
願
を
成
就

し
、
あ
ら
ゆ
る
如
来

の
功
徳
の
修
得
に
お
い
て
浄
化
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
行
に
お
い
て
浄
化
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
如
来
の
力
に
通
達
し
、
あ
ら
ゆ
る
魔
や
異
教
の
師
た
ち
を

粉
砕
し
、
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
の
位
に
歩
み
入
り
、
如
来
の
位

へ
と
近
づ
く
』

そ
こ
で
比
丘
た
ち
は
、
こ
の
法
の
真
理
を
聞
い
て
、
『あ
ら
ゆ
る
仏
を
直
観
す
る
の
に
無
凝
な
る
眼
の
境
界
』
(見

一
切
仏
境
界
無
凝
眼
)
と
い
う
名
の
三
昧
を
え
た
。
そ

し
て
そ
の
三
昧
の
威
力
に
よ

っ
て
、
十
方
の
無
限
で
無
辺
の
世
界
に
居
住
す
る

(無
数
の
)
如
来
た
ち
と
そ
の
説
法
会
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の

(無

数
の
)
世
界

の
中

の
諸
々
の
衆
生
の
境
遇
に
生
ま
れ
て
い
る
衆
生
た
ち
、
そ
の
衆
生
た
ち
を
余
す
所
な
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数

の
)
世
界
が
多
種
多
様
に
区

分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数
の
)
世
界
に
あ
る
限
り
の
微
塵
、
そ
れ
ら
さ
え
も

一
々
数
え
上
げ
て
そ
の
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数
の
)
如
来
た
ち
が

(法
を
説
く
)
音
声
の
海
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数
の
)
説
法
を
、
多
種
多
様
な
語
句
や
文
字
や
語
義

の
説
明
や
名
称
や
記
号
で
も

っ
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数
の
)
衆
生
た
ち
の
心
や
機
根
や
志
願
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
過
去
お
よ
び
未
来
の
十
生
に
及
ぶ
期
間
を
憶

の

念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数

の
)
如
来
た
ち
の
十

の
法
輪
の
言
説

(転
法
輪
)
の
偉
業
に
悟
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
(無
数

の
如
来
た
ち
の
)
十
の
神
通
に
よ

佑

る
神
変
の
偉
業
、

(無
数
の
如
来
た
ち
の
)
十
の
説
法
の
仕
方
の
偉
業
に
、

(無
数
の
如
来
た
ち
の
)
十
の
教
訓
の
語
句

の
偉
業
に
悟
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

(無
数

の
)
如
来
た
ち
の
十
の
無
凝
の
弁
才

(無
磯
弁
)
の
方
便

の
偉
業
に
悟
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
三
昧
を
獲
得
す
る
や
、
直
ち
に

一
万
の
菩
提
心

の
支
分
を
成

就
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
万
の
三
昧
に
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

一
万

の
波
羅
蜜
の
要
素
を
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
比
丘
た
ち
は
、
偉
大
な
光
明
を
得
て
、

偉
大
な
智
慧
の
輪
に
照
ら
さ
れ
て
、
十

の
菩
薩
の
神
通
力
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

④

で
は
単
に

「
十
種
大
心
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
⑤
◎
で
は

「十
種
趣
大
乗
法
」
と
さ
れ
、
◎
で
は
③
と
同
じ
く

「
十
種
大
心
」

の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

③

で
は

「
十
種
大
心
」
を
①
獲
廣
大
心

・
長
養

一
切
善
根
、
②
見

一
切
佛

・
恭
敬
供
養
、
③
正
求

一
切
佛
法
、
④
遍
行
菩
薩
諸
波
羅
蜜
、
⑤
具
足

一
切
菩
薩
三
昧
、
⑥
於

一
切
三
世
流
轄
、
⑦
嚴
浄
佛
刹

・
充
漏
+
方
、
⑧
教
化
成
熟

一
切
衆
生
、
⑨
於

一
切
刹

・
一
切
劫
中
、
行
菩
薩
行
、
⑲
襲
廣
大
心
、
修
習

一
切
佛
刹
微
塵
等
諸
波
羅
蜜
、
度

脱

一
切
衆
生
、
具
佛
十
力
で
あ
る
が
、
⑤
で
は
①
積
集

一
切
善
根
②
見

一
切
佛
承
事
供
養
③
求

一
切
佛
法
④
行

一
切
波
羅
蜜
⑤
成
就

一
切
菩
薩
三
昧
⑥
次
第
入

一
切
三
世
⑦

普
嚴
浄
十
方
佛
刹
⑧
教
化
調
伏

]
切
衆
生
⑨
於

一
切
刹

一
切
劫
中
成
就
菩
薩
行
⑩
爲
成
熟

一
衆
生
故
修
行

一
切
佛
刹
微
塵
数
波
羅
蜜
成
就
如
來

】
力
如
是
次
第
爲
成
熟

一
切

衆
生
界
成
就
如
來

一
切
力
⑪
比
丘
若
善
男
子
善
女
人
。
成
就
深
信
と
な
り
、
◎
で
は
①
見
諸
如
來
。
以
廣
大
心
。
親
近
供
養
②
積
集
成
就
。

一
切
善
根
。
究
尭
不
退
③
勤
求

一
切
諸
佛
正
法
④
勤
行

一
切
菩
薩
殊
勝
諸
波
羅
蜜
⑤
普
遍
修
習

一
切
菩
薩
甚
深
三
昧
⑥
次
第
趣
入
三
世
流
轄

一
切
諸
法
。
⑦
荘
嚴
十
方

一
切
刹
海
。
悉
令
清
浮
⑧
教
化
調
伏

一
切
衆
生
。
⑨
於

一
切
刹
。
行
菩
薩
行
。
経

一
切
劫
。
⑩
爲
欲
成
熟

一
衆
生
故
。
修

一
切
刹
極
微
塵
数
波
羅
蜜
門
。
成
就
圓
満
如
來

一
力
。
爲

一
切
衆
生
。
成
就
如
來

一
切

智
力
で
あ
り
、
@

で
は
①
あ
ら
ゆ
る
如
来
に
ま
み
え
奉
仕
し
供
養
し
お
仕
え
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
②
あ
ら
ゆ
る
善
根
の
集
積
か
ら
退
転
す
る
こ
と
の



な

い
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
③
あ
ら
ゆ
る
法
の
探
求
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
④
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
の
波
羅
蜜
の
実
践
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑤
あ
ら
ゆ
る
菩

薩
の
三
昧
の
完
成
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑥
あ
ら
ゆ
る
世

(三
世
)
に
次
か
ら
次
に
間
断
な
く
入
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑦
十
方
の
あ
ら
ゆ
る

仏
国
土
の
海
に
遍
満
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心

の
発
起
、
⑧
あ
ら
ゆ
る
衆
生
界
を
成
熟
さ
せ
教
化
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑨
あ
ら
ゆ
る
国
土
に

お
い
て
あ
ら
ゆ
る
劫
に
亘

っ
て
菩
薩
行
を
完
成
す
る
こ
と
に
お
け
る
倦
怠
な
き
心
の
発
起
、
⑩
あ
ら
ゆ
る
仏
国
土
の
微
塵

の
数
に
等
し
い
波
羅
蜜
の
実
践
に
よ

っ
て

一
人
の

衆
生
を
順
次
教
化
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
界
を
教
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

一
如
来

の
力
を
成
就
す
る
こ
と
に
お
い
て
倦
怠
な
き
心

の
発
起
を

(修
得
す
る
こ
と
)
で
あ
る
。

(14
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
八
七
頁
下
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
二
頁
上
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
七
頁
上
段
～

@
九
五
頁
～

⑤

で
は

「時
福
城

人
。
聞
文
殊
師
利
童
子
。
在
荘
嚴
憧
婆
羅
林
中
大
塔
廟
虜
。
無
量
大
家
。
從
其
城
出
。
來
詣
其
所
。
…
…
復
有
五
百
童
子
。
所
謂
善
財
童
子
。
善
行
童
子
。
善
戒
童
子
。
善

威
儀
童
子
。
善
勇
猛
童
子
。
善
思
童
子
。
善
慧
童
子
。
善
覧
童
子
。
善
眼
童
子
。
善
腎
童
子
。
善
光
童
子
。
如
是
等
五
百
童
子
。
來
詣
文
殊
師
利
童
子
所
。
頂
禮
其
足
。
右

邊
三
匝
。
退
坐

一
面
。」
と
さ
れ
、
◎
で
は

「時
福
城
人
。
聞
文
殊
師
利
住
荘
嚴
橦
婆
羅
林
中
大
塔
廟
盧
。
皆
從
城
出
。
來
詣
其
所
。
…
…
復
有
童
子
。
名
日
善
財
。
與
其

春
屡
五
百
人
倶
。
所
謂
善
禁
童
子
。
善
戒
童
子
。
善
威
儀
童
子
。
善
行
童
子
。
善
思
惟
童
子
。
善
智
童
子
。
善
慧
童
子
。
善
眼
童
子
。
善
腎
童
子
。
善
光
童
子
。
如
是
等
衆
。

前
後
囲
遙
。
來
詣
文
殊
師
利
童
子
所
。
到
已
禮
足
。
右
遙
三
匝
。
却
坐

一
面
。
」
と
さ
れ
、
◎
で
は

「ダ

ニ
ヤ
ー
カ
ラ
の

(福
城
)
入
々
は
、
文
殊
師
利
法
王
子
が
こ
の
都

城
に
や

っ
て
来
て
、
確
か
に
こ
の
荘
嚴
憧
婆
羅

(林
)
の
塔
廟
に
滞
在
し
て
お
ら
れ
る
と
聞
い
た
。
…
…
ま
た
そ
の
時
、

ス
ダ
ナ

(善
財
)
と
い
う
長
者

の
子
が
、

ス
ヴ
ラ

タ

(善
誓
)
と
い
う
長
者

の
子
、
ス
シ
ー
ラ

(善
戒
)
、
ス
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ー
ラ

(善
威
儀
)、
ス
ヴ
ィ
ク
ラ
ミ
ン

(善
勇
猛
)
、

ス
テ
ィ
ン
テ
ィ
ン

(善
思
)

ス
マ
テ
ィ

(善

慧
)
、
ス
ブ
デ
ィ

(善
覚
)

ス
ネ
ー
ト
ラ

(善
眼
)
ス
バ
ー
フ

(善
胃
)
ス
プ
ラ
バ

(善
光
)
と
い
う
長
者

の
子
た
ち
を
初
め
と
す
る
五
百
人
の
長
者

の
子
に
囲
ま
れ
付
き

の

添
わ
れ
て
、
文
殊
師
利
法
王
子
の
下
に
や

っ
て
来
た
。
そ
し
て
文
殊
の
両
足
に
頂
礼
し
、
彼
の
周
り
を
三
度
右
達
し
て
、

一
隅
に
座
し
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
城
名
が
③

佑

で
は

「畳
城
し
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
⑤
◎
⑥
で
は

「福
城
」
と
さ
れ
て
い
る
。
童
子
の
名
に
も
異
同
が
あ
る
。

(
15
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
八
頁
上
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
二
頁
中
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
七
頁
下
段
～

◎
九
七
頁
～

(16
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
八
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
二
頁
下
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
七
頁
下
段
～

④
九
入
頁
～

(
17
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
八
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
二
頁
下
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
+

六
七
入
頁
上
段

⑥
九
九
頁

(18
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
八
八
頁
中
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
二
頁
下
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
入
頁
上
段
～

⑥
九
九
頁
～

海
音
寺
潮
五
郎
は
こ
の
偶
を
次
の
詩
に
読
み
込
ん
で
い
る
。

あ
な
あ
わ
れ
、

三
有
を
城
と
し
、
高
慢
の
垣
も
て
囲
み
、

諸
趣
を
門
と
し
、
染
愛

の
錘
も
て
め
ぐ
ら
し
、

愚
擬

の
闇
、
そ
の
空
を
覆

い
、

三
毒

の
火
、
も
え
さ
か
る

中
に
住
め
る
は
、

悪
魔
を
王
と
せ
る
童
蒙
な
り
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

あ
あ
、
わ
れ
愚
か
さ
の
ゆ
え
に
、

惑

い
を
起
し
、
業
を
造
り
て
、

苦
し
み
の
海
に
、

涯
し
な
く
さ
ま
よ
う
。

文
殊
よ
、
善
知
識
よ
、

我
を
み
ち
び
き
救

い
た
ま
え
。

ま
ど
か
な
る
智
慧
も
て
、

浄
ら
け
き
慈
悲
も
て
。
(海
音
寺
潮
五
郎

前
掲
書
三
七
頁
～
)

(19
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
八
九
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
三
頁
中
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
八
頁
下
段
～

⑥

一
〇
五
頁

(20
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
九
頁
中
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
三
頁
下
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
九
頁
上
段
～

⑥

一
〇
五
頁
ー

海
音
寺
潮
五
郎
は
次
の
詩
に
ま
と
め
て
い
る

卿
こ
そ
功
徳
の
蔵
ぞ
。

我
が
所
に
来
り
詣
で
て
、

広
大
な
る
悲
心
を
発
し
、

ω

無
上
道
を
求
め
ん
と
は
。

偽

生
き
と
し
生
け
る
者

普
賢
菩
薩

の
み
名
を
聞
か
ば
、

ひ
と
し
く
普
賢
の
ご
と
く
、

つ
と
め
は
げ
み
て
さ
と
り
得
べ
し
。
(海
音
寺
潮
五
郎

前
掲
書
三
九
頁
～
)

(21
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
八
九
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
四
頁
上
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
九
頁
中
段

@

一
〇
九
頁

⑤
◎

で
は
國
名
が
勝
樂
、

山
名
が
妙
峯
、
比
丘
名
は
⑤
で
は
徳
雲

◎

で
は
吉
祥
雲
と
な

っ
て
い
る
。
因
み
に
④

で
は
國
名

ハ
ラ
ー

マ
ー
ヴ
ァ
ラ
ー
ン
タ
國
、
山
名
は
ス
グ
リ
ー
ヴ
ァ
山
、
比
丘
名
は

メ
ー
ガ
シ
ュ
リ
ー
と
な

っ
て
い
る
。

(22
)

②
大
正
大
藏
経
巻
九

六
入
九
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
四
頁
上
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
九
頁
中
段
ー

◎

一
〇
九
頁
～

(23
)

@
大
正
大
藏
経
巻
九

六
八
九
頁
下
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
四
頁
上
段
ー

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
九
頁
下
段

⑥

二

〇
頁
～

(24
>

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
〇
頁
上
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
四
頁
中
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
七
九
頁
下
段
～

@

=

○
頁
ー

@

の

「我
於
解
脱
力
。

逮
得
清
浮
方
便
慧
眼
。
普
照
観
察

一
切
世
界
。
」
は
、
⑤

で
は

「我
得
自
在
決
定
解
力
。
信
眼
清
浮
。
智
光
照
曜
。
普
観
境
界
。
離

一
切
障
。
善
巧
観
察
。
普
眼
明
徹
。
具

清
浮
行
。
往
詣
十
方

一
切
國
土
。
」

◎
で
は

「
我
得
自
在
決
定
解
力
。
信
眼
清
浄
。
智
行
照
耀
。
普
眼
明
徹
。
具
清
浮
行
。
慧
眼
遍
観

一
切
境
界
。
善
巧
方
便
離

一
切
障
。

以
清
浮
身
。
普
詣
十
方

一
切
國
土
。
」
と

「
解
脱
力
」
が

「
自
在
決
定
解
力
。
信
解
力
。
」

⑥
で
は

「私
の
信
解
力
は
自
在
で
あ
り
、
信
心
に
導
く
智
の
眼
は
清
ら
か
で
あ



る
。
真
向
か
ら
智
の
光
明
を
照
ち
し
て
、
普
く

(
一
切
世
界
を
)
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
普
き
境
界
に
お
い
て
無
凝
で
あ
る
眼
力
と

一
切
の
障
害
を
離
れ
た
巧
み
な
観
察
力

と
に
よ

っ
て
、
普
く
眼
の
及
ぶ
限
り
の
境
界
に
お
い
て
清
浄
で
あ
る
。
清
ら
か
な
身
体
に
よ
っ
て
、

一
切
諸
方
の

(仏
)
国
土
に
赴
き
、
(
】
度

に
諸
仏
に
)
向
か
っ
て
身

を
屈
め
恭
敬
す
る
の
に
巧
み
で
あ
り
、

】
切
諸
仏
の
雲
の
よ
う
に

(広
大
な
)
法
を
よ
く
心
に
と
ど
め
保
持
す
る
陀
羅
尼
力
を
具
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
私
は

一
切
諸
方
の

(仏
)
国
土
に
お
ら
れ
る
多
数

の
如
来
を
真
正
面
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
L
と
さ
れ
て
お
り
、
少
し
踏
み
込
ん
だ
能
力
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

(25
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
〇
頁
上
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
四
頁
中
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
〇
頁
上
段

⑥

=

二
頁
～

③
で
の

「
我
唯
知
此
普

門
光
明
観
察
正
念
諸
佛
三
昧
」
が
⑤
で
は

「
我
唯
得
此
憶
念

一
切
諸
佛
境
界
智
慧
清
浮
行
門
。
」

◎
で
は

「
我
得
此
憶
念

一
切
諸
佛
平
等
無
凝
智
慧
普
見
法
門
」

⑥
で

は

「
私
は
、
た
だ

一
切

(諸
仏
)

の
境
界
を
顕
現
さ
せ
、

(そ
の
)
集
合
す
る
様
を

(照
ら
し
出
す
)
普
門
の
光
明
と
い
う
念
仏

(門
)
(憶
念

一
切
諸
佛
境
界
智
慧
光
明
普

見
法
門
を
獲
得
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
)
と
獲
得
し
た
法
門
に
微
妙
な
差
異
が
あ
る
。◎

大
正
大
藏
経
巻
十

法
門
。
宣
能
蓋
知
菩
薩
諸
行
。
L

如
諸
菩
薩
摩
詞
薩
。
深
入

一
切
菩
薩
行
海
。
」
、

摩
詞
薩
。
深
入

一
切
菩
薩
行
海
。
」

法
門
を
知

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ど
う
し
て
私
に
、

を
語
る
事
が
で
き
よ
う
か
。
L

(32
)

@
大
正
大
藏
経
巻
九

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
二
頁
中
段

⑥

一
二
四
頁

③
⑤
◎

で
は
比
丘
名
が

「
善
住
」

◎

で
は

「
妙
住
」

(33
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
二
頁
中
段

④

一
二
四
頁

@
で
は

「
正
念
善
知
識

教
。
正
念
普
眼
経
。
思
惟
彼
佛
自
在
神
力
。

修
習
正
法
入
深
法
海
。
蓋
法
源
底
掻
取
勝
法
。
除
滅
擬
喧
了
法
寳
洲
至
海
岸
國
。」
で
あ
る
が
、
⑤
で

は

「
專
念
善
知
識
教
。

專
思
法
差
別
。
深
入
法
游
液
。
普
入
法
虚
空
。
浄
治
法
騎
障
。
観
察
法
寳
庭
。
漸

次
南
行
。
至
樗
伽
道
海
岸
聚
落
」

專
心
憶
念
普
眼
法
門
。
專
念
如
來
神
攣
威
力
。
憶
持
微
妙
法
句
身
雲
。
趣
入
無
邊
法
門
教
海
。
観
察

善
友
威
儀
方
式
。
游
泳
甚
深
法
海
旋
瀬
。

据
拾
善
友
所
集
法
寳
。
如
是
作
意
。
漸
次
南
行
。
至
樗
伽
道
海
岸
聚
落
。L

⑥

で
は

「
そ
こ
で
善
財
童
子
は
次
第
に

(樗
伽
道
)
に
あ
る
サ
ー
ガ
ラ
テ
ィ
ー
ラ
に
近
づ
い
た
の
だ
が
、
そ
の
間
彼
は
、
①
善
智

識

(サ
ー
ガ
ラ
メ
ー
ガ
比
丘
)
の
あ
の
教
誠
と
彼
の
説
い
た
普
き
眼
と
い
う
法
門
を
常
に
心
に
と
ど
め
、
②
如
来

の
神
変

の
不
可
思
議
に
思

い
を
め
ぐ
ら
し
、
③
法
の
句
や

音
節
の
雲
を
記
憶
し
、
④
法
の
門
の
海
に
悟
入
し
、
⑤
法
式
に
注
意
を
払
い
、
⑥
法

の
渦

(游
液
)
の
真
理
に
巻
き
込
ま
れ
、
⑦
法

の
虚
空
に
遍
満
し
、
⑧
法
の
輪

(
マ
ン

ダ
ラ
)
を
清
め
、
⑨
方
の
宝
の
洲
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
。
」
と
③
で
は

「普
眼
経
」
で
あ
る
が
、
⑤
◎
④

で
は

「普
眼
法
門
」
と
さ
れ
る
な
ど
表
現
上
の
差
異
が
あ
る
。

313029282726

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
〇
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
四
頁
下
段
～

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
〇
頁
中
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
五
頁
上
段

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
〇
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
五
頁
上
段
～

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
〇
頁
下
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
五
頁
中
段

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九

一
頁
上
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
五
頁
下
段

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九

一
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
六
頁
上
段

と
◎
だ
け
が
異
な
る
表
現
を
と
っ
て
い
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
〇
頁
中
段

@

一
一
四
頁
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
〇
頁
下
段

@

=

六
頁
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
〇
頁
下
段
～

⑥
二

】
七
頁
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八

一
頁
上
段
～

⑥
二

一
入
頁
ー

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入

一
頁
下
段
ー

@

一
二
〇
頁
～

六
八
二
頁
中
段

⑥

一
二
三
頁
～

③
で
は

「我
唯
知
此

一

◎

で
は

「我
唯
知
此
普
眼
法
門
。
如
諸
菩
薩

(他
の
)
菩
薩
た
ち
の
行
を
知
り
、
そ
の
功
徳

(67)

 

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『
華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

(34
)

@
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
上
段
ー

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
六
頁
中
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
二
頁
中
段
ー

@

一
二
五
頁
ー

(35
)

@
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
上
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
六
頁
下
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
二
頁
下
段
～

⑥

一
二
六
頁
～

③
で
は

「
我
己
先

饗
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩
云
何
正
向
佛
法
專
求
佛
法
。
恭
敬
佛
法
修
諸
佛
法
。
長
養
佛
法
積
集
佛
法
。
黒
修
佛
法
浄
諸
佛
法
。
遍
浄
佛
法
至
諸
佛
法
。
我

聞
大
聖
善
能
教
授
諸
菩
薩
法
。
云
何
菩
薩
修
習
佛
法
。
常
見
諸
佛
未
曾
遠
離
。
常
見
菩
薩
同
其
善
根
。
不
離
佛
法
智
慧
漏
足
。
不
捨
大
願
。
於

一
切
衆
生
究
寛
其
事
。
於

]

切
劫
修
菩
薩
行
心
無
疲
倦
。
不
捨
佛
刹
。
普
能
荘
嚴

一
切
世
界
。
悉
能
知
見
諸
佛
自
在
。
不
離
有
爲
修
菩
薩
行
。
悉
了
如
幻
入

一
切
趣
。
現
受
生
死
而
無
起
滅
。
常
聞
正
法

未
曾
遠
離
。
悉
能
受
持
諸
佛
法
雲
。
不
離
慧
光
普
照
三
世
。
」
で
あ
る
が
、
⑤

で
は

「我
已
先
號
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩
云
修
行
佛
法
。
云
何
積
集
佛
法
。

云
何
備
具
佛
法
。
云
何
黒
習
佛
法
。
云
何
増
長
佛
法
。
云
何
練
撮
佛
法
。
云
何
究
尭
佛
法
。
云
何
浄
治
佛
法
。
云
何
深
浄
佛
法
。
云
何
通
達
佛
法
。
我
聞
聖
者
。
善
能
誘
講
。

唯
願
慈
哀
。
爲
我
宣
説
。
菩
薩
云
何
不
捨
見
佛
。
常
於
其
所
。
精
勤
修
習
。
菩
薩
云
何
不
捨
菩
薩
。
與
諸
菩
薩
。
同

一
善
根
。
菩
薩
云
何
不
捨
佛
法
。
悉
以
智
慧
而
得
明
謹
。

菩
薩
云
何
不
捨
大
願
。
能
普
普
利
益

一
切
衆
生
。
菩
薩
云
何
不
捨
衆
行
。
住

一
切
劫
。
厭
疲
心
無
。
菩
薩
云
何
不
捨
佛
刹
。
普
能
嚴
浄

一
切
世
界
。
菩
薩
云
何
不
捨
佛
力
。

悉
能
知
見
如
來
自
在
。
亦
復
不
住
。
普
於

一
切
諸
有
趣
中
。
猶
如
攣
化
。
示
受
生
死
。
修
菩
薩
行
。
菩
薩
云
何
不
捨
聞
法
。
悉
能
領
受
諸
佛
受
諸
佛
正
教
。
菩
薩
云
何
不
捨

智
光
。
普
入
三
世
智
所
行
威
。
」

◎

で
は

「我
己
先
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
而
未
知
菩
薩
云
何
勤
求
佛
法
。
云
何
積
集
佛
法
。
云
何
漏
足
佛
法
。
云
何
蕪
習
佛
法
。

云
何
修
行
佛
法
。
云
何
浄
治
佛
法
。
云
何
随
順
佛
所
行
法
。
云
何
通
達
佛
算
数
法
。
云
何
増
長
佛
普
遍
法
。
云
何
清
浮
佛
究
寛
法
。
云
何
総
撮
佛
功
徳
法
。
云
何
能
入
佛
随

順
法
。
我
聞
聖
者
。
善
能
誘
講
。
唯
願
慈
悲
。
爲
我
宣
説
菩
薩
菩
薩
云
何
恒
見
諸
佛
。
聞
法
勤
修
。
而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
同

一
切
菩
薩
善
根
。
而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何

恒
以
智
慧
。
謹
諸
佛
法
っ

而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
以
大
願
.
饒
益
衆
生
。
而
不
捨
離
ゐ
菩
薩
云
何
恒
修

一
切
菩
薩
事
業
。
而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
住
劫
海
。
修
行
無
厭
。

別

而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
住
刹
海
。
普
遍
荘
嚴
。
而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
依
佛
力
。
悉
能
知
見
諸
佛
神
攣
。
而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
於
六
趣
。
自
在
受
生
。
住
無
住
道
。

ω

而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
受
諸
佛
正
法
雲
雨
。
悉
能
憶
持
。
而
不
捨
離
。
菩
薩
云
何
恒
饗
智
光
普
照
三
世
佛
所
行
慮
。
而
不
捨
離
。
唯
願
慈
哀
。
爲
我
開
演
。」

⑥

で
は

「
私
は
既
に
無
上
正
等
覚
に
向
け
て
発
心
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
に
は
ま
だ
次
の
こ
と
が
わ
か

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
①
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を

求
め
る
べ
き
な
の
か
。
②
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
修
得
す
べ
き
な
の
か
。
③
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
蓄
積
す
べ
き
な
の
か
。
④
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩

は
仏
法
に
奉
仕
す
べ
き
な
の
か
。
⑤
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
実
現
す
べ
き
な
の
か
。
⑥
ど
の
よ
う

に
し
て
菩
薩
は
仏
法
に
順
応
す
べ
き
な
の
か
。
⑦
ど
の
よ
う
に

し
て
菩
薩
は
仏
法
を
積
み
重
ね
る
べ
き
な
の
か
。
⑧
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
充
満
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
。
⑨
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
の
な
す

べ
き
こ
と
を
悉
く
達

成
す
る
た
め
に
、
菩
薩
は
仏
法
を
清
め
る
べ
き
な
の
か
。
⑩
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
に
通
達
す
べ
き
な
の
か
、
以
上
の
こ
と
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
私
は

聖
者
た
る
あ
な
た
が
菩
薩
た
ち
が
守
る
べ
き
教
訓
お
よ
び
教
誠
を
与
え
て
下
さ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

聖
者
よ
、
私
は
い
か
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
勤
修
す
べ
き
か
を
お
教
え
下
さ

い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
仏
法
を
勤
修
す
る
な
ら
ば
、
菩
薩
は
、
①
真
実
か
ら
離
反
し
な

い
た

め
に
、
仏
に
ま
み
え
る
こ
と

(見
仏
)
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
②
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
の
善
根
と
同

一
に
な
る
た
め
に
、
菩
薩
に
ま
み
え
る
こ
と
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら

れ
る
の
か
、
③
智
に
通
達
す
る
た
め
に
、
仏
法
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
④
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
の
な
す
べ
き
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
の
誓
願
か
ら

離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
⑤
あ
ら
ゆ
る
劫
に
亘

っ
て

(衆
生
と
)
と
も
に
住
ん
で
も
倦
怠
す
る
こ
と
の
な
い
た
め
に
、
菩
薩
行
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
⑥
あ
ら

ゆ
る
世
界
を
清
め
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
仏
国
土
に
遍
満
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
⑦
あ
ら
ゆ
る
如
来

の
神
変

の
不
可
思
議
を
知
る
た
め
に
、
仏
の
神
変

を
見
る
こ
と
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
⑧
化
現
さ
れ
た
か
の
如
き
菩
薩
行
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
生
存
の
境
遇
に
生
ま
れ
死
ぬ
感
覚
を
自
己
の
身
体
で
体
験
す
る
た
め



に
、
有
為
転
変

の
中
に
住
む
こ
と
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、
⑨
あ
ら
ゆ
る
如
来

の
法
の
雲
を
受
け
取
る
た
め
に
、
法
を
聞
く
こ
と
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
、

⑲
三
世
の
智
に
通
達
し
そ
れ
に
従
う
た
め
に
、
智

の
光
明
か
ら
離
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
③

で
求
め
ら
れ
る

「
正
向
佛
法

・
專
求
佛
法

・
恭
敬
佛

法

・
修
佛
法

・
長
養
佛
法

・
積
集
佛
法

・
黒
修
佛
法

・
浄
佛
法

・
遍
浄
佛
法
」
が
⑤

で
は

「修
行
佛
法

・
積
集
佛
法

・
備
具
佛
法

・
黒
修
佛
法

.
増
長
佛
法

.
総
撮
佛
法

.

究
寛
佛
法

・
浄
治
佛
法

・
深
浄
佛
法

・
通
達
佛
法
」
と
な
り
、
◎
で
は

「勤
求
佛
法

・
積
集
佛
法

・
漏
足
佛
法

・
黒
修
佛
法

・
修
行
佛
法

・
浄
治
佛
法

・
随
順
佛
所
行
法

・

通
達
算
敷
法

・
増
長
佛
普
遍
法

・
清
浄
佛
究
尭
法

・
総
撮
佛
功
徳
法

・
能
入
佛
随
順
法
」
◎
で
は

「
①
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
求
め
る
べ
き
な
の
か
。
②
ど
の
よ

う

に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
修
得
す
べ
き
な

の
か
。
③
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
蓄
積
す
べ
き
な
の
か
。
④
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
に
奉
仕
す

べ
き
な
の
か
。

⑤
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
実
現
す
べ
き
な
の
か
。
⑥
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
に
順
応
す
べ
き
な
の
か
。
⑦
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
積
み
重
ね
る

べ
き
な
の
か
。
⑧
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
を
充
満
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
。
⑨
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
の
な
す
べ
き
こ
と
を
悉
く
達
成
す
る
た
め
に
、
菩
薩
は
仏
法
を

清
め
る
べ
き
な
の
か
。
⑩
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
は
仏
法
に
通
達
す
べ
き
な
の
か
」
と
で
の
佛
法
を
め
ぐ
る
認
識
の
深
ま
り
を
問
題
と
す
る
点
に
特
異
性
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

(
36
)

篠
原
助
市
著

『欧
洲
教
育
思
想
史
』
上

四
〇
九
頁
～
四

=

頁

(37
)

竹
中
暉
雄
著

『
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
教
育
学
』

四
七
頁
参
照

(38
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
六
頁
下
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
三
頁
上
段

◎

一
二
七
頁

@
で
は

「能
問
佛
法

一
切

智
法
及
無
師
法
」
で
あ
る
が
、
⑤
で
は

「求
問
佛
法

一
切
智
法
自
然
者
法
」
に
、
◎

で
は

「今
復
志
求

一
切
智
法
。
及
自
毘
法
」
に
、
@

で
は

「仏

の
諸
法
、

一
切
智
者
性

㊤

の
諸
法
、
自
在
者
の
諸
法
を
尋
ね
る
と
は
」
と
な
り
、
三
番
目
の
質
問
が
、
悉
く
異
な

っ
て
い
る
。

佑

(
39
)

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
中
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
六
頁
下
段
ー

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
三
頁
上
段
～

⑥
二

二
八
頁
ー

⑤

で
は

「善
男

子
。
我
己
成
就
菩
薩
無
凝
解
脱
門
。
若
來
若
去
。
若
行
若
止
。
随
順
思
惟
。
修
習
観
察
。
即
時
獲
得
智
慧
光
明
。
名
究
尭
無
磯
。
得
此
智
慧
光
明
故
。
知

一
切
衆
生
心
行
。

無
所
障
凝
。
知

一
切
衆
生
没
生
。
無
所
障
凝
。
知

一
切
衆
生
宿
命
。
無
所
障
凝
。
知

一
切
衆
生
未
來
劫
事
。
無
所
障
凝
。
知

一
切
衆
生
現
在
世
事
。
無
所
障
凝
。
知

一
切
衆

生
言
語
音
聲
種
種
差
別
。
無
所
障
凝
。
決

一
切
衆
生
所
有
疑
問
。
無
所
障
凝
。
知

一
切
衆
生
諸
根
。
無
所
障
凝
。
随

一
切
衆
生
慮
受
化
時
。
悉
能
往
赴
。
無
所
障
凝
。
知

一

切
刹
那
羅
婆
。
牟
呼
栗
多
日
夜
時
分
。
無
所
障
磯
。
知
三
世
海
流
轄
次
第
。
無
所
障
凝
。
能
以
其
身
遍
往
十
方

一
切
佛
刹
。
無
所
障
凝
。
何
以
故
。
得
無
住
無
作
神
通
力

故
。
」

◎
で
は

「善
男
子
。
我
得
菩
薩
普
遍
速
疾
勇
猛
不
空
供
養
諸
佛
成
熟
衆
生
解
脱
門
。
常
於
此
門
。
若
行
若
止
。
修
習
思
惟
。
或
入
或
出
。
随
順
観
察
。
即
時
獲
得

智
慧
光
明
。
名
普
照
諸
法
。
究
寛
無
凝
。
由
得
如
是
智
光
明
故
。
知
諸
衆
生
種
種
心
行
。
無
所
呈
凝
。
知
諸
衆
生
種
種
妓
生
。
無
所
呈
磯
。
知
諸
衆
生
宿
住
之
事
。
無
所
呈

凝
。
知
諸
衆
生
未
來
劫
事
。
無
所
睾
凝
。
知
諸
衆
生
種
種
言
音
随
俗
差
別
。
無
所
望
凝
。
知
諸
衆
生
種
種
疑
網
威
爲
決
了
。
無
所
里
磯
。
知
諸
衆
生
種
種
根
性
受
法
差
別
。

無
所
窒
磯
。
知
諸
衆
生
慮
受
化
時
悉
往
調
伏
。
無
所
里
凝
。
知
諸
時
分
。
刹
那
腫
縛
。
牟
呼
栗
多
。
書
夜
年
劫
。
延
促
相
入
。
無
所
望
凝
。
知
三
世
海
諸
法
流
轄
相
績
次
第
。

無
所
団圭
凝
。
知
諸
佛
刹
無
量
差
別
。
能
以
其
身
。
遍
往
十
方
。
無
所
星
凝
。
何
以
故
。
以
得
無
住
無
作
無
行
神
通
力
故
。
」

⑥
で
は

「私
は
、
善
男
子
よ
、
無
凝

の
門
と

い
う
菩
薩
の
解
脱

(無
凝
解
脱
門
)
を
獲
得
し
て
い
る
。

善
男
子
よ
、
そ
の
無
凝
の
門
と
い
う
菩
薩

の
解
脱
に
没
頭
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
を
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
随
順
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
探
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
熟
考
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
眼
前
に
現
し
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
無
凝
の
究
極

(究
寛
無
凝
V
と
い
う
名
の
智
の
光
明

『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)



『華
厳
経
』
と
教
育

(二
)

を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
得
た
が
ゆ
え
に
、
私
に
は
も
う
、
①
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
心
の
動
き
を
洞
察
す
る
の
に
何
の
障
磯
も
な
く
、
②
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
生
死
を
悉
く
知

る
の
に
何
の
障
凝
も
な
く
、
③
過
去
の
生
存
を
想
起
す
る
門
に
入
る
の
に
何
の
障
凝
も
な
く
、
④
未
来
劫
が
尽
き
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世

の
衆
生
と
と
も
に
住
む
の
に
何
の
障

凝
も
な
く
、
⑤
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
現
し
出
す
の
に
何
の
障
凝
も
な
く
、
⑥
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
言
葉
や
音
声
や
慣
用
記
号
を
完
全
に
知
る
の
に
何
の
障
凝
も
な
く
、
⑦

あ
ら
ゆ
る
衆
生

の
疑
問
を
断
ち
切
る
の
に
何
の
障
磯
も
な
く
、
⑧
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
機
根
の
違
い
を
洞
察
す
る
の
に
何
の
障
凝
も
な
く
、
⑨
成
熟
さ
せ
教
化
す
る
た
め
に
ふ

さ
わ
し
い
と
き
に
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
接
近
す
る
の
に
何
の
障
凝
も
な
く
、
⑩
刹
那
、
ラ
ヴ
ァ
、
ム
フ
タ
ー
ル
、
夜
、
昼
な
ど
の
時
間
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
洞
察
す
る
の
に
何

の
障
凝
も
な
く
、
⑪
十
方
の
仏
国
土
に
自
己
の
身
体
で
遍
満
す
る
の
に
何
の
障
凝
も
な

い
。
と
い
う

の
も
、
も
は
や
無
生
起
に
安
住
し
て

(無
住
)
、
も
う
業
の
蓄
積

の
あ

り
え
な
い
こ
と

(無
作
)
を
修
得
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
善
男
子
よ
、
こ
の
業
の
蓄
積
が
も
は
や
あ
り
え
な
い
と
い
う
神
通
の
威
力
に
よ

っ
て
、
こ
の
天
弩
を
歩
き
、
そ
こ
に
立
ち
、
あ
る
い
は
座
り
、
横
に
な
り
、
そ
し

て
多
種
多
様
な
威
儀
を
な
し
え
る
の
で
あ
る
。
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
③
で
の

「無
凝
法
門
」
は
⑤

と
⑥
で
は

「
無
凝
解
脱
門
」
と
、
◎
で
は

「菩
薩
普
遍
速
疾
勇
猛
不

空
供
養
諸
佛
成
熟
衆
生
解
脱
門
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
態

へ
の
移
行
は

「
智
慧
光
明
」

の
獲
得
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
後
に
考
察
す
る

「
オ
ゥ
ム
真
理
教
」
の
主
張
し
た
錯
乱
し
た
状
況
の
下
で
の
不
可
思
議
な
行
動
と
は
全
く
相
容
れ
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

(40
)

@
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
中
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
七
頁
上
段
ー

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
三
頁
中
段
～

@

一
二
八
頁
～

(41
)

西
村
龍
太
郎
著

『あ
な
た
の
心
が
壊
れ
る
と
き
』

一
入

「
頁

(42
)

②
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
七
頁
中
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
三
頁
下
段
～

@

一
三

一
頁
～

引
用
の
最
後
の
部
分

ω

は
⑤

で
は

「善
男
子
。
從
此
南
方
有
國
。
名
達
里
鼻
茶
。
城
名
自
在
。
其
中
有
人
。
名
日
彌
伽
。
…
…
」

◎
で
は

「
善
男
子
。
從
此
南
方
。
有

一
國
土
。
名
達
遷
比
叱
。

σ

其
國
有
城
。
名
金
剛
層
。
中
有
大
士
。
名
日
彌
伽
。
…
…
」

@
で
は

「
善
男
子
よ
。
こ
の
南
の
地
方
に
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
プ
ラ

(自
在
城
)
と
い
う
名
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
の

町
が
あ
る
。
そ
こ
に
メ
ー
ガ

(弥
伽
)
と
い
う
名
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
が
住
ん
で
い
る
。
…
…
」
と
③

で
の
自
在
國
呪
藥
城
に
住
む
良
讐
彌
伽
が
、
⑤
で
は
達
里
鼻
茶
國
自
在

城
の
人
彌
伽
と
さ
れ
、
◎
で
は
達
羅
比
叱
國
の
金
剛
層
城
の
大
士
彌
伽
と
、
@

で
は
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
プ
ラ

(自
在
城
)
と
い
う
名

の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
の
町
に
住
む
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ

人
の
メ
ー
ガ

(弥
伽
)
と
さ
れ
、
③

の
良
讐
と
い
う
規
定
が
異
質
で
あ
る
し
、
⑤
◎

で
の
國
名
が
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
特
徴
的
で
あ
る
。
先
住
の
ド
ラ

ヴ
ィ
ダ
人
を
経
典
に
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
佛
教
の
平
等
観
を
し
め
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

(43
)

②
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
七
頁
中
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
四
頁
上
段

@

=
二
一二
頁

(44
)

@
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
二
頁
下
段
ー

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
七
頁
下
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
四
頁
上
段
ー

◎

一
三
三
頁
～

善
財
の
未
知
な
る

も
の
と
し
て
彌
伽
に
問
う

の
は
、
⑤
で
は

「
而
我
未
知
菩
薩
云
何
學
菩
薩
行
。
云
何
修
菩
薩
道
。
云
何
流
轄
於
有
趣
常
不
忘
失
菩
提
之
心
。
云
何
得
平
等
意
堅
固
不
動
。
云

何
獲
清
浮
心
無
能
沮
壊
。
云
何
生
大
悲
力
恒
不
勢
疲
。
云
何
入
陀
羅
尼
普
得
清
浮
。
云
何
襲
生
智
慧
廣
大
光
明
。
於

一
切
法
離
諸
暗
障
。
云
何
具
無
凝
解
辮
才
之
力
。
決
了

一
切
甚
深
義
藏
。
云
何
得
正
念
力
。
憶
持
持

一
切
差
別
法
輪
。
云
何
得
浄
趣
力
。
於

一
切
趣
普
演
諸
法
。
云
何
得
智
智
慧
力
。
於

一
切
法
悉
能
決
定
分
別
其
義
。」
で
あ
り
、

◎
で
は

「
而
未
知
菩
薩
云
何
學
菩
薩
行
。
云
何
修
菩
薩
道
。
云
何
流
轄
諸
趣
。
常
不
忘
失
菩
提
之
心
。
云
何
心
得
堅
固
。
勤
求
佛
法
。
無
有
厭
倦
。
云
何
獲
得
清
浮
謙
下
之

心
。
無
能
壊
者
。
云
何
得
大
悲
心
力
。
恒
塵
生
死
。
不
揮
肋
勢
。
云
何
得
陀
羅
尼
力
。
自
在
撮
持
普
門
清
浄
。
云
何
畿
生
廣
大
智
光
。
離
諸
騎
障
。
云
何
得
妙
辮
才
。
善
巧

決
揮
甚
深
法
藏
。
云
何
得
正
念
力
。
憶
持
佛

一
切
法
輪
。
云
何
得
浄
趣
力
。
演

一
切
法
。
普
浄
諸
趣
。
云
何
得
成
菩
薩
普
遍
智
力
。
於

一
切
法
。
種
種
分
別
。
悉
能
決
定
。



了
眞

實
義

。
唯
願
慈
哀
。
爲
我
宜
説
。
L

⑥

で
は

「私

に

は
ま

だ
次

の
こ
と
が
わ
か

っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

つ
ま
り
菩
薩

は
、
①

い
か

に
し
て
菩
薩
行
を
学

ぶ
べ
き
な

の
か
、

②

い
か
に
し
て
菩
薩
行
を
修
め
る
べ
き
な

の
か
、
③

い
か

に
す
れ
ば
、

い
か
な
る
生
存

の
境
遇
に
あ

っ
て
も

、
菩
薩

の
発
菩
提
心
が
消
滅
し
な
く
な

る
の
か
、
④

い
か
に
す

れ
ば

(菩
薩

の
)

志
願

は
、
倦
怠
な
き

こ
と
に
よ

っ
て
堅

固

に
な
る

の
か
、
⑤

い
か
に
す
れ
ば
卓
越
し

た
志

願

は
、
打
ち
砕
か
れ
る

こ
と
な
き

こ
と

に
よ

っ
て
清
め
ら
れ
る

の
か
、
⑥

い
か
に
す

れ
ば
大
悲

の
力

は
、
倦
怠
な
き

こ
と

に
よ

っ
て
生
じ
る

の
か
、
⑦

い
か
に
す
れ
ば
陀
羅

尼

の
力
は
、
普

門

が
清
め
ら
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
近
づ

い
て
く

る

の
か
、
⑧

い
か
に
す
れ
ば

一
切
法
を
闇
な
く
照
ら
す
智

慧

の
光
明
は
、
智

を
覆
う
あ
ら
ゆ
る
暗
幕
を
断
ち

切
る

こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
る

の
か
、
⑨

い
か
に
す
れ
ば
無

凝

の

弁
才

(無
凝
解
弁
才
)

の
力
は
、
法

と
義

と
辞
と
弁
と
を

極
め

た
巧
妙
さ
で
も

っ
て
音
声

の
領
域

(
マ
ン
ダ

ラ
)
を
円
満

に
成
就
す

る
た
め
に
近
づ

い
て
く
る

の
か
、
⑩

い

か
に
す

れ
ば
念

の
力

は
、
あ
ら
ゆ
る
仏

の
法
輪
を
無
区
別

に
心

に
保

つ
こ
と
に
よ

っ
て
近
づ

い
て
く
る

の
か

、
⑪

い
か
に
す

れ
ば
了
解

の
力

は
、
あ
ら
ゆ
る
法

の
方
角

を
了

解
す

る
光

明
に
通
達
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
清

め
ら
れ
る

の
か
、
⑫

い
か
に
す

れ
ば
菩
薩

の
三
昧

の
力
は
、
あ

ら
ゆ
る
法

の
意

味

の
確
定

と
分
類

に
専
念
す

る

こ
と
に
よ

っ
て

完
成

さ
れ
る

の
か
、
以
上

の
こ
と
を
私

は
知
り
ま
せ
ん
。
」

と
微
妙
に
異
な

っ
て

い
る
。
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③
大

正
大
藏
経
巻
九

六
九

三
頁
上
段

⑤

大
正
大
藏

経
巻
十

三
一二
七
頁
下
段

◎

大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
四
頁
中

段

⑥

一
三
四
頁
～

⑤

で
は

「
乃
能
獲

阿
褥

多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
善
男
子
。
若
有
能

登
阿
褥
多

羅
三
貌

三
菩
提
心
。
善

男
子
。
則
爲
不
断

一
切
佛
種
。

則
爲
嚴
浄

一
切
佛
刹
。
則
爲
成
熟

一
切
衆
生
。

則
爲

了
達

一
切

法
性
。
則
爲
悟
解

一
切
業
種
。
則
爲
圓
漏

一
切
諸
行
。
則

爲
不
断

一
切
大
願
。
則
如
實
解
離
負
種
性
。
則
能

明
見
三
世
差
別
。
則
令
信
解
永
得
堅
固
。
則
爲

一
切
如
來
所
持
。

則
爲

一
切
諸
佛
憶
念
。
則
與

一
切
菩
薩
平
等
。
則
爲

一
切

賢
聖
讃
喜
。
則
爲

一
切
梵
王
。
禮
観
。

5352515049484746

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

③
大
正
大
藏
経
巻
九

六
九
三
頁
上
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
八
頁
上
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
四
頁
下
段

⑥

=
二
六
頁
～

六
九
三
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
一二
八
頁
上
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
五
頁
上
段

⑥

一
三
七
頁
～

六
九
三
頁
下
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
八
頁
中
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
五
頁
中
段

④

一
四
〇
頁

六
九
三
頁
下
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
入
頁
中
段
ー

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
五
頁
下
段
～

⑥

一
四

一
頁

六
九
四
頁
上
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
一二
入
頁
下
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
入
六
頁
上
段
～

⑥

一
四
二
頁
～

六
九
四
頁
中
段

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
九
頁
上
段

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
六
頁
下
段
ー

◎

一
四
四
頁
～

六
九
四
頁
下
段
～

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
三
九
頁
中
段
ー

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
七
頁
上
段
～

◎

一
四
七
頁
～

六
九
五
頁
上
段
ー

⑤
大
正
大
藏
経
巻
十

三
四
二
頁
下
段
～

◎
大
正
大
藏
経
巻
十

六
八
八
頁
中
段

④

一
五
二
頁
～
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